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　秋晴れの清すが々すがしい日、五台のバスはサービスエリアにトイレ休憩のため停まっていた。

　休憩時間は約十五分。

　外に出ることなくバスの中で時間を潰つぶす者もいれば、買いもしないのにサービスエリアの土みや産げ物屋であれこれ眺ながめてみたり、長いトイレの列に並んでいる者もいる。

　そんな中、緋ひ野の渡わた琉るは同じブレザー姿の学生がたむろしている場所から一人離れ、バスの後輪の前でしゃがみこんでじっと思し案あんしていた。

　くっそ～、ここまで来ちまったじゃねえか……。

　ああもうと呟つぶやき、渡琉は苛いら々いらと髪を搔かきむしった。

　警告はした。

　何度となくした。

　だが、誰も聞き入れようとしないのだ。

「また君か……一体、どういうつもりなんだ」

　丸々と太った運転手が、涼しい季節であるにもかかわらず、額ひたいに汗を浮かべてやってきた。

　いつまでも後輪の前にいる渡琉の姿をサイドミラーに見つけ、とうとう業ごうを煮にやしてバスを降りてきたのだろう。

「だからさあ……俺が言ったように、後輪をちゃんと調べてくれよ」

　そう言って立ち上がると、渡琉は運転手に向き直った。

　渡琉は、身長は高くはないが、スレンダーでバランスの取れた体型をしている。

　柔らかい茶色の髪はいつもサラリとしていて、男性としては大きめの瞳は生き生きとしていた。渡琉は好奇心が旺おう盛せいで行動派。こうと決めたらてこでも動かない、頑がん固こなところもある。

「調べたと言ってるだろう？」

「そんなふうには見えなかったけどな」

　今朝、バスに乗り込む時にも、点検をしてくれと渡琉は言ったのだ。

　だがわかったと言いながら、運転手が渡琉の望む点検をした様子は見られなかった。

　それでは困るのだ。

「どうしたんですか？」

　女性乗務員もやってきて、二人の間に割って入ってくる。

「この子がな、バスを点検しろとうるさいんだよ」

「……そういえば、昨日、匿とく名めいでバスが事故るだの、タイヤを調べてくれだの何度もバス会社に電話してきた子がいるって聞いたけど、もしかして君なの？」

　そう、渡琉だ。

　昨日もさんざん電話をかけたのだが、悪いた戯ずら電話だと思われたのか、まともに聞いてもらえなかった。

　せっかくの警告も、受け取る側に危機感が生まれなければ、なんの役にも立たない。

「……あ、俺以外にも心配な奴がいたんだな。ほら、やっぱりなんかあるんだぜ。だからちゃんと調べてくれって言ってるんだよ」

　あははと笑って誤ご魔ま化かしたが、二人とも「やっぱりお前か」という視線を渡琉に送っている。

「そんなに私の運転するバスに乗るのが嫌なら、他のバスに乗ってくれていいんだよ」

　いや、だから……。

　この運転手が運転するのが気に入らないのではなく、渡琉のクラスが乗っているこのバスが気に入らないと言ってるのだ。

「ねえ、君。心配しなくても大丈夫よ。バスは定期的に点検しているからね。きっと変な夢でも見たのよ。そんな映画あったわね。夢で見たことが現実になるって。どういう夢を見たのか聞かなくてもわかるけど、現実にそんなことはないわよ。大丈夫。お姉さんを信じなさい」

　不安を吹き飛ばすような明るい笑顔で、女性乗務員は胸を叩いた。

　だが渡琉は悪夢を見て警告をしているわけではない。

　これからどうなるのかを知っているからこそ、どうにかしようとしているだけだ。

　それが上う手まくいかずに、苛々している。

　誰も渡琉の言葉をまともに聞き入れてくれないのだ。

　とことんまで行くしかねえのかよ……。

　せっかくのチャンスが二度も三度も四度も……数え切れないほど潰されていく。

　その歯がゆさがたまらない。

「さあ、そろそろバスに戻ってください」

　仕方なく渡琉は言われるままにバスに乗り込んだ。

　まだ手はある。

　ただ、どこでどうそれを使うかが問題だ。

「どうしたの、渡琉。外でもめてたみたいだけど……」

　窓際に座る友達の杉すぎ浦うら則のり義よしが心配そうに聞いてきた。

　小柄な身体に、小作りの顔。可か愛わいい顔立ちに似合わない少し大きめの黒眼め鏡がね。人見知りするタイプで、引っ込み思じ案あんだが、仲良くなると意外に彼がおしゃべりなことがわかる。

「いや、なんでもねえよ」

　渡琉がそう言って座席に座ると、通路を挟んで隣に座っている赤あか松まつ健けん吾ごが声をかけてきた。

「あの乗務員のね～ちゃんに、惚ほれてもうたんとちゃうか？」

　そう言って笑う健吾の手入れされていない黒髪は、肩のところで少しはねている。

　野性的な瞳に一重のまぶたが印象をきつくしているものの、男らしい容よう貌ぼうをしている。

　だがもともとの荒っぽい性格と、関西弁が怒っているように聞こえることから誤解されやすいタイプだ。

「そんなんじゃ、ねえよ」

　渡琉はそれだけ言うと、二人の会話に入ることなく、外の景色に視線を向けた。

　バスはサービスエリアを出て、高速に入った。

　渡琉はポケットに手を入れると、そこにある懐かい中ちゆう時計を祈るような気持ちで握にぎりしめる。

　額に浮かんだ汗がそろりと肌を伝い、睫まつげで止まった。けれどそれを拭ぬぐう余裕ももうない。

　女性乗務員がマイクを持って、ゲームをしようと言いだした。

　みな手を挙げて、賛成をする。

　吞のん気きすぎて、ため息が出そうだ。

　女性乗務員の背後に見える時計は十一時を過ぎるところだった。

　問題が起こるのは、十一時五分だ。

　渡琉は口内に浮かんだ唾つばを飲み込む。

　下へ手たに渡琉が運転に絡からむと、前後を走るバスを巻き込む可能性がある。

　けれどこのままだと、問題が起きるのはこのバスだけですむ。

　このバスだけを諦あきらめるしかないのだろう。

　時間は十一時四分。

　秒針が時を刻きざみ、刻々と十二の数字のところへ向かっている。

「渡琉、あのさ……」

　則義が何かを言ったようだが、時計に集中している渡琉には聞こえない。

　十一時五分。

「みんな、頭を下げろっ！」

　渡琉がそう叫ぶのと同時に、キキィ─ッという甲かん高だかい音が響いたかと思うと、長細いバスの車体が大きく一回転をする。突然の出来事に、車内では悲鳴が上がり、網棚に置いた荷物や、飲物の缶や菓か子しの袋が宙に浮く。

「……っく……そっ！」

　悲鳴や怒号が乱れ飛ぶ中、渡琉はポケットから懐中時計を取り出して、ボタンを押した。

　すると、光の波が渡琉を中心として、目にも止まらぬ速さで空中を駆け抜け、世界のあらゆるものが静止する。

　空中を飛び散る荷物や菓子、誰かがこっそり持ち込んでいたポータブルのゲーム機。回転するバスの遠心力によって窓に顔を押しつけられている者。恐怖に顔を歪ゆがめ、口を大きく開けている者。右隣の則義は頭を抱えて膝ひざに上半身を押しつけていて、左隣の健吾は渡琉を守ろうとしてか、前の席を摑つかみながらも、もう片方の手が渡琉の肩を摑んでいた。

　だが、そのすべての光景が、映像の一シーンを切り取ったように、静止している。この世界で今、動き回っているのは渡琉だけなのだろう。
















「……結局、こうなるのかよ」

　はあ……と、ため息をついて、渡琉はバスの前部に移動すると、ドアを開けた。

　目前には高速道路の防音用の高い壁がそそり立っていて、今にもぶつかりそうなほど接近している。時間が動きだせばこの壁に激突して、たくさんの人間が怪け我がをしたり、誰かが死ぬかもしれない。ただ、この状態で一度時間を戻しているためそこまでの結果は渡琉にはわからなかった。

「俺が一人で運び出すのか？　マジ……勘かん弁べんしてくれよな」

　一人、また一人と、渡琉は静止しているクラスメートを外へと運び出し、車がやってこない路側帯に並べていった。

　さすがに三十人を越える人間を一人で運ぶのは骨が折れた。

「……はあ……はあ……はあ……もう……これはどういう試練なんだよ……くそ……」

　特に一番最後に回した運転手の巨体は、渡琉の腰にきて、へろへろになる。

「だから……俺の……言うことを……聞けって……言ったんだよっ！」

　ズルズルと巨体を引きずり、バスから降ろすと、同じように路側帯に運転手を並べた。

　こうやって眺ながめると、それぞれが時間が止まった時どういうポーズをしていたのかがよくわかり、なんとなく笑いが漏もれる。

「笑ってる場合じゃなかったな」

　渡琉は、助け出した人数を数えて、バスが空からになったことを何度も確認した。一人でも残っていたら大変だからだ。

　さらに、今まさに壁に激突しようとしているバスを注意深く眺め、周囲に影響を及ぼさないかどうかを想像してみる。

　前を走るバスはかなり先にあった。

　後ろを走っていた乗用車は、バスの異変に気づいて、ハンドルを切っている。後続車とは距離もあり、玉突きを起こすことはなさそうだ。

　ありとあらゆるシミュレーションを頭の中で繰り返してから、渡琉は懐中時計を取り出した。

　蓋ふたには鳥や花、星や月の細やかな装飾がされている。トップに竜頭、向かって左手には二つ、右に一つのボタンがある。文字盤は一から十二までのローマ数字がぐるりと囲み、内側には五の倍数のアラビア数字が六十まである。右真ん中には秒を測る目盛りがあり、十の倍数のアラビア数字の間には金色の星の刻印が円を描いていた。首にもかけられるような長さの鎖くさりがついている。

　これは、綺き麗れいなだけの懐中時計ではない。

　時間を操作できる時計なのだ。

「やれるだけは、やったぜ。あとは野となれ山となれ……だっ！」

　渡琉はボタンを押した。

　停まっていた時間が速すみやかに動きだす。

　すぐさま、誰も乗っていないバスが壁に激突し、衝撃で火を噴いて停まった。

「なっ……何、何があったんだよっ！」

「わあっ！」

　クラスメートは自分達がどうして道路に放り出されているのか全くわからないまま、みな口々に声を上げている。ハンドルを握った形で両手を前に出していた運転手は、自分が今、どこにいるのかもわからないのか、放心状態のまま、黒煙を上げるバスを見つめていた。

　一人、渡琉だけが冷静に再度周囲を見渡し、バスの破片が飛んで誰かに危害を与えなかったか、周囲の車がバスの激突に驚き、事故を起こしていないかを確認していた。

　大丈夫そうだな……。

　ようやく渡琉は安あん堵どの息をつくことができ、極度の緊張から解放されたと同時に笑いがこぼれた。

「は……はは……はは……やったぜ……」

　周囲が恐怖と自分達の不可解な立場に驚きよう愕がくしている中、渡琉だけが笑っていた。
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「渡琉、大丈夫？」

「ああ、大丈夫だ」

　則義の声に振り返ったはずなのに、そこに友達の姿はなかった。本来あるはずの高速道路や同級生の姿も、また停車しているはずの車もすべて消え、代わりに深い闇が広がっている。

「……なっ、何、何がどうなってるんだよっ!?」

　渡琉はぶつかったはずのバスの姿も探したが、見あたらない。いや、どの方向を向いても、真っ暗で、明かりはどこにもないのだ。

　黒々とした闇は渡琉の足元をとらえて、うねっている。

　果たしてここは地上なのか、それすら怪あやしい。

　不意に、闇の中に何かが揺らめいた。

　じっと見つめていると、二つのぼんやりした光が浮かび、それらが人を象かたどるように、徐々にはっきりとしていく。

　一人はこちらより身長が頭一つ分ほど高い。美麗な容貌は笑顔など想像もつかないほど冷ややかで、黒い瞳には長い間苦行でも強しいられたような厳しい光が宿っている。冗談を口にしても、冗談自体を理解できない頑固さが引き絞られた唇から伝わってきた。

　腰まである黒髪は、手入れが行き届いているのか、光こう沢たくがあってサラリとしている。

　仏ぶつ頂ちよう面づらをしている彼の服装はまるで中世を思わせるような外がい套とうで、襟元がベルトで繫つながれ、金の金具で留められている。レースの上着は刺繡が細やかで、光沢がある。太いベルトが細身の胴を強調しており、交差するベルトの左右には剣をぶら下げていて、まるで騎士のようだ。

　もう一人は黒髪の男より少しばかり背が高く、ウエーブの効いた赤い髪は、異様なほど空中を漂ただよっている。

　意志の強そうな太い眉まゆに濃いブラウンの瞳。目鼻立ちはくっきりしていて、精せい悍かんな顔立ちは男らしい。だが、誠実とか真面目という言葉が不似合いなニヤニヤとした笑いを浮かべる唇、どこか人を馬鹿にしたような目つきは、明らかに渡琉を見下していた。

　金の首飾りに金の腕輪が眩しい。大きな襟のジャケットは丈が短く、ピッタリしたパンツは長い足を引き立てている。つぎはぎだらけの黒いマントは裾が大きく広がっていて、二重の鎖で留められていた。

　もっとも印象的なのは、漫画やアニメにでも出てきそうな死神が振りかざす、身長を凌しのぐほどの長さの鎌を持っていることだろう。

　これは夢なのかもしれない。

　映画の撮影でもやっているのかと思うような格好の二人だったが、こんないで立ちの男が存在するとは思えないし、何より周囲を包む闇の存在が、現実ではないと思わせる。

「……ゆ……夢だっ！　な、これ、夢だよ……」

　背後があるのかどうかわからないものの、渡琉は頰ほおを自分で痛いほど引っ張りながら、後ろへ下がった。けれど、確かに後あと退ずさっているが、そうなのかどうかも定かではない。世界から隔絶された、別の次元に連れ込まれたような感じがする。

「金の懐中時計をお持ちですね？」

　冷たい眼まな差ざしを向ける黒髪の男が静かに言った。

「しゃべったっ！　……て、ことは……あんたら二人は本物か？」

「ええ。そうなりますね」

　マネキンのように表情を変えない黒髪の男は闇を見渡し、声を発した。

　自分の夢かと思ったが、会話ができているということは、現実かもしれない。

　少し落ち着きを取り戻した渡琉は、深呼吸してから、言った。

「あ……あのさ。あんたらは何者だ？　……それに、ここはどこだよ？」

「私は金の懐中時計を持っているかとおうかがいしているのですが、どうなのですか？」

　渡琉の質問などどうでもいいのか、黒髪の男はそう言った。

「まあ……多分、この懐中時計のことを言ってるんだと思うけど……これのことか？」

　そろそろとポケットから金の懐中時計を半分だけ取り出し、すぐさま戻す。なんとなくすべてを見せることが躊躇ためらわれたのだ。

　だが、それを見た黒髪の男は、いきなり渡琉の前に跪ひざまずくと、渡琉の胸に手を伸ばし、心臓のあたりに触れてきた。見知らぬ男の奇妙な行動に、渡琉は思わず逃げ出そうとしたが、もう片方の手に腕を摑まれて阻そ止しされた。

「な……なんだよ、あんた。変態かっ！　放せって！」

　男の手は心臓から額へと移動する。ひんやりとした感触と同時に、懐中時計を手にした時に感じた、電流が流れたような痺しびれが走った。

「うわっ！」

　驚きと畏い怖ふが交ざった複雑な感情が湧わき上がり、渡琉は今度こそ男の手を振り払った。電流が走った理由はわからないが、気味が悪い。

　渡琉は痺れが残る額を拭い黒髪の男を睨みつけた。だが、男は冷えた容貌に恐ろしいほどの微笑を浮かべた。

「やはりここに……ルシアス様がいらっしゃいます」

「なんなんだよ。一体、なんなんだ？　あんたら、何者だ？　映画のエキストラか、それとも罰ゲームでそんな奇妙な格好をしてるのか？　つうか、俺になんの用だよ……」

　遠近感の全く感じられない暗闇の空間に拘束されている恐怖が理性に浸透してくる。

　金の懐中時計を使って時間を操っているという事実を受け入れている渡琉からすると、彼らの存在もまた、事実だと認めることができそうだ。

　それでも、認められることと、彼らの存在を受け入れることとは別物だ。

「……俺を……帰せよっ！　もとの場所に戻せっ！　ここから出せっ！」

　闇がますます濃くなったような気がして、渡琉は目の前にいる二人に向かって叫んだ。

　金の懐中時計は彼らのもので、取り返しに来たのかもしれない。もしかすると、勝手に使ったことに対して罰を与えに来た可能性だってあるのだ。

「……時計を返せばいいのか？　だったら、返すよ！　使って悪かったよ……」

　渡琉が叫んでいるというのに、二人は何やら話し込んでいる。

「なあ、クロちゃんよ。もうちゃっちゃとやって、帰らねえか？　それで終わりだろ？」

　赤い髪の男が黒髪の男をクロちゃんと呼び、面倒くさそうに持っていた鎌を右手に持ち変える。鎌は鋭するどい刃を光らせていて、とても偽にせ物ものには見えず、渡琉は背中にゾクリと冷たいものが走った。

「私の名はクロノス。彼はゼファー。見覚えはございませんか？」

　黒髪の冷えた眼差しを浮かべた美貌の男は自分のことをクロノスと言い、相変わらず人を小馬鹿にした笑いを浮かべる赤い髪の男をゼファーと紹介した。

　不思議なことにこうやってクロノスに見つめられると、恐怖心が収まっていく。それは彼らに対してのものか、闇に対してのものかわからないが。

　どうなってるんだよ……俺。

　見覚えなどないはずなのに、心の深いところから何か温かいものが湧き上がってくる。

　だが自分の気持ちに違和感や戸惑いを感じながらも、渡琉の心拍は相変わらず速い。

「……知らねえよ」

　渡琉の言葉に、クロノスは感情のない表情に、僅かに笑みを浮かべている。

「ご主人様に会えたからって、喜んじゃってるよ、クロちゃん」

　ゼファーが鎌を肩に載せて渡琉の背後に移動した。正前にはクロノスがいる。

　逃げ場を失わせようとしているようだ。

　どうする？

　時計を投げつけ、二人を振り切って駆けだしたら、この暗闇から逃げ出せるか？

　だが、光すら見いだせない場所で、どこへ走ればいいのだ。

「逃げられねえぜ。俺様が作ったフィールドだからなあ……」

「だから……なんなんだよ……一体、俺をどうしたいっていうんだよ……」

　渡琉が振り返ると、ゼファーは片方の口の端を上げて皮肉っぽく笑いながら、肩から鎌を下ろして構えた。覗のぞく犬けん歯しは鋭い。

「すぐに俺様が終わらしてやっから、いい子にしててくれよ～」

　終わらせる？

　ゼファーの言葉に不吉な予感がして、渡琉は口内に浮かんだ唾を飲み込んだ。

「まさか……そいつで……俺を殺そうなんて思ってねえよな？」

　鈍にぶく光る鎌をチラリと見やり、渡琉は視線をゼファーに戻した。

「……いやな、もともとの場所に連れて帰るってこったから、殺すっていうのとは、ちょいと違うんだろうが、問題ねえだろうよ」

「俺にはあんたが言ってることが全く理解できないんだけどな」

　非常にまずい立場に立たされていることはわかるのだが、どうやって切り抜けていいのかわからない。額に汗が噴き出し、後ろへも前へも行けない状況に、パニックになりそうだ。

「そういう面倒なことはな、すべてが納まるところに納まってから、後で説明してやるよ」

「今、しろよっ！　今だっ！　説明しろっ！」

　渡琉がそう叫ぶと、クロノスが間に入ってきて、ゼファーの持つ鎌を向こうへと押しやった。そんなクロノスに、ゼファーは不満げに言う。

「ちゃ～もう、クロちゃん、何、なんだよ。やるの、やらねえの？」

「私たちはルシアス様を迎えに来たのです。なのにどうして、彼は拒否しているのですか？」

　クロノスは仲間のゼファーに疑問をぶつけていた。

　彼らの目的は同じではないのだろうか。

「そりゃあ、お前。魂はルシアス様だが、今の器うつわが違うからだろ」

「……なるほど」

　何に納得したのかわからないが、クロノスは渡琉の方を向いて、言葉を重ねた。

「要点のみ説明いたしましょうか？　それとも詳しくいたしましょうか？」

「まっ、まずは要点のみ教えてくれよ。その後で、あんたらがどうしてここに来たのか、いや、ここがどこなのか、なんでもいいから俺が理解できる説明をしてくれっ！」

　先に要点を聞いて気持ちを落ち着かせてから、ゆっくり詳しい内容を知りたい。そうしなければ心拍数の上がった心臓が破裂しそうだからだ。

「かしこまりました」

　と、言ったまま、しばらくクロノスは口を開かず、何かを考えているのか、漆黒の瞳をぼんやりと漂ただよわせていた。その背後で、鎌を持ってこちらを威い嚇かくするゼファーの姿がある。

　ゼファーは渡琉と視線が合うと、ニヤニヤとした嫌な笑いを浮かべた。

「時の管理者であるルシアス様は禁きん忌きを犯おかし、転生の実を口にされました」

　いきなり理解不能なことを言われた渡琉は、ただ目を見開き、口をポカンと開けた。

「そして現在、緋野渡琉という人間として下界……ここで過ごされています」

「俺が……ルシアス？　何、言ってるんだよ。俺は俺。ルシアスなんて知らないって！　どっから見ても日本人に見えるだろ？　そんな横文字の名前が似合うような顔してねえっての」

　渡琉が慌あわててそう言うものの、クロノスは首を傾かしげている。

「じゃ……じゃあさ、下界ってなんだよ？」

　下界というのだから、天界があるような気がして、渡琉は聞いていた。

「貴方方の住む世界が下界、私達が存在している世界が天界です。天界は、貴方方の世界と背中合わせに存在していると思っていただくとよいでしょう。こちらからは見えませんが、私達の世界からはよく見えますね。ただ、私達は貴方方の世界に干かん渉しようすることなく、時に見守り、観察しているのです」

　その見守っているという言葉に少し気持ちが落ち着いたものの、痛いほど向けられているクロノスの視線が、渡琉には居い心地ごこちが悪い。

　なぜこの男は渡琉をこうもジロジロ見つめてくるのだ。

「……観察している？」

「大抵は」

「意味が……わからねえよ。じゃあ神様とか天使とか……そういう話？」

　そういったファンタジーな世界など信じたことはないが、クロノスの話を聞く限り、何か別の存在があるようだ。

「貴方方が持つ宗教観で説明できる存在ではないでしょう。ただ、死の翼が滞とどこおりなく人々に等しく下りることを管理し、運命の輪が健すこやかに巡るよう、また時にひずみができないよう、観察しております」

　さらに意味不明な回答をクロノスから得た渡琉は、また額に汗を浮かべた。クロノスだけでなく、ゼファーまでもがじっと渡琉を見つめているからだ。

　出口のない闇の中、三人しか存在しないこの場で、見つめられる恐怖は尋じん常じようではない。

「観察だけだったらいいけど……じゃあ、俺、帰してくれよ。もう見ただろ？」

「どうしてそんなことをおっしゃるんです？　私達はお迎えに参ったのですよ」

　手を広げて近づいてくるクロノスに、危険を感じた渡琉は身構えた。

「お迎えにって……不吉なことを言うな！」

「さあ、帰りましょう、ルシアス様」

　クロノスはなんでもないことのように言い、渡琉の手を引っ張る。

「……ちょ……待ってくれよ!?」

「痛みはありません。ゼファーが痛みもなく、貴方の魂たましいを肉体から分離し、連れ帰ります」

　クロノスのその言葉に、ゼファーは大きく鎌を振って、近づいてきた。

　事の重大さに比べ、あっさりしたクロノスの言動に、渡琉は驚愕のあまり、すぐに行動が取れない。

「……なあ、なんか思いきり真ん中をはしょってねえか？」

「どのあたりがわかりにくいのでしょう」

　クールなクロノスの眼差しが少し翳かげる。

「いや、ほら、ルシアスなんとかから始まって……天界の話を聞いてさあ、いきなりの結論が死ねって、意味わかんねえだろっ！」

　どういう理由があろうと、簡単に死ねと言われて、はいそうですかと、納得できるわけなどない。

　なのにクロノスは首を傾げ、不思議そうに見つめてくる。

「通じておりませんか？」

「だから、結論は通じてるけどさ、死ぬ理由がよくわからねえって言ってるんだよっ！」

　また心臓が激しく鼓動を開始し、耳でもその音が聞こえそうだ。

「ですから……この世界での貴方は『渡琉』という人間なのですが、その中に納まっている魂は『ルシアス様』なのですよ。天界のお話はいたしましたが、特に重要な役目を持った者がおります。彼らは十二神と呼ばれており、運命を司つかさどる者から、命を司る者、自然界を司る者……それぞれ十二人いらして、この世界を見守り観察しているのです。その中で時を司るルシアス様が、こちらの世界へ転生されてしまったのです。それが貴方の魂。ここまで話せばおわかりでしょう？　私たちはルシアス様に天界へお戻りいただくため、貴方の魂をその肉体から引き離す役目を負って参りました」

　淡々と話すクロノスの言葉を信じると、渡琉の魂は天界に住んでいたルシアスという者の魂らしい。だが、渡琉の中にある魂が誰なのかを聞かされても、自分は自分でそれ以外には思えず、言いがかりをつけられているような理り不ふ尽じんさしか感じられない。

「わっ……わかるかっ！　俺の魂ってのを引き剝はがしたら……俺は……死ぬってことだよな？　どう考えてもそうなるよな？　殺されてたまるかってのっ！」

　渡琉がいまだかつてこれほど声を上げたことはないほどの大声で、怒ど鳴なりつけると、クロノスは不思議なことに困ったように目を細めたが、ゼファーは鼻に皺しわを寄せて犬歯をむき出して、威嚇してくる。

「……なあもう、説明なんてうぜえよ、クロちゃん。サクッと仕事を済ませて帰ろうぜ」

　クロノスは考え込んでいるが、ゼファーはやる気満々だ。このままでは渡琉は殺されてしまう。だからこそ、なんとかして逃げなければならないのだが、闇に囚とらわれているこの場所からどう逃げていいのかわからない。

「俺は反対だからなっ！　死ぬ気もねえし、簡単に殺される気もねえよっ！」

　渡琉の言葉に、クロノスは顔を左右に振った。

「貴方の世界で時を操作することは許されないのですよ」

　非難めいたクロノスの言葉に、渡琉はポケットから懐中時計を取り出した。

　これを返して済むのなら、後ろ髪をやたら引かれるものの、仕方がない。

「……じゃあ、じゃあさ、この懐中時計を返すよ。ちょっとばかり使ったけど、使っちゃまずいってこと知らなかったんだから、許してくれよな」

　必死に笑いを取り繕つくろっているのだが、クロノスは渡琉が差し出した時計を、なぜか受け取ろうとしない。

「受け取れよっ！　これが必要なんだろっ!?」

　グイグイとクロノスの胸元に押しつけるのだが、見下ろされる眼差しに動きはない。

「それは主人を自ら選ぶ時計です。もともとはクロノス様がお作りになったもので、あの方の力の一部がその時計に存在しております。ルシアス様の魂が消えるまで永遠に繫がりは続きます。仮に主人を見失えば、その魂を見つけるまで、後を追うのですよ。だから私達もルシアス様の魂を見つけることができたのですが」

「これは俺のものってことか？　いや、俺の中にいる奴のものってことか……」

「そう……十二神の一人である、時を司るルシアス様の魂を持つ者以外、他の誰にも使うことができないものです」

　クロノスは淡々とそう言い、渡琉の反応を確かめるように、じっと見つめている。

　理解できましたか？　と黒い瞳は問いかけていた。

　混乱していた渡琉だったが、ここまでくると少しばかり理解できたような気がする。

「受け取ってくれねえし……とりあえず俺のだってことで持っておくよ」

　手に持っていた懐中時計をポケットに戻す渡琉に、クロノスは厳しい口調で言った。

「それはなりません」

　返そうとしても受け取ってくれないのだから、渡琉が持っているしかないのだ。それも駄だ目めだと言われたら、困る。

「だってさ、あんたらに返すって言っても受け取ってくれねえだろ。それに俺のだって言ってるじゃん」

「そうです」

「じゃあ、いいってことだろ？」

　渡琉が詰め寄ると、クロノスの冷えた表情が少し和やわらいだように見えた。

「……確かにそうですね」

「じゃあ、俺は帰るっ！」

　二人の間をすり抜けて渡琉は今までになく必死に駆かけた。

　背後でゼファーが「クロちゃん、なんで納得してるんだっ！」と叫んでいる。

　先の見えない闇の中、どこに向かっているのかは自分でもわからない。

　だが、この闇が切れるところまで走らないと、きっと終わりだ。

　渡琉の五感はそう告げていた。

　逃げ切れる自信はないが、だからといってこのまま話し続けていても、いずれ彼らは自分達の目的を果たそうとするだろう。

　彼らが渡琉の命を狙ねらっていることは事実だ。

　だが渡琉は、自分の魂のもとが誰だろうと、そんなことは知ったことではないのだ。

　渡琉は渡琉だ。彼らにどんな理由があろうと、殺されたくない。

　今はただ、振り返らずに死にものぐるいで逃げるしかなかった。

　死にたくない。ただ、それだけだ。

「うわっ！」

　いきなり行く手に立ちはだかったクロノスに、渡琉は方向転換をすることができず、そのまま突っ込んだ。

「……やべっ！」

　渡琉はすぐさまクロノスの懐ふところから逃げ出そうとしたが、気づいた時には手首を摑まれ、身体の自由を奪われていた。

「はっ……放せっ！　放せってっ！」

　渾こん身しんの力を振り絞り、摑まれている手を振り払おうとしたが、クロノスの力は緩ゆるまない。さらには、あっという間に後ろ手に摑まれ背後から拘束された。

「すみません。私達は命を受けているのです。速やかにルシアス様にお戻り願うようにと」

　頭上から落とされるクロノスのその声は、やけに事務的なものだった。

　何か彼らを止める方法はないのか。

　どうすれば、ここから逃げられるのか。

　もう逃げられないと悟さとりながらも、渡琉は大声で叫んだ。

「……だから、俺は嫌だって言ってるだろっ！　あんたになんの権利があるっていうんだっ！　俺のなんだって言うんだよっ！　わっ！」

　クロノスは不意に渡琉の顎あごに手をかけて持ち上げた。自然と顔が上を向き、背後から渡琉を拘束している渡琉の視線と合う。

「……私を見て何か思い出しませんか？」

　確かにこのクロノスに見つめられると怖いのだが、心の奥底には安堵というか、信頼というか、不思議な感情があって、自分の気持ちが二つあるようで、もやもやする。だがそれを言葉にするのはとても難しい。

「……な……何を思い出せっていうんだよ」

「私が貴方の忠実な従者だということです」

　そう言ったクロノスだったが、渡琉の言葉にどこか傷ついているようにも見えた。

　クールで表情の読み取りにくい男だが、渡琉にはなんとなく彼の心の動きがわかるように思えた。

「……従者ってことは、俺の命令を聞いてたってことだよな!?」

「そうです」

　彼らの言うことを信じると、渡琉はルシアスであり、ルシアスの従者がクロノスということになる。だったら、自分の言うことも聞いてくれるかもしれない。

「あ……あんたが誰に命令されたのか知らねえけど、あんたは俺の言うことを聞いてくれるんじゃねえの？　だったら、俺が嫌だって言うことに荷か担たんすんなよっ！　そうだろっ！」

　見下ろしているクロノスに向かって渡琉が叫ぶと、彼は視線を逸そらせるように前を向いた。その視線を追うと、ゼファーが鎌を持ってニヤニヤしながらこちらに来る姿があった。

　もっと何か、クロノスの気持ちを変える言葉を探さなければ、殺されてしまう。

　渡琉は声を掠かすれさせながらも、言葉を紡いだ。

「……俺がその……ルシアスって奴だったと認める。で……俺がルシアスって奴に戻ったとするぜ。そこで、一つだけ確実なことがあるぞ！」

　クロノスは何を考えているのかわからない表情をしたまま、前を向いている。それでも聞いているだろうと渡琉は言葉をさらに重ねた。

「あんたはクビだっ！　二度と俺は自分の側にあんたを置かねえっ！　あんたなんか、大嫌いになってやるからなっ！」

「私は……貴方がどうしてそこまで怒っていらっしゃるのかが……理解できません」

　クロノスは少しばかり表情を曇くもらせて、チラリと視線を渡琉に落とした。だが、渡琉を摑んでいる手は緩まない。

「クロノスッ！」

　どうしてクロノスの名前を叫んだのか、渡琉にもわからなかった。ただ、心の奥底で何かがそう叫ばせていた。

　渡琉も驚いていたが、クロノスも何かを感じたのか、目を見張っている。

「痛くないようにしてやっからさ……」

　目前にやってきたゼファーは、鎌を大きく振り上げる。

　半円を描くエッジの鋭さを間近にすると身体が竦すくんだ。

　だが、渡琉はこんなところで人生を終えたくなかった。

「だっ……だってそうだろ、俺が渡琉だろうがルシアスだろうが、俺は俺だ。嫌なことをされたらぜって～忘れねえからなっ！　ていうか恨うらんでやるっ！」

「詫わびは後でするぜ、ルシアス様よ」

　ゼファーの鎌が勢いよく振り下ろされ、もう駄目だと渡琉はギュッと目を閉じた。

　その瞬間、頭上で鉄がぶつかるような甲高い音が響き、同時に拘束されていた手が自由になった。

「おい、クロちゃん。何やってるんだよ！　ああっ!?」

「私にはできない……」

　閉じた目をそろそろと開いて見上げると、頭上で剣が交差していて、三日月形の刃を押し止とどめていた。
















「できないって……はあ？　ちょ、クロちゃん、血迷ったのか？」

　ゼファーは信じられないといった驚愕の面おも持もちになった。クロノスといえば苦痛を堪こらえたような表情を浮かべている。

「彼は嫌がっているのです」

　渡琉を鎌の刃から救った二本の剣はクロノスのものだ。

　力が拮きつ抗こうしているのか、互いの刃は微妙に震えていた。

　あとほんの少しずれていたら、ゼファーの刃先が渡琉の胸を貫いていただろう。

「……っ！」

　息をすることも憚はばかられるような張りつめた空気が漂っている。

　渡琉は耐え難がたい緊張感に襲われ、そこで意識を失った。
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「渡琉……渡琉って……どうしたんだよ？」

　則義に肩を揺すられた渡琉は、ハッと我に返った。

　闇は消え、周囲には人々の声や、救急車やパトカーのサイレンの音が響き渡っている。

　吹き抜ける風は冷たかったが、ネットリとまとわりついていた闇に比べたら、雲うん泥でいの差だ。

「……え……あ……あいつらはっ？」

　渡琉は周囲を見渡し、彼らの姿を探した。

　けれど、奇妙な衣裳を着た人物はどこにも見あたらない。それでも額に浮かんだ汗はまだ乾いていないし、手首に残った赤い痣あざは、クロノスによって摑まれていたことを示している。

「あいつら？」

「……俺……俺がぼんやりしてたのって……どのくらい？」

「ほんの二、三分だよ。ねえ、顔色が真っ青だけど、大丈夫？　僕も混乱してるけど……僕達は助かったんだ。もう怖くないよ」

　バスの事故に驚いているのだと勘かん違ちがいしている則義は、そう言って渡琉の背を撫なでていた。

　あの鋭い鎌から確かに助かったのだ。

「あ……ああ……ありがとう」

　渡琉は額の汗を拭い、両手で顔を撫で上げた。

　まだ心臓がバクバクと激しく鼓動を打っている。

　そうだ……。

　渡琉はポケットに手を突っ込み、そこに懐中時計が残っていることを確かめた。

　違う、残っているのではない。渡琉が返すと言って差し出した懐中時計を、クロノスが受け取らなかっただけだ。

「はあ……」

　目の前のバスからはまだ炎と煙が噴き出している。

　渡琉の現実がきちんと時間を刻んでいた。

「助かったんだな」

　渡琉はもう一度顔を撫で上げ、ゆっくりと手を離した。すると、斜ななめ前に立っている健吾の横顔が目に入る。健吾も青ざめた顔で、炎上するバスを眺めていた。

「……死んでもよかったんやけどな……チャンスやったのに……」

　ぽつりとそう呟いた健吾の表情は今までになく真剣なもので、とても冗談を口にしたようには見えなかった。

「……健吾？」

　渡琉が声をかけると、健吾はビクリと身体を震わせて、表情を一変させた。

「……あ、ああ……なんや、すごいことになりよったなあ……」

「健吾……今、変なこと言ってなかったか？」

　渡琉の言葉に、健吾は首を左右に振った。

「え、なんのことや？　渡琉の気のせいちゃうか？　俺はなんも言うてへんで。あ……そや、怖いなあ……っていうくらいは、呟いたかもしれんけどな。目の前でバスが燃えとんねんからな。ていうか、俺らはどうやってあのバスからここに脱出したんや？　俺はそれが気になってしゃ～ないわ」

　健吾は何事もなかったように、そう言って強こわ張ばった顔に笑顔を浮かべた。

　目の前で先程まで乗っていたバスが壁に激突して大破し、炎上しているのだから、青ざめていてもおかしくないし、顔が強張るのも無理はない

　しかもバスに乗っていた人間はみな道路で啞あ然ぜんとしている。

　この状況で、笑っていられる人間などいないだろう。

　とはいえ、健吾は確かに妙なことを口にした。

　聞き違いだったのだろうか。

　いや、はっきりと耳にしたはずだ。

　それでも、今は自分の目で見た、耳で聞いたものすべてが信じられなくなっていた。

　だから健吾の言葉が現実に発せられたものであったのか、もう確信が持てなくなっている。

「……渡琉……どうやって僕達助かったんだろうね」

　則義が好奇心と不安の入り交じった目を渡琉に向けてきた。

　あの暗闇からどうやって戻ってきたのだろうか。

　なぜ、クロノスが渡琉を庇かばってくれたのか。

　いや、庇ってくれたのかどうかも、わからない。

　ただ一つだけわかっていることがある。

　彼らの目的はまだ果たされていないということだ。

「……わからないな。奇き跡せきだとしか言いようがないぜ」

「うん。そうだよね……奇跡なんだよね、きっと」

　則義はようやく助かった実感が湧いてきたのか、笑顔を浮かべた。

　だが、渡琉は同じように笑顔を浮かべることはできなかった。










「紅葉もみじ狩りのバスが側壁に衝突。原因は後部車輪の車軸が折れたことによる制御不能。だが不思議なことにバスの運転手を含む全乗客はいつの間にかバスの外にいた。軽い打だ撲ぼくを負った生徒はいたものの、重傷者はいなかった。この不思議な出来事は……」

「母さん読まなくていいよ。ふああ……」

　渡琉は母親の亜あ也や子こが新聞を読み上げている声を遮さえぎり、あくびをした。

　昨日の遠足のことが大騒ぎになっていて、どこの新聞でも超常現象扱いされている。

　もっとも、時間が止まっている間の出来事なのだから、どう検証しようと事実は絶対にわからないだろう。

　だいたい、超常現象と言えば格好いいが、渡琉が一人ずつバスから生徒達を引っ張り出したのだ。その労力を考えると、ちょっぴり不格好だろう。

「渡琉も覚えてないのよね？」

「何度も話したけど、気がついたら道路でぼんやりしてたんだよ。もちろん全員さ。奇跡としか言いようがないだろ」

　昨日、あれから大変だったのだ。

　すぐに紅葉狩りは中止になり、クラス全員が病院に連れていかれて、警察の事情聴取を受けたのだ。とくに渡琉は事故前に妙なことを言っていたと、運転手が証言したものだから、いろいろ聞かれて困った。

　全員が帰宅できた頃には、夜の十時を回っていた。なにより渡琉は命まで狙われるという、恐ろしい目に遭い、うちに帰ってからも朝まで寝つけなかった。

「それで、父さんには連絡したのか？」

　父親は今、ニューヨークに単身赴任している。

「ええ、昨日のうちにね。ネットでいち早く配信されたニュースを見て、心配していたわ。お父さんと連絡が取れた時間が遅かったから、渡琉には言わなかったんだけどね。週末には帰ってくるって。さすがにダジャレは言わなかったわよ」

　父親はダジャレが好きで、よく口にする。ただ、そのダジャレは部屋の温度を下げる。

「そっか……ま、俺はぴんぴんしてるから、連絡する必要もなかったんだぜ」

「きっと、亡くなったおばあちゃんがあなたを助けてくれたのよ。ほんと、よかったわ」

　何も知らない亜也子は天を見上げて手を合わせている。

　そんなんじゃねえよ……と、言いたいところだが、かといって渡琉が持っている時計のせいだとも打ち明けられない。

　渡琉はポケットに手を入れて、懐中時計の感触を確かめた。

　手の中に納まるほどの大きさの金の懐中時計だ。

　渡琉はこの懐中時計を半月ほど前、手に入れた。補修講義を受けて遅くなった学校帰りに、いつも通る商店街のアンティークショップのウィンドーに飾られているのを見つけたのだ。










　その懐中時計を見た瞬間から、渡琉はどうしてもそれを手に入れなくてはならないという、焦しよう燥そう感かんに囚われた。

　商店街にあるとりたてて目立つこともないアンティークショップで、通り過ぎる時になんとなく目の端に入る程度の店だった。今までウィンドウに目を留めたこともなかった。

　そんな店だったのに、渡琉は気がつくとショップに足を踏み入れていたのだ。

　あの懐中時計が気になる……。

　ウィンドウに飾られている金の懐中時計に、渡琉は目を奪われた。

　渡琉はすぐさま店主に頼み、ショーウィンドーから懐中時計を出してもらった。

「……なんだろう……持ってるとホッとする」

　綺麗な懐中時計だった。

　本物の金かどうかわからないものの、蓋の細工に目が釘くぎ付づけだ。

　ただ少し重いかもしれないと感じた瞬間、チクリとした痛みを掌から感じた。

　懐中時計をもう片方の手に持ち変えて痛みの理由を確かめると、掌から少し血が滲にじんでいた。

「どこに引っかけたんだ？」

　血を拭おうとハンカチをポケットから出そうとすると、風も吹いていないのに、血はヌラヌラと移動した。思わず目で追うと、血は空中を飛んで懐中時計に吸い込まれて消えたのだ。

　渡琉は驚いた拍子に、時計の竜頭を一度押したような気がする。そこで酷ひどい目眩めまいを覚え、意識を失った。

　次に目が開いた時渡琉は、アンティークショップの店内ではなく、ベッドに寝ていた。

「どうなってるんだよっ！　……なんだ……俺……どうしたんだ？」

　渡琉はアンティークショップにいたはずなのだ。

　なのになぜか自分の部屋のベッドで飛び起きている。

　六畳の部屋。勉強机の上には歴史のプリントが無む造ぞう作さに置かれていて、椅い子すには制服のブレザーが引っかけられている。置き時計はもうすぐ七時になるが、もしこれが朝だというなら、母親の亜也子が下から大声で『起きなさい』と叫ぶはず。

「渡琉、もう十六になるんだから、そろそろ自力で起きるようにしなさい。あら、起きてるの。珍しい……」

　身体を起こして身じろぎもせずにいる渡琉に、亜也子は部屋の扉を開けてそう言った。

「め……珍しいって。母さんこそ、いつもは下から叫んでるじゃないか。今日はどうして起こしに来てくれたんだよ？」

　確かにこうやって部屋まで起こしに来てくれた母親のことを覚えているが、それは渡琉の誕生日の朝だった。

「渡琉の誕生日くらいは、怒鳴らないで起こしてあげたかったのよ。もう朝食の準備はできてるから、支度をして下りてきなさい」

　亜也子は驚くべきことを口にした。

　渡琉にとってこの光景はすでに見たものであり、誕生日の朝は体験していたはず。

　では、これは一体どういうことなのだろうか。

「あのっ……あのさ、母さん。俺の誕生日って、いつだっけ？」

　毛布から出ると四よつん這ばいにのまま、渡琉は興奮気味に聞いた。

「何寝ぼけたことを言ってるの、あなたの誕生日は今日じゃないの」

「今日っ!?」

「そう今日よ。どうしたの、まだ寝ぼけてるの？」

　渡琉の記憶ではすでに誕生日の朝は迎えていたはずなのに、亜也子は生き真ま面じ目めな顔で誕生日は今日だと言う。

　その表情は渡琉をからかおうとしたり、冗談を言っているようには見えない。

「そ……そうだったかな。ごめん、なんか寝ぼけてるみたい……はは」

　状況がよく飲み込めないのだが、渡琉は亜也子に合わせるように言った。

「朝から変な子ね。いいから下りてきなさいよ。お母さんも仕事に出かけるんだから……」

　亜也子が去った後、渡琉は手に何か硬いものを持っていることに気づいた。

「……これは学校帰りにアンティークショップで見つけた時計……だよな？」

　渡琉は見覚えのある金色の懐中時計を握っていたのだ。

　どうやって家に帰ったのだろう。いや、この懐中時計を買った記憶がないのに手の中にあるということは、勝手に持って帰ってきてしまったのだろうか。

　違う。渡琉はどう考えてもすでに誕生日の朝を迎えたはずであって、今ではないはずだ。

　それとも誕生日の夢を見ていただけで、現実と夢を交ぜてしまっているだけなのかもしれない。そうするとこの懐中時計はいつ手に入れたことになるのだ。

　疑問ばかりで答えが見えず、渡琉は頭をせわしなく搔いた。

「……どうなってるんだよ……」

　動揺しているものの、懐中時計はやけに手にしっくりと収まっているし、この状況を心の底では、ごく普通に受け止めようとしているところがある。

　その理由がわからない。

　時計の蓋を開けてみると、針は七時過ぎを示していた。

　別段おかしな様子はなかったものの、竜りゆう頭ずを回したが固くて回らない。今度は逆に押してみたが、動かなかった。

「……動いてはいるけど、壊れてるのか？」

「渡琉っ！　起きなさいって言ったでしょう！」

　階段に向かって叫ぶ亜也子の声に、渡琉は慌ててベッドから飛び下りた。

　変だ、おかしなことになっていると混乱しながらも、キッチンに向かったが、やはりすでに食べたはずの朝食が用意されていて、さらに疑問は膨ふくらんだ。

　スクランブルエッグに、バタートースト、洋風だと思いきや、スープはなくて味み噌そ汁しるが並んでいる。

「俺、コンソメスープがいいな」

　そう言った渡琉に、亜也子は言うのだ。

「嫌なら飲まなくていいのよ。味噌はコンソメより身体にいいんだから……って、言うんだよな？」

　渡琉がそう言ったことで、亜也子は出鼻を挫くじかれたように、つんのめっている。

「……き……気持ち悪いわね。なんなの？」

「いやその……そんなふうに言うんじゃないかと思ったんだよな」

「そういうのやめなさい。ほら、いいから食べなさい。遅れるわよ」

「わかった」

　もしかすると同じ日を朝から繰り返しているのだろうか。

　渡琉は今朝と同じメニューを頰張りながら、懐中時計についている他のボタンを押してみた。

　すると、急に静せい寂じやくが周囲を覆おおい、驚いた渡琉は時計から顔を上げた。

　亜也子がシンクで皿を洗っているのだが、マネキンのように動きを止めたまま、ピクリともしない。

「母さん？」

　声を掛けたが、亜也子は振り返らない。

「母さんっ!?」

　突然立ち上がったため椅子を床に倒し、渡琉は亜也子に駆け寄った。

「母さん？」

　蛇じや口ぐちから出ているはずの水が止まっている。飛沫しぶきまでが空中で止まっていて、亜也子も人形のように動かない。

「これって……時間が止まってるとか……言わねえよなあっ！」

　キッチンの窓を開けると、空を飛ぶ鳥も、洗濯物を干す隣人の姿も、はためくシーツも、何もかもが動きを止めていた。

「……な……なんだこりゃ────っ!?」

　どこを見ても、まるで一枚の写真のように、すべてが止まっていた。恐怖を感じる暇ひまもなく、しばらくはただ呆然と立ちつくしていた。

「……っ」

　ふと手に持っている時計の感触が強くなる。

「もしかして……こいつのせいか？」

　慌てて懐中時計を目の高さまで持ってくる。手が震えていた。そして必死に思い出す。この状態になる前、どのボタンを押したのか。

「こ……これだったよな？」

　左のボタンを押すと、何か大きな力が自分を中心に外へと波は紋もんを広げるように走り抜ける感覚があった。

　同時に、風が頰を柔らかく撫で、窓を開けてぼんやりしている息子に気づいた亜也子が叫んでいるのが聞こえた。

「すげえ……」

　渡琉は過去に戻って半日をやり直しただけではなく、時間をも止められることを知ったのだ。










　──そう、あの日はいまだかつてない衝撃と、驚きを体験した。

　同じように登校した学校で、同じテストの問題を解き、友達と同じ会話をする。お昼の弁当もその日食べたものだった。

　ただ一つだけ違ったのは、あのアンティークショップに行っても、例の懐中時計は見あたらなかったことだけだ。店主に自分の持っている懐中時計を見せて、同じものがないか聞いてみたが、首を横に振られた。逆に、渡琉の持っている懐中時計を興味深く眺めて、金を払うから譲ってくれとしつこく言われ、困ったほどだ。

　確かに人の興味を惹ひきつける何かをこの懐中時計は持っている。現に渡琉も、この懐中時計を見た瞬間、脳裏から離れなくなった。

　それから半月の間、この懐中時計を使ってみてわかったことがある。

　にわかには信じられないが、この懐中時計は巻き戻した分だけ時間が過去に戻るのだ。

　最大は二十四時間。竜頭を一度押すと十二時間戻り、二度押すと二十四時間戻る。針を巻き戻して竜頭を押すと細かく戻すこともできた。同じ時間を繰り返せるのは一度だけ。ただ二度は戻せないが左に二つあるボタンの上を押すと時間を止めることはできた。

　世界のあらゆるものが停まっている姿を初めて見た時、恐ろしさよりも感動した。

　風に飛ばされた葉も、空を飛ぶ鳥も、道を歩く人々も……何もかも。

　時間の止まった世界で動き回れていたのは渡琉だけだったのだ。

　ただ、気のせいかもしれないが、時間を戻すとなんとなく気分が悪くなる。

　今まで四度ほど使ったが、そのたびに目眩がなかなか治まらないこともあれば、頭痛が半日続くこともあった。だから渡琉もよほどのことがない限り、時間を止めることを優先して、時間を戻すことはあまりしない。

　あのバスの事故は五度目になる。

　もっとも、時間を戻せるからといって、テストの内容を先に見ておくとか、ギャンブルに利用する気は不思議と起こらなかった。

　そういう間違った使い方をすると、一生罪悪感に苛さいなまれそうな気がするからだろう。

　渡琉が時計を使うのは、もっぱら友人や周りの人の危険を回避することのためだった。

　だがクロノスという男はこう言った。




「貴方の世界で時を操作することは許されないのですよ」




　あの言葉がずっと渡琉の心に引っかかっていた。

　では時計を操作しないことを約束すれば、昨日会った彼らは、魂を引き剝がすとか、死ねとか言わなくなるのだろうか。

　そういう問題じゃねえんだよな……あいつら。

　彼らの話を信じれば、渡琉は十二神の一人の魂を持っているのだ。それを連れ戻しに来たというのだから、何を約束しようと、諦めるとは思えない。

　きっとまた渡琉の前に姿を現すはずだ。

　そして命を狙う。

　渡琉はキッチンで弁当を作っている亜也子の背中を見つめた。

　亜也子は保険会社の営業レディをしていて、フルタイムで働いている。家事は結構手を抜いているが、渡琉のためにきちんと夕食の準備もしてくれていた。

　亡くなった祖母によく聞かされた。

　渡琉を産むために、亜也子がどれほど困難なお産に挑いどんだのか。

　出産を終えても、母子共々危険な日々を過ごし、その時父親が、あちこちの神社を回り、どれほどのお守りをかき集めたのか。

　そう、渡琉がどれほど愛されているのかを、聞かされたのだ。

　だからこそ渡琉は、親より先に死ぬなんてことはできない。

「渡琉、そろそろ学校に行かないと、遅れるわよ」

「うわっ……もうこんな時間かよっ！」

　いつもより十分も遅れている。合流する則義が待ちくたびれてしまうに違いない。

「渡琉、お弁当を持っていきなさい！　渡琉！」

　亜也子の声を背後に聞きながらも、渡琉は後ろを振り返ることなく、家を飛び出した。

　昨日の影響で今日も学校は騒がしいだろうと考えながら、渡琉は則義と合流する三さん叉さ路ろまで走った。

　やはり則義は先に待っていて、渡琉の姿を見つけると、手を振った。

「悪い、遅くなって。母さんといろいろ話してたら遅くなった」

「実は僕も遅れてきたんだ。珍しく寝坊したよ。でもさ、きっと今日はクラスのみんな遅れてくるはずだよ。もちろん、健吾もだ」

　えへへと則義は笑って鼻を搔く。

「だよな。俺も、昨日のことがあったからなあ……なかなか寝られなかった」

　渡琉の場合はさらに二人組の男との出会いに、余計に気持ちが高こう揚ようして、眠気など全くやってこなかった。

「何度も思い出そうとしたけど……やっぱりあの時の記憶ってないんだよね。一瞬にしてバスの外へどうやって出たんだろう……考えれば考えるほど、不思議だよ」

　則義は、ずれた黒縁の眼鏡を人差し指で直し、ブレザーの袖そでを引き上げる。

　彼の制服は兄からのお下がりのために少しばかり大きく、袖やズボンを無意識に引っ張るのがくせになっていた。

　則義は運動こそ苦手だが、学年の成績で五本の指に入る秀才だ。けれど、それを鼻にかけることもなく、いつも渡琉や健吾に勉強を教えてくれるし、面倒見もいい。

「そうだよな。俺も不思議だったよ。でもさ、あん時のノリの顔。今だから言えるけど、ほんっと、目をぱちくりさせて驚いた顔は、なんか笑えたよ……」

　無事に助かったからか、あの時のことを思い出すと、なんだか笑いが込み上げてくる。きっとあの時感じた恐怖を克服するために必要な笑いなのかもしれない。

「え～。それを言うなら、渡琉もそうだったよ」

「あ、俺……まあちょっと汗出たな。そういえば、健吾も変だった。なんか悩んでるみたいに見えたぜ。ノリ、気づかなかったか？」

　あの時確かに健吾は言ったのだ。死んでもよかった。チャンスだったと。そのことをようやく思い出し、気になりだした。

「そうだったかな……」

「なにか悩んでるとか……聞いてないか？」

「ううん。僕は聞いてないけど、渡琉は相談受けたの？」

　則義は首を傾げて渡琉の方を見ている。

　この様子では昨日のことは何も聞いていないようだ。

「そんなんじゃないんだけど、ちょっと、元気がなさそうに見えたからさ」

「昨日のことで、打撲の治療は受けてたけど、普通だったよね？　他に何か気になることでもあったの？」

　健吾はバスが回転した時に左手を強く打ちつけたらしく、病院で治療を受けたのだ。骨は折れていなかったが、大げさなほど痛がっていた。

「いや……ノリがそう言うんなら、俺の気のせいだな」

　まだはっきりわからないのに、昨日のことを話して則義を下手に心配させる必要はない。

「あ、噂うわさをしてたら来たよ、健吾」

　背後からキリキリと鉄を擦すり合わせるような音が聞こえてきた。あの音の出どころは、健吾の乗る自転車からなのだ。

「……自転車に乗れるってことは、怪我は大したことなかったみたいだな」

　健吾は右手だけでハンドルを握っていたが、左手には包帯を巻いていた。

「おはようさん。今日はなんやしらんけど寝坊しよってな、遅刻しそうになって、思いきり自転車こいできたで。朝からめっちゃ疲れたわ」

　渡琉の隣に自転車を滑すべり込ませて停めると、勢いよく降りた。

「健吾、左手首の調子はどう？　自転車乗れるくらいだから、大したことないみたいだけど」

　則義の言葉に、健吾は不満げに唇を尖とがらせた。

「なんでおまえらは無傷で、俺だけこないなことになりよんねん。なんや不公平やな」

「……でも、入院するような大怪我しなくてよかっただろ」

「何言うとんねん。大怪我やったら、バス会社から金をぶんどれたやろ。この程度やったら大した見舞金もらわれへん。そやけど、程度は軽うても左手首がこないなことになりよったから、楽しみにしとったサッカーの試合も出られへんやろうし、フレンチレストランのアルバイトも行かれへんねんで。重いもん持たれへんからな。弱り目に祟たたり目や。どうせえっちゅうねん。せやろ？」

　健吾は面白くなさそうに悪あく態たいをついた。

　だが、一度戻した時間は二度と戻せない。健吾には悪いが、その怪我は諦めてもらうしかないだろう。もっとも渡琉からすると、本来なら大怪我を負っていたかもしれないところを、左手首の軽い打撲ですんだのだから、喜んでもらいたいくらいだ。

「サッカーって手を使わないスポーツだったはずだけど、駄目なのか？」

「監督には頼み込むつもりやけどな。いや……隠して出る手もあるやんな」

　健吾は不機嫌な顔をようやく笑顔に変えた。

「あんまり無理はしない方がいいぜ。意外に手首って治りにくそうだしさ。でも、右手じゃなくてよかったじゃないか」

「まあそうやねんけど……ほんまえらい迷惑な事故やったわ」

　渡琉が相づちを打とうと健吾の方を見ると、歩道の向こう側にある建物の間に、クロノスと名乗った男がひっそりと立っているのが見えた。

「……あっ……」

　思わず声を上げた渡琉に、則義が驚いた。

「どうしたの？」

「いや……俺……忘れ物を思い出したから、悪いけど、先に行っててくれよ。後から追いかけるから」

「ええけど、俺のチャリ、貸そか？」

「大丈夫。じゃあ、後でな」

　渡琉は二人を先に行かせて、彼らが通りを曲がるのを確認してから、歩道を渡った。

　確かにあの男は渡琉の命を……というより、魂を狙っているため、本来は近づきたくはなかった。だがクロノスはどういう事情からかわからないが、渡琉をゼファーから助けてくれた。それに今は殺す気満々のゼファーが側にいないこともあり、渡琉はクロノスとゆっくり話してみたいと思ったのだ。

「なんだ、現実の世界でもこうやって姿を見せられるんだな」

「貴方以外には、私の姿や声は聞こえておりませんので、ご安心ください」

　そう言いながらクロノスは冷えた眼差しを渡琉を向ける。だが、感情の揺らぎなど一切浮かばない冷ややかな美貌に、渡琉はため息を漏らした。

「……で、もう一人の姿は見えねえけど」

　渡琉がそう言うと、クロノスは周囲をぐるりと見回し、視線を戻してきた。

「そうですね」

「そうですね……って、答えになってねえよ。で、どうするつもりなんだ。俺は簡単に死ぬ気はねえぜ。とおっぜん魂だって渡す気はねえ」

　渡琉が睨にらみつけても、クロノスはなんの感情も表さない。ただ、渡琉をじっと見つめて、何かを考えているようだ。

「……ジロジロ見るな。それで、なんの用だよ」

「貴方がお持ちの時計についての注意事項です」

　ようやくクロノスは口を開いた。

　なんだか用意された答えしか口にしない、アンドロイドのようだ。

「注意事項？　そんなのあるのかよ」

「……竜頭を一度押すと十二時間、二度続けて押すと二十四時間針が動きます。一度使用すると、戻しただけの時間が進むまで、時計は使えません」

「それは知ってる」

　渡琉は頷く。するとクロノスはさらに続けて言った。

「時間の長さには関係なく、一度、時間を過去に戻すと、貴方のその肉体での寿命が一カ月ほど縮まります」

「そっ……そんなの聞いてねえよっ！」

　時間を戻すとしばらく頭が痛くなったり、吐き気がしたりするのは、寿命が縮まっているという証拠なのかもしれない。ただ、あっさり寿命が縮まっていると言われても、一カ月がどれほど重大なものなのか、いまいち感覚が摑めなかった。

「時を統すべる時計は、寿命が限られている者が使用できるようには造られていないのです。ですのでこの世界で使うと、ペナルティが生じます」

　クロノスは淡々とそう告げているのだが、渡琉に対してどこか面白くなさそうな視線を向けているように見えるのは、気のせいだろうか。

「まあ……でも……一カ月くらいなら、そんなに大したことないか。これから使わないようにすればいいんだろうし。あ、時間を止めた場合はどうなんだ？　やっぱり縮むのか？」

「止めるだけなら、寿命に影響はありません」

　クロノスは渡琉の足元から頭の先へ視線を動かし、頭から足元へと戻す。

「だから……なんで俺をそんなふうに見るんだよっ！　気持ち悪いだろ」

　渡琉が怒鳴るとクロノスは首を少し右に傾け、やはりこちらの言葉には答えず、自分の言いたいことだけを口にした。

「貴方の寿命がもし明日終わる運命だったとすれば……いえ、もし次に時計を使えば最悪、命を落としてしまう可能性もありますが」

　クロノスの言葉に、渡琉は目を剝むいた。

「ええっ！　俺の寿命って……何歳だよっ!?」

「存じておりません」

　あっさりと突き放すようにクロノスは言う。

　なんだかもう、壁と話しているようだ。

「なんだよそれ、使えねえ奴だな……」

　その言葉にクロノスはどこか困惑したような顔をした。誰もが振り返る美貌がこんな表情をすると、なんだかちぐはぐな感じがするのだから、不思議だ。

「……でさあ、寿命の話に戻るけど、確かめる方法ってねえのか？」

　渡琉は絶対に百歳までは生きると信じているのだ。

　それまでにやりたいことをすべてやり尽くすのだと、決めている。

　なのに、二十歳になるまでも生きられないというのなら、時計を使えば使うほど、死はすぐに訪れるだろう。

「……寿命を管理する部署は、私のような従者レベルでは入ることを許されませんし、寿命を確かめることなど、もってのほかです。ただ……十二神の一人であるルシアス様なら、入室は可能でしょうが」

　またクールな表情に戻り、クロノスは言った。

「なんか……そういうのが他人に決められてるって、すっげ～理不尽だ」

「いえ、完全に決まっているわけではありませんよ。未来はこうしている間も様々な要因で変わります。今のように貴方が時間を操作したことで、本来事故に遭うはずだった人間が助かったり、逆に怪我をした人間もいるでしょう。未来が変わるとそれに合わせて、すべてが変わるのです。寿命は、あくまで目安。延びることもあるし、短くなることもあるのです。もっとも誰であろうと……過去を変えることは許されておりませんが」

「……その言い方って、なんか俺を責めてねえか？」

　渡琉が過去を変えたことで未来が変わった。怪我をしなくてもいい人間が怪我をしたかもしれないし、考えたくはないが、誰かが死んだかもしれない。友人を助ける代わりに、誰かの命をないがしろにしていいわけなどないのだ。

「気に障さわる言い方をしてしまったのでしたら、お許しください」

　全くそんなふうに思っているように聞こえない口調のクロノスに、渡琉はため息をつく。

「まあ……こういうのを持ってるから使っちまうんだよな。だからさ、クロノスが持って帰ってくれてもいいぜ。そうだ、他に使えそうな奴に頼めばいいんじゃねえの？」

　ポケットから取り出した懐中時計を差し出すと、そこでクロノスはようやく手に取った。クロノスは金色の輝きをなぜか忌いま々いましげに見下ろしている。

「この時計はルシアス様以外は使用できません。他の誰が使おうとしても使えないのです。時間を操作するためには、その時計が重要なのではありません。時計はただ貴方の力を引き出し、増幅するだけのものですから」

　クロノスはそう言って、懐中時計から顔を上げた。

「だからさ、そういう説明をいくらしてもらっても、俺にはどうでもいいんだよ。とりあえず、そいつを持って帰って、上の奴らに言えよ。俺は魂を取られたくねえってな」

　渡琉が苛々しながら言うと、クロノスは首を左右に振った。

「それはできません」

「俺は死ぬ気はねえぞ」

「逆に質問してよろしいでしょうか」

「……なんだよ？」

「何が気に入らないのです？」

　美貌の男が、疑問を浮かべている。

　本気でクロノスは渡琉の言葉を理解できないようだ。

「何がって……普通、嫌だろ？」

「もとの世界に戻るだけです。私は……きっと迎えに来た私を喜んで迎えてくださるとばかり思っていたのですよ。だから……とても困惑しています」

　向けられるとゾッとする瞳を持っている男の言葉とはとても思えない。

　渡琉の方が困惑しそうだ。

「昨日、あのゼファーの鎌からどうして助けてくれたんだよ？」

「貴方がとても嫌がっていらっしゃったので……」

　だからゼファーの鎌から、渡琉を助けてくれたのか。

　クロノスの冷えた表情は何を考えているのかをわからなくしているが、実は渡琉の味方になってくれるとでも言うのだろうか。

「じゃあ、俺のこと諦めてくれるのか？」

「貴方はきっと不自然な形で魂が私たちに連れ帰られるのが嫌なのでしょう。ですので、自然な形でお戻りいただけるようにいたしました」

　クロノスは冷笑とも見える笑みを形のよい唇に浮かべ、手を挙げると、指さした。

「俺はあんたが何を言ってるのか全然、わからな……」

　渡琉はごく自然にクロノスの指さした方に視線を向けた。すると母親である亜也子の姿が視界に入った。

　亜也子は誇らしげに手に持ったトートバッグを高く掲げて、渡琉に向かって走っていた。

「渡琉～！　お弁当、忘れてるわよ～！」

「母さん……弁当って……」

　亜也子は通学途中の人の群れをかき分け、こちらに全速力で走ってくる。

「渡琉っ！　せっかく作ったんだから、ちゃんと持って……渡琉っ！　後ろ！　後ろを見なさいっ！」

　亜也子が金切り声で叫ぶのと同時に、トラックの急ブレーキ音が響き渡った。

「なっ!?」

　振り返ると、小型のトラックがこちらに向かって突っ込んでくるところだった。

　運転手が居眠りをしているのがはっきりと見える。さらに、トラックの屋根にはゼファーがにたりとした笑顔を浮かべて立っていた。

「……てめえっ！」

「また怒っていらっしゃるのですか？　なぜです？」

　驚きに満ちたクロノスに、渡琉は大声で怒鳴った。

「怒るに決まってるだろっ！」

　クロノスは渡琉の剣幕から逃げるよう、ひらりと空中に飛び上がる。

　渡琉は舌打ちしながら、トラックの進行方向から逃げるよう、駆けだした。だが、本来はすでに商店へ突っ込んでいるはずのトラックが、渡琉を追うように向かってくる。

「……渡琉っ！」

　余計に足手まといになるのに、亜也子も渡琉に向かって走ってきた。

「母さんっ！　こっちに来るなって！」

　彼らの狙いは渡琉なのだ。

　トラックに撥はねさせて、殺そうと企んでいる。

　いや、魂を手に入れようとしているだけで、殺人という意識はないのかもしれない。

　どちらにしても渡琉には迷惑な話だ。

　不意に渡琉を追いかけてくるトラックの音が遠くに聞こえ、振り返る。

　すると、今度はターゲットを変えたのか、トラックは亜也子に向かって突進していた。

　昨日はせっかく時間を戻して友達を助けたのに、その代わりのように母親を失うわけにはいかない。

「母さんっ！」

　トラックが突っ込んでくるのをようやく知った亜也子の顔から、血の気がみるみる引いていく。その変化をやけにスローモーションで目にしながら、渡琉は亜也子の腕を摑んだ。

「きゃあああああっ！」

「母さんっ！」

　摑んだ腕を引っ張るのだが、恐怖から硬直している母親の身体は、思うように動いてくれない。渡琉は母親を引っ張るのを諦め、抱き上げ駆けだそうとした。

「渡琉、もう駄目っ！」

　見ても仕方がないのに、肩越しに振り返ると、運転手の顔の細部まで見えるほど間近に、トラックが迫っていた。

「……っ！」

　もう駄目だと思った瞬間、あの金の懐中時計の感触が手に戻っていて、渡琉は無意識にボタンを押していた。

「…………」

　トラックがぶつかった様子もなく、亜也子の息づかいも聞こえない。身体が押し潰される痛みも襲ってこないし、叫び声も消えた。

「……どうなってるんだ、クロちゃん。時計は取り上げたんだろ？　なんでこいつが持ってるんだよ」

　トラックはほんの数センチのところで停まっていた。

　いや、すべてのものが止まっていて、土煙までもが空中で静止している。

　どうやって懐中時計が戻ってきたのかはわからないが、長年身につけていたもののように、しっくりとした感触が手の中から伝わってきた。

「……あの時計は常にルシアス様の魂を探し、時すら彷徨さまようのです。どれほど厳重に保管したとしても、ルシアス様のもとへ戻ります。私が持っていたとしても、同じこと。それより、やはり彼は怒っていました。なぜです？」

　クロノスは本気で渡琉の怒りが理解できないのか、ゼファーにそう聞いていた。だが、渡琉には彼らのことなど、今はどうでもいいのだ。

「そんなの聞いてねえよ、俺様は」

　ゼファーは面白くなさそうにトラックの屋根に座り足をブラブラとさせている。

　渡琉は亜也子をトラックの進行方向から連れ出して安全な場所に移動させてから、今度はトラックの運転手を外へと引きずり出した。

「……こいつが酔っぱらってるのは、俺様の責任じゃねえぞ。もともと飲酒運転をしてたんだからな。そいつを利用させてもらっただけだ」

　人の命をなんとも思っていないゼファーには、うんざりだ。

　渡琉はゼファーを睨みつけながら、進行方向にある商店に入って、居住者が一階にいないかを確認する。

　腹が立って仕方がなかった。

　彼らの目的は理解したが、そのやり方には納得ができない。しかも渡琉の母親や他人まで巻き込むなど、許せない。

　渡琉が商店から出てくると、クロノスが目の前に立っていた。

「貴方は無理に連れ帰られることを拒まれました。ですので、ごく自然なやり方を選んだのです。事故で亡くなるのでしたら、ご家族も納得ができるかと……っ！」

　呆れたクロノスの言い分に、渡琉は美貌の頰を思いきり叩いた。

「人の命をなんだと思ってるんだっ！　何が自然だっ……俺はどんなやり方でも、死ぬなんてまっぴらだ。だいたい、親の前で俺を殺そうなんてまともな考え方じゃねえよっ！　親にとって子は、子にとって親は、大事なもんなんだよっ！　親の前で子が死ぬ姿を見せようなんて……最っ低だっ！　てめえが死ねっ！」

「貴方はどんな死に方であっても、死ぬこと自体がお嫌なのですか？」

　クロノスの間の抜けた質問に、渡琉は目眩がしそうだった。

「さっ、最初から俺はそう言ってるだろうっ！　今更そんな質問をしてくるんじゃねえよ！」

　頭の神経が何本も切れそうなほど、渡琉は怒鳴り声を上げさらに続けた。

「だいたい、俺は渡琉だって言ってる。ルシアスなんて名前じゃねえっ！　てめえなんざ、覚えもねえし、関わりたくもねえよっ！　俺の前からき・え・や・が・れっ！」

「うぜえっ！　おい、クロノス。ガキにここまで言われて、引き下がる気はねえよな？」

　ゼファーは鎌を大きく振り上げ、クロノスの背後で威嚇してくる。

「時間の止まった世界では、お前の鎌も役には立たない……わかっているだろう」

　困惑しながらもクロノスはゼファーにそう言い、渡琉に向き直った。

「なあ、自然な死に方にこだわるんだったらさ、俺の人生が終わる頃、迎えに来てくれたらいいんじゃねえの？　……俺もそれならいいぜ」

　渡琉の言葉にクロノスは目を伏せた。

「……貴方が納得された上でルシアス様を天界に連れ戻すのが私の役目です。またいずれ……」

　そう言うと、クロノスとゼファーは姿を消した。

　渡琉は舌打ちしながら、止めた時間を戻した。










　時間が動きだすと、トラックは無人の商店に突っ込んだ。同時に、木やブロックが砕け散る轟音が耳をつんざく。

「……渡琉っ！　大丈夫？　怪我はしてない？　痛いところはない？　待ってね、すぐ……すぐ救急車呼ぶから」

　亜也子は歩道にへたり込みながらも、ポケットから携帯を出したが、指が震えて上手くボタンを押せない様子だった。しかも、あまりの出来事に、先程いた場所から移動していることなど、全く気づいていない。

「俺は大丈夫だよ。母さんこそ、大丈夫か？」

「え……ええ。もちろんよ。渡琉が無事ならもう……お母さん、いいのよ……」

　亜也子は膝を少しすりむいているようだったが、大きな怪我をしている様子もなく、渡琉はほっと胸を撫で下ろす。

「連絡は他の人がしてくれてるよ。母さんはしなくていいって」

「そう……」

　亜也子はやはり震える手で携帯を閉じて、ポケットに戻した。

「……母さん立てる？」

「ええ……大丈夫よ」

　渡琉は亜也子に手を貸して立ち上がらせると、弁当が入ったトートバッグを差し出した。

「忘れ物」

　こんな状況でも弁当のことを忘れない亜也子に渡琉は笑いが漏れた。

「ありがとう。あ、俺、このまま学校に行くよ。別に怪我してるわけじゃないし。母さんはどうする？　警察が来るのを待って証言でもするか？」

　遠くからパトカーや救急車の音が聞こえてくる。野や次じ馬うまもあちこちから集まってきて、騒ぎが大きくなりつつあった。

「私も仕事があるから帰るわ。朝からどうしても外せない契約が一件あるのよ。渡琉、本当に大丈夫なの？」

　亜也子はまた渡琉の身体を撫で回し、怪我がないかどうか確かめている。

「怪我はしてねえから、大丈夫だよ。じゃあ、行くよ」

「気をつけなさいよ」

「わかってるって」

　渡琉は亜也子に背を向けると、トラックが飛び込んだ商店の方を向いた。

　商店の入口は完全に潰れ、ガラスや折れた柱が折り重なるように周囲に飛び散っている。トラックは、砕けた瓦が礫れきに車体の半分まで埋まり、黒煙を上げていた。

　この時間、まだ商店は開店していなかったからよかったが、もしあのままトラックが突っ込んでいたら、お店の人も大怪我をしていただろう。

　何が最初から飲酒運転していただっ！

　それを利用したって……ふざけんなよっ！

　渡琉はどこにもぶつけられない怒りで、胸の中の何かが弾はじけそうになりながらも、飛び散った残ざん骸がいを迂う回かいして、学校に向かった。










　昨日から今朝にかけて、大変な経験した渡琉は、登校してからも気持ちが落ち着かなかった。

　得意であるはずの体育の授業では、ハードルレースで、すべてのハードルをなぎ倒して、最後は転んだ。いつもならもう少し解けたはずのテストが、今日に限っては全く集中できずに散々な結果に終わった。

　せっかくの弁当も、あの騒ぎのためか、飯とおかずが混ざり合い、無ぶ様ざまな混ぜご飯になっていたし、クロノスがその辺をうろついているのではないかと、落ち着きなくキョロキョロして、挙動不審だとクラスメイトから気味悪がられた。

　疲れた……。

　下校のチャイムが鳴ったとき、今までになく安堵して、嬉しく思ったのは、いつもより倍以上疲れたからだろう。

　あの二人をどうやって追い返せばいいのだろうか。

　渡琉の悩みはそればかりだった。

　銃で撃ったり、槍やりで突いたり、それこそ車で撥ねたとして、この世界の住人でないあいつらが死んでくれるのだろうか。自分にしか見えない相手をどうやって追い返せばいいのだ。

　もう、マジで疲れた……。

　ようやく家に帰り着いた渡琉は、いつものように門を潜くぐると、石いし畳だたみの上に銀色の毛をした猫が丸くなっているのを見つけた。猫は随分と大きく、十キロはあるだろうと思われる体格をしていて、渡琉の顔を見ると、ふてぶてしくあくびをした。

「おい、ここで丸くなるなよ。ひなたぼっこしたいんだったら、あっちに行け」

　近所にこういう猫がいたかどうかわからないが、艶つややかな毛並みや、曇りのない瞳を見る限り、野良猫ではなく飼い猫に違いない。

「おいって……」

　猫は動こうとせず、逆に身体を大きく伸ばし、尻尾しつぽをブルブルと震わせた。渡琉は仕方なしに猫をまたいで扉の鍵を開けて家に入った。

「はあ……疲れた……」

　玄関に座り込み、靴を脱いでため息をつく。

　母親は一日中働いているため、いつだって出迎えの声はない。父親は現在ニューヨークに単身赴任中で、数カ月に一度しか戻ってこなかった。清きよ水みずの舞台から飛び降りる気持ちで購入したという四ＬＤＫのこの家のローンがまだ三十年も残っているらしい。だから、息子には申し訳ないと思いつつ共働きが必要だそうだ。

　もっとも渡琉からすると、家族という存在にべたべたされたくない年齢だから、今の距離感が気に入っていた。

「さてと。夕飯の準備をしてから、風呂を入れるか～」

　まずは制服を着替えようと二階に上がった渡琉は、自分の部屋のドアを開けた。すると、信じられないことにクロノスがいて、床に正座していた。

「うわああっ！　なっ……なんだよっ！　なんでここにお前がいるんだっ！」

　部屋に足を踏み入れることなく廊下に避難して、渡琉は顔だけを部屋の中へ向けた。

「……お帰りなさいませ」

　クロノスは深々と頭を下げて、ゆっくりと上げる。愛あい想そのいい笑いを浮かべているわけでもなく、クロノスは平静な顔をしている。今朝のことなどなかったような態度だ。

「そんなことはいいから、出て行け────っ！」

「お互い、誤解があるようです。まずはそれを解いて、理解を得たいと考えます」

　とても信用ならない目でクロノスは言う。

「……」
















　渡琉は廊下からじっとクロノスの表情を窺うかがい、殺気のようなものが感じられないことを確認して、そろそろと部屋に足を踏み入れた。

「……誤解か？」

「ええ。まず信じていただきたいのは、私はルシアス様の忠実な従者だということです。それを知っていただいた上で、お話をしたいと思います」

　愛想よくしようとしているのだろうが、ものすごく棒読みで、不自然に見えていることに、この男は気づいていないようだ。

　戦法を変えてきたのか、それともこの男はこれが普通なのか。

「なんの話だよ」

「正直に申しまして、本当にどうして貴方がそれほど怒っていらっしゃるのか、私にはわからないのです。私は、私なりに誠実に、こちらの事情を偽らずお話しいたしました。なのにどうして受け入れていただけないのですか？」

　冗談とは思えない生真面目な顔で、クロノスは言った。

「……あの……あのさ。俺はこの世界で生きてるんだぜ。とりあえずは百まで生きたいと思ってるんだから、あんたらの言い分なんて聞けるわけねえじゃん。立場を逆にしてみろよ。俺があんたの魂を取るって詰め寄ったら、ぜって～嫌だろ？」

　クロノスの前をせわしなく行ったり来たりしながら、渡琉は言った。

「いいえ。もとの持ち主に魂をお返しすることですから、当然のことだと思われますが」

　クロノスの深しん淵えんを思わせる黒い瞳には、真しん摯しな光が灯っている。

　なんだかよくわからないが、この男とは根本的に考え方が違い、どう話しても食い違ってしまうようだ。

「今は俺のなの。その俺が嫌だって言うんだから、無理やりはよくないだろ」

「ですから、自然な死をご用意しましたのに、まだ満足されませんでしたね」

「……だからっ！　死ぬのが嫌なんだよっ！　なんでわからないんだよっ！」

　両手を大きく振って、もう何度目かわからない同じセリフをクロノスにぶつけた。

　どうしてこう言葉が通じないのか、それとも渡琉の言い方がまずいのか、自分でも混乱しそうだ。

「よ～、仕事終えて帰ってきたぜ」

　二階の窓をすり抜けて、今度はゼファーが渡琉の部屋に入ってきた。そんなところから入ってくるとは思わなかった渡琉は、腰をぬかさんばかりに驚いた。

「わ────っ！」

「……んだよ。なんか文句あっか？」

　ゼファーは肩に鎌の柄を載せて、唇の片端だけを上げ、鋭い犬歯を見せる。

「この世界の法則を無視した家の入り方すんなよっ！　違うっ！　なんでお前までここに来るんだよっ！」

「かてえこと言うなよ。俺様の仕事がまだここに残ってるんだから、仕方ねえだろうよ。……ああ、クロちゃん。ご主人様を説得できたのかよ？」

　どう見ても噓うそくさい笑顔で、ゼファーはクロノスの肩を叩きながら、渡琉の方を向く。クロノスといえば、唇を三日月の形にして笑みを見せているのだろうが、気持ちよく笑っているようには見えなかった。

「今のところ微妙ですね」

　クロノスの言葉に、ゼファーは一瞬怒りの表情を浮かべたが、すぐさま笑顔に戻った。

「ま、クロちゃんが説得してぇって言うから、協力してやッてっけどなあ～。あんまり時間をかけるのは、逆によくねぇと思うぜ」

「お互いの誤解さえ解ければなんとかなると思います」

　クロノスはやっぱりまだわかっていないのか、ゼファーにそう力説している。

「なあ、あんたらがどう説得しようと、どう見ても信用できない笑顔を俺に向けてくれても、懐かい柔じゆうされる気はねえからな。それに……」

　渡琉はポケットから金の懐中時計を取り出して彼らに見せながら、言葉を続けた。

「時間を止めている間は、ゼファーは俺に手出しできないらしいし」

　渡琉の言葉に、ゼファーはフンと鼻を鳴らし、犬歯を見せる。クロノスといえば、相変わらず正座のままだ。

　渡琉は、彼らを無視して部屋を出ると、キッチンへと向かった。

　自分の命を狙っている男達と同じ家の中にいるというだけでも落ち着かないのだが、それ以上に腹が空すいていた。今のところ、追い払うことができないのなら、はなからいないものだとして、無視するしかない。

　もしゼファーが向かってきたら、時間を止めて対抗するしかないのだろう。クロノスについては会話は通じていないものの、まだ話し合おうとしてくれるため、大丈夫だと思いたい。

　渡琉はキッチンへ向かうと、保温になっている炊すい飯はん器きのスイッチを切り、冷蔵庫から鍋を取り出した。

「今日は……あ～肉じゃがだ。美う味まそう」

　渡琉はコンロに肉じゃがの鍋を載せて温め、その間に茶ちや碗わんに飯を盛った。味噌汁も作り置きしてくれていたので温め、椀わんに入れる。

「あ～っと、たくあんが欲しいなあ……」

　トレーにそれぞれ並べてから、冷蔵庫を開けて、たくあんの入ったタッパを取り出す。

「……あれ？」

　足に何か柔らかいものが触れ、渡琉が下を見ると、あの玄関に居座っていた猫の姿があった。猫は後ろ足だけで立って、冷蔵庫の中を覗いている。

「いつの間に入ってきたんだよっ！　こらっ、しっしっ！」

「わしが食えそうなものな～んもありゃせん。全くしけとるのう」

　猫は巨体を左右に振りながら、渡琉の方を振り返った。

　ふんわりとした毛にすっぽりと覆われた身体、立派な髭はピンと張っていて、曇りのない瞳は瞳孔が縦に細くなっている。どこから見ても猫だ。背中にネジもついていなければ、電池で動くタイプでもなさそうだ。

「……もしかして俺……いろいろありすぎて、幻聴を耳にしたのかも……」

「幻聴？　それはやばいのう。病院に行った方がええぞ」

　頰を膨らませた猫は、明らかに人間のように話していた。

　小さい頃は犬を飼っていて、話せたらいいなあとよく考えたものだが、実際、動物が話す姿は、驚愕以外何ものでもない。

「こここっ……こいつもお前らの仲間かっ！　一体、何人でここにやってきたんだよっ！」

　渡琉がキッチンを出て階段に向かって叫ぶと、二階にいたはずのクロノスが、背後から声をかけてきた。

「彼は銀ぎん星せいというのですが、連れてきたわけではありません。勝手についてきたようです」

　足音もさせず突然その場に現れたクロノスに、びっくりした渡琉は、振り返りながら床に尻もちをついた。

「うわあっ！」

　クロノスは自分の後ろを振り返り、怪け訝げんな顔をして渡琉の方を見る。

「……何に驚いていらっしゃるのです？」

「お前だよっ！　お前っ！　突然後ろに現れるからだろっ！　だから……もうちょっとこの世界の法則に従ってくれよっ！　いちいちびっくりするのも疲れるだろ！」

　差し出された手を払い、よろよろと立ち上がって、渡琉はため息をついた。

「それで……その猫だけどさ、彼って言ったよな。俺には猫にしか見えないけど、クロノスの世界じゃ、猫にも彼とか彼女とかあるのかよ？」

「いえ……今はあのような姿ではおりますが、彼も私達と同じ姿をしています。ただ、猫の姿が気に入っているようで、最近はずっとあのような姿でうろついています」

　クロノスにとっては日常茶飯事なのか、驚きもせずに淡々とそう言った。

「なんでもいいけど、追い返せよ。ていうか……お前らみんな、まとめて帰ってくれよ。俺、マジで頭が変になりそうだって」

　渡琉はキッチンに戻ると、肉じゃがの入った鍋を置いているコンロの火を消した。銀星は相変わらず冷蔵庫の中を漁あさっている。

「銀星、いい加減にしろ」

　クロノスがそう言うと、ようやく銀星は冷蔵庫から離れたものの、今度はテーブルの下に寝転がり、不満げにあくびを一つした。

　渡琉はトレーを持ってリビングに移動した。

　だが、リビングでテレビを見ながら夕飯を食べようとソファに座るものの、向かいにいつの間にかやってきたゼファーとクロノスが座り、こちらの一挙一動を見つめているのだから、落ち着かない。

　銀星と言えば、渡琉の隣で丸くなっている。

　なんとなく四方八方を固められているような気がして、嫌な気分だ。

「そこで、じ～っと、見つめられているとさ、食えるものも食えないんだけど」

　どういう状況なんだよと、騒ぐ元気ももうなくなってきた。

　一人で摂とる食事が寂しいと考えることもあったが、こんなに騒がしいのも困る。

「ゼファー、貴方は私が呼ぶまで姿を消していてください」

「ちょ、クロちゃん。そりゃないぜ。俺様だって目ぇ離すなって言われてっからよ」

　誰に言われているのか知らないが、ゼファーはそう言って渡琉の目の前で鎌を振り回している。

「ですが彼は邪魔だとおっしゃってますよ」

「じゃあクロちゃんがあっちへ行けよ」

「どうして私ですか？」

「なんで俺様だよ」

　テレビが彼らで見えないのはまだ我慢してもいいが、食事をしている前でくだらないことを言い合う大人を目にするのは、夫婦喧嘩と同じくらい見るに堪たえない。

「うるさいんだよっ！　二人とも消えてくれたらいいんだっ！」

　渡琉の言葉に、言い合いをしていた二人がこちらを向いて、同時に口を開いた。

「それはできません」

「あ～そりゃ、無理だ」

「なあ、そうやって愛あい嬌きよう振りまいて俺の隙すきを狙おうとするのは勝手だけどさ。俺は騙だまされるつもりは毛頭ないぜ。それよりお互い納得できる解決方法を探すのが、建設的なことだと思うけど……どうだよ？」

　渡琉がそう言うと、クロノスは驚いた顔をしてみせた。

「私はずっとそのつもりでお話ししておりますが」

「違うだろ。だいたい根本から食い違ってるんだ。そっちは俺の魂をどうしても持ち帰りたいんだったよな？　俺はそんなことをされて死ぬのが嫌だって言ってるんだ。それとも俺が時計を使わないって約束したら……あんたらは帰ってくれるのか？」

　渡琉が理解してもらおうとできるだけわかりやすいように言った。

「……それが困るのです。どうしてもルシアス様にお帰り願わねばならないからです」

　頑固だからか、それとも融通がきかないのか、クロノスは同じことしか言わない。これではいつまでたっても平行線で、お互いの解決方法などどこにもない。

　渡琉が本気で嫌な顔をすると、ゼファーが慌てたようにクロノスを制する。

「じゃあよ、クロちゃんが上におうかがいを立ててきたらどうだ？　一方的に魂をよこせ……っていうからガキも……いや、こいつも意地になってるわけだろ。だからよ、一度戻って、こいつがまだ死にたくねえって言ってやが……じゃなくて、言ってるってことを検討してもらうってのは、どうだ？　な、お前もそうしてほしいだろ？」

　まあ確かに、一方的にお命ちょうだいと、向かってこられることを考えると、渡琉の意見も考慮してほしいところだ。

　彼らが上からの命令によって動いているのならなおさら、彼らを説得するのではなく、命令系統の方に話をしてもらわなければ、何も変わらない。

　だいたい、ゼファーは愛想のいい笑いを浮かべているのだが、目は笑っていないのだ。

　彼はチャンスがあれば、渡琉の魂をいつだって奪うつもりでいるに違いない。

　クロノスは一見、完璧な容貌をしていて、取っつきにくく見えるのだが、物わかりがよさそうに話してくる。ただ、どうしても話が食い違って、お互いの理解まで行き着けない。

「じゃあ、そうしてくれよ。俺が嫌がってることを、伝えてくれよ。俺にだって拒否する権利はあるはずなんだからな」

　渡琉の言葉にクロノスがぽつりと呟いた。

「拒否する権利ですか？　そんなものは……」

「いや、そうだよな～。じゃあ。クロちゃん。上に戻って、今の状況を詳しく伝えてきてくれよ。ああ、このガ……じゃなくて、こいつが時計と血の契約も終えていることも含めて、ぜ～んぶ、知らせてくれよ」

　ゼファーはクロノスの肩を抱いて、はははと笑う。どうも都合の悪い事を誤魔化そうとしているようだ。

「な、クロちゃん。ルシアス様のためだろ～」

「ええ、そうです」

　なんだか胡う散さんくさい会話をしているのだが、とりあえずしばらくはおとなしくしてくれそうだ。

「……これで話は決まったよな。じゃ、消えてくれよ。結果……っていうのが出たら知らせに来てくれたらいいからさ。もっとも、俺は死ぬとか魂抜かれるとかそういう結果にはぜって～納得しねえから、そのつもりでいてくれよ」

　渡琉がそう言うと、ゼファーはクロノスを宥なだめるようにして、一緒に消えた。

「だ～か～らっ！　……この世界の法則を無視するのも、やめてほしいって言ってるだろっ！　こっちはわかってても気持ち悪いっての。なあ銀星、お前は出たり、消えたり、壁突き抜けたりするんじゃねえぞ。誰かに見られたら心霊現象と間違えられて、テレビ局が大挙するぜ」

　渡琉の言葉に返事をすることなく、銀星はジャガイモを飲み込み、髭を震わせた。

「もっと心躍るような美味いものはないのかのう。わしはこれでもグルメなんじゃ」

　銀星だけがマイペースだった。










　何か対策を練らないとな……。

　そうは思うが、渡琉にはなんにもいい案など思い浮かばない。

　しばらくは手出しをしてこない様子だが、彼らは信用がならないのだ。

　昨夜、ゼファーは随分と馴れ馴れしく、また物わかりのいい大人を演じていたが、目が笑っていなかった。あれは何かを企んでいると考えていいだろう。

　彼らの世界に戻って、渡琉の意見を伝えてくれるようなことを言っていたが、それも本当かどうかわからない。どうせまた『魂を連れ帰る』と言いだすのがおちだ。

　とはいえ、この世界の摂理が通じない相手だ。たとえ、宇宙に飛び出したとしても、逃げ切れないであろう。

　どうせ何をしても逃げられない相手なら、言葉巧みに懐柔するしかないのだが、たかだか十六になったばかりの渡琉にはとても無理な話だ。

「あ～なんにもいい案が思い浮かばねえ……」

　学校の屋上にある用具室の屋根の上が、渡琉の憩いこいの場だった。

　いつもはここで青い空をぼんやりと眺めていると、気持ちが落ち着く。だが、今は、気持ちが落ち着くどころか、どうにかしなければという焦燥感に駆かられて、精神的に参っていた。

　渡琉の隣には、同じように銀星が寝転がっていた。ついてくるなときつく言ったのだが、銀星は渡琉の側を離れず、学校までついてきたのだ。

　やはり監視をされているのだと最初は思ったが、銀星にはそういうつもりはないようで、ただまとわりついて、あくびをしたり、寝転がっているだけだった。

「……わしは腹が減った」

「さんざん朝飯食っただろ。食った分くらい、俺に協力しろよ」

　亜也子は銀星をどう思うかと心配したが、もともと動物好きというのもあって、一も二もなく銀星を飼うことを了解してくれた。この巨体が気に入ったらしい。

「なんじゃ。知りたいことがあるなら、質問してくるがいい」

　長い髭を前足で撫でて、銀星は言う。

「あのクロノスとゼファーに諦めて帰ってもらいたいんだけどさ、なんかいい手はないか？」

　猫に……しかも向こう側の相手に聞くことではないのだろうが、聞ける相手がいないのだから、仕方ない。

「わしにはどうでもいいことじゃが、そいつは無理な相談だというのだけはわかるぞ。諦めることじゃな」

「簡単に言うよな。だいたい、今の状態だって生殺しだぞ。いつあいつら俺の魂を持ち帰るって豹ひよう変へんするかもしれねえし……」

　はあ～っと深いため息をついているのに、銀星は同情してくれない。

「じゃろうなぁ」

　銀星は頰を膨らませ、笑う。

「……でもさ、なんでこいつを使ったら駄目なんだよ？　こいつは時間を戻したり、止めたりできるんだぜ。わかってる結果を変えて、誰かを助けられるのって、いいことじゃねえか」

　渡琉は懐中時計を取り出して、そう言った。

「じゃが、使うなと言われたんじゃろう？」

「そうだけど……後悔したくないんだよな」

　幼い頃、犬を散歩させていた時に、引っ張る力が強くて、リードを離してしまったことがある。犬は弾丸のように走りだし、すぐさま追いかけたが渡琉の目の前で車に撥ねられてしまった。車といえば一旦は停車したが、撥ねたのが犬だとわかると、そのまま走りだし、渡琉は怪我をした犬を泣きながら引きずって、家に連れ帰ったのだ。

　犬は長い間動物病院に入院していたが、幸い後ろ足一本動かなくなっただけで、命は助かった。

　それでも渡琉はあの時のことを今も後悔している。

　もし渡琉が散歩に行かなかったら、犬は怪我をしなかった。

　もし手を離さなかったら、いつまでも元気に走り回れただろうし、もっと長生きしただろう。

　もし渡琉がもっと大きくて力があったら、犬を制御できたはず。

　もし……もし……もしもばかりを考えた。

　ああいう後悔を二度としなくてもいい懐中時計を渡琉は手に入れた。

　今は使わないでおこうと決めているが、きっとまた使う気がする。

「だいたい、どうして使うなって言われるんだ？　すっげ～いい時計じゃないか。短くなるのは俺の寿命だけだし」

「時間と運命はそれぞれ密接にかかわっとる。決まってしまったものを戻して修正すると、ひずみができよるんじゃよ。そうじゃな……大きな流れを正すのならいいが、小さなものを弄いじり回すと、大きな流れが歪みよる。そういうことじゃ」

　銀星はわかりやすいように伝えてくれようとしているのだが、渡琉にはやっぱり意味不明だ。

「意味、わかんねえ……」

「じゃからの、ルシアスは大きな時の流れを管理しちょる。じゃが、ここでお前ができることは小さな流れを弄るだけじゃ。それは大きな流れを歪ませて、よくないと言っとるんじゃ」

「俺は親父からこう育てられたぜ。小さなことがきちんとできない奴に、でかいことはできないってさ。俺もそう思う」

　小さな努力を積み重ねることで、大きなことを成し遂げられるのだと、父親は言う。

　だからこそ普段から、努力を惜おしむなと言われてきた。

「まあ……おぬしの言うこともわかるがの……」

「そういや……銀星はルシアスって奴のこと知ってるのか？」

「もちろんじゃ」

　横目で渡琉を見て、頰を膨らませると、プフッと笑った。

「俺とは全然違うって感じだよな……」

　渡琉の言葉に、さすがの銀星も目を細め、髭をピクピクとさせる。

「なあ、お前はどっちの味方なんだよ。俺か、それともあいつらか？」

「どっちでもないのう。わしは、美味いもの目当てに下界に来ただけじゃ。そのほかのことはどうでもいいんじゃよ」

　銀星はおっとりとそう言い、ごろんごろんと身体を回転させる。

「割り切ってんなあ……」

「じゃが、おぬしがあのルシアスだとは到底思えんの。人間という入れ物に閉じ込められたら、まるで別人じゃ」

　しゃべる猫に馬鹿にされて、渡琉の気分は最悪だ。

「別人に決まってるだろ。俺は渡琉だ。ルシアスなんて知らないっての」

　同じと言われるのも嫌だが、別人と言われるのもあからさまに馬鹿にされているようで、気分が悪い。

「じゃろうな～」

「……味方がいねえ……味方が欲しいぜ」

　チラリと銀星を見たが、視線を逸そらされた。

　味方にはならないという意思表示なのだろう。

「はあ……」

　本当に自分の味方が欲しい。

　一人で抱え込むには大きすぎる問題だ。

　友人に話して相談に乗ってもらいたいのはやまやまだが、時間を戻せるだの、天界から使者がやってきただの、彼らに魂を狙われてるだの……すべてがあまりにも突とつ拍ぴよう子しもないことばかりで、打ち明けたとしても信じてもらえそうにない。

　逆に正気を疑われて、病院に連れていかれるだろう。

「味方か……ん？」

　渡琉が身体を起こして屋根の上に座り込むと、なぜか健吾が屋上の柵さくの向こう側に立っているのが視界に飛び込んできた。健吾の横顔は強張っていて、どこか青ざめている。後ろ手で柵をまだ摑んでいるものの、いつ手を離してもおかしくない様子に見えた。

　冗談でそうしているのではないようだ。

「健吾っ！」

　渡琉は屋根から急いで飛び下りると、健吾のところへ駆け寄った。

「渡琉っ……お前、どこにおったんや……」

　健吾は驚いた顔で渡琉を見つめていたが、柵の向こう側からこちらへ戻る様子はなかった。

「何やってるんだよ？　冗談にしても笑えねえよ」

「俺かて……まあ、いろいろあるんや……」

　いつも強気で自分より力の強い人間にも向かっていく健吾が、まるで別人のように力なくそう言った。

「どうしたんだよ。あ……そっか。やっぱりお前、何か悩んでたのか。ノリも健吾が悩んでるように見えるって言ってたけど。どうしたんだよ？」

　健吾の手を摑もうと渡琉が近づくと、健吾は距離を取る。

　渡琉はそんな健吾を水くさく思いながらも、話を続けた。

「健吾って！」

「……俺が悩んどったの、わかったんか？　普通の顔しとったやろ？」

「友達だぜ、俺ら。気づくに決まってるだろ」

「そうなんや……はは……隠されへんもんやな」

「それで、どうしたんだよ？　俺でよかったら聞くぜ」

　渡琉がそう言うと、健吾は今までになく真剣な顔を向けてきた。いまだかつて健吾のこんな表情など見たことがない。

「……俺かてそう思とるけどな。大人もどうにもならんことや。そんなん、ガキに言うてもしゃ～ないやろ。ガキにはどうにもならんことは……言わへん主義なんや。相談されてもどうにもならんことは、知らん方がええんやで。なんもできへんかったて、お前らまで苦しい思うの、俺は嫌なんや」

　健吾は悲しげな表情を浮かべてそう言った。

　だが相談してもどうにもならないと言われることこそ、渡琉にはショックだ。

「お前、何、言ってるんだよ」

「別に……関係あらへんて言うてるだけや」

「おまっ……それ、どういうつもりなんだよっ！　好き勝手なことばっかり言いやがって！」

　ガッと健吾の腕を摑み、渡琉は怒りにまかせて怒鳴った。だが、健吾は渡琉の手を払おうと勢いよく腕を振る。

「手ぇ離してくれや……渡琉っ！」

「俺ら、友達だろっ！　ガキにはどうにもならないって……なんだよっ！　何も相談せずに勝手に決めつけるなよっ！」

　なんでも相談してくれると思っていた友達に、知らない方がいいとか、何もできないと決めつけられたことが悲しくて、逆に裏切られたような気がした。

「くそっ……言いたいことがあるなら、言えよっ！　言えっ！　さっさと、早く言えっ！」

「ちょ、だっ……渡琉っ！　待てやっ！」

　渡琉が興奮して健吾の身体を揺さぶりすぎたため、足を踏み外した健吾は、あっという間に下へと落ちた。が、健吾を摑んでいた渡琉の手が、その身体を宙にとどまらせていた。

「けっ……健吾っ！　離すなよっ！」

「思い切りがついてよかったわ。手ぇ、離してくれや」

　腕が痺れてきた……。

　くそっ！

　健吾を摑んだ手を離したくないのに、渡琉よりも身体が大きく体重も重い身体を腕一本で引っ張り上げることは難しい。

　それでも渡琉は歯を食いしばって健吾の身体を引き上げようとした。

「健吾……摑まっててくれよ」

「もう、ええて、言うとるやろっ！」

　空いてる手で渡琉の手を払った健吾は、吸い込まれるように地面へと向かって落ちていく。

「健吾────っ！　この……馬鹿っ！」

　渡琉はポケットから懐中時計を取り出し、ボタンを押した。

　すると、水面に落とされた石が波紋をつくるように、光の波が渡琉を中心として内から外へ、一瞬のうちに広がり、時間が停止する。

「……はあ……はあ……もう……」

　健吾の姿は、両手を広げて宙に浮いている。

　見下ろすと中庭で休憩を取ろうと集まっている生徒の姿が見えたが、蠟人形のように固まったまま、誰一人として動く人間は見あたらない。用務員が持っている、ホースから飛び出す水もそこだけ切り取ったように、静止していた。

　世界の時間が止まっている今、動けるのは自分と銀星だけだ。

　やっぱ、何度見ても感動するよな。

　時間が止まっている景色を見ると、今更ながらに手の中にある懐中時計の凄すごさに驚嘆する。

「早くした方がいいじゃろうな……ゼファーが邪魔しにくるかもしれんぞ」

「ゼファーが？　なんで？　いや、驚いてる暇なかったんだっ！」

　健吾の身体は四階と三階の境目のあたりに浮かんでいて、ここからではとても手が届かない。

「……ていうか、どうやって引っ張り上げたらいいんだ」

　とりあえず時間を止めたものの、宙に浮いている健吾をどうやってここまで引き上げるのかが問題なのだ。

「わしにはどうでもいいことじゃ。で、おぬしはどうするんじゃ？」

　銀星にとって彼らもこの世界の住民も、興味はないようだ。

「そりゃ……助けるつもりで時間を止めたんだけど……。やっぱり時間を戻した方がよかったかもしれない」

「時間を止めている間は、時間を戻すことはできんはずじゃ」

「そんなのわかってるよ」

　もちろん、しばらく待ってすべてが終わった後に時間を戻す方法もある。だが、それでは健吾が地面に叩きつけられるのを見てしまうことになるのだ。いくら時間を戻せるからと言っても、そんな光景を正視できる自信はない。

「何か……手を考えねえと……」

　渡琉は用具入れを覗き、めぼしいものがないか探し回った。

「……スコップ、バケツ、箒ほうき、雑ぞう巾きん……あっ、これだっ！」

　茣ご蓙ざの下敷きになっていたロープを引っ張り出して、渡琉はもう一度健吾のもとに戻った。

　だが、ロープをどうやって、今まさに落ちようとしている健吾に結びつけたらいいのか。

　渡琉はとりあえずロープの端を柵に括くくりつけ、もう片方の端をどうやって健吾に結びつけるのかを考えた。

　確かに渡琉は時間を操作できるが、クロノス達のように空中を飛んだり、壁をすり抜けたりなどできない。

　ここから飛び下りたら、確実に死ぬ。

「……なあ、銀星はクロノスのように素早く空中を飛んだりできるのか？」

「できるとも。まだまだあのような尻の青い子供には負けやせんぞ」

　銀星はそう言ってカカカと笑った。

「それを聞いて助かったよ」

　渡琉は銀星の胴体にロープを軽く結びつけて、十キロ以上もある巨体を高く持ち上げると、健吾に向かって放り投げた。

「なっ……何をするんじゃ────っ！」

　銀星は叫び声を響かせながら落ちていくと、健吾の背中に着地した。そこで軽くバウンドしつつも、健吾の背から転げ落ちることはなかった。

「おおお……おぬしは、何を考えとるんじゃっ！　わしを殺す気かっ！」

　健吾の肩によじ登った銀星は、毛を逆立てて怒鳴る。

「飛べるって言ったじゃないか。だいたい、あんたらはこの世界の法則を無視するんだから、落ちたってどうせ死なないんだろ。……そんなことはいいから、結んだロープを解ほどいて、健吾の腰に括りつけてくれよ」

　渡琉が柵から身を乗り出すようにして叫ぶと、銀星は人間がするように後ろ足を放り出した形で健吾の背に座り、前足を突き出した。

「わしは……肉球じゃっ！」

「猫だもんな。だからなんだよ」

「この前足で、どう、ロープを解いて結べと言うんじゃっ！　できんじゃろっ！」

　仁王立ちした銀星の姿を見て、確かにあの前足では自分の腹に結ばれているロープを解くこともできないだろうし、ましてや健吾にロープを括りつけることも難しそうだ。

　けれど、やってもらわなければならないのだ。

「猫は仮の姿なんだろっ！　ちょっとだけ人型に戻ってやってくれよっ！　頼むよっ！　今度食べたことのないような美味いものをごちそうするからさっ！」

　渡琉のその言葉に、銀星の耳はピクリと震えた。

「面倒じゃが仕方ないのう……」

　銀星は健吾の背でぴょんと跳ね、空中で一回転をすると、人間の姿に戻った。

　だがその姿はどう見ても十歳前後の少年だ。

　巻き毛の髪に、ハーフとしか思えない彫りの深い顔をしていて、子役のモデルといってもよいほどの容貌だった。また、白いフリルのブラウスや、ハーフパンツに編み上げのブーツがよく似合っていて、母親の亜也子が見たら、こういう子供が欲しかったと騒ぐに違いない。

　でも、中身はじいちゃんなのだ。

「……なんか俺……すっげ～誇こ大だい広告を見てるような気がするんだけど」

「なんじゃ。おぬしの言うとおり、手伝ってやっておるのに、文句があるのかの」

　銀星は小さな手で自らの腹に巻いたロープを解き、健吾の身体に巻きつけた。

「いや、ありがとう。手伝ってくれてさ」

「美味いもののためじゃ。この年になると、食べることしか楽しみがなくなってのう……」

　だから……その容貌で、そんなふうにしゃべるなと言いたいのだが、今、銀星の機き嫌げんを損そこねるわけにはいかない。

「さて、わしが手伝えるのはここまでじゃ」

　銀星は手を軽く叩き、健吾の背を蹴ると、渡琉のいる屋上へ戻ってきた。その頃にはすでに猫の姿に戻っていた。

「ありがとう、助かったよ」

　健吾とは彼を引き上げてからじっくりと話せばいいだろう。

　全くもう……。

　重いってのっ！

　ロープを引っ張り上げていると、聞きたくないゼファーの声が目前から響いた。

　本当に、鬱うつ陶とうしい。

「俺様の仕事を勝手に減らすんじゃねえよ、このガキ」

　ゼファーはちょうど渡琉と視線が合うくらいの、空中に浮かんでいた。昨日の愛想のよさはすでに消え、髪と同じように怒りで顔を赤くしている。

「一時休戦だったはずだよな？」

「それと、お前が今やってることとは、全く別物なんだよっ！」

　鎌の刃をこちらに向けて、渡琉がようやく引き上げた健吾の方へと向けた。

　ゼファーは健吾の魂を欲しがっているのだ。

「健吾は死なせない。俺の友達だからな」

「そうやってなぁ、てめえが正しいんだと、ヒーローぶってやがるのが、気に入らねえっ！」

「あんたにごちゃごちゃ言われる筋合いはねえよ。だいたい、時間を止めてる間は、俺に手ぇ出せないんだろっ！　……ぐはっ！」

　ゼファーの鎌の柄が渡琉の腹を直撃し、身体が屋上に叩きつけられる。

　容よう赦しやのないゼファーの攻撃に、凄まじい痛みが腹から伝わった。渡琉は息がすぐに吸えずに、血を吐くかと思うほど咳き込んだ。

「魂は引き剝がせねえが、こういうことはできるってこった。あんまりなめてっと、もっと酷い目に遭わせるぜ」

「うるせえ……」

　口元を拭い、渡琉はゼファーを睨みつけた。恐ろしいほどの気迫に押されていたが、だからといって負けたくなかったのだ。

「ああもう……俺様としちゃあ、魂をさっさと引き剝がしたくて、たまらねえんだけどなあ……こおんなに近くにいて……ざっくり、ぐっさりできねえなんてよぉっ！」

　ブツブツ言いながらもゼファーは渡琉の側にやってくると、鎌の刃を鼻先に突きつけた。

　あと数ミリで鋭い刃は渡琉の皮膚を裂いていただろう。

　さすがに渡琉の額にうっすらと汗が滲む。

「次からは俺様の邪魔をするんじゃねえぞ。だいたい、時間を止める行為だけでも、大変なことなんだぜ。ガキにはわからねえだろうがなっ！」

「もう勘弁してやらんか。お前さんの言うこんなガキに熱くなってもしょうがあるまいて。だいたい、お前さんの行為も、反則じゃ。違うか？」

　銀星が渡琉の側にきて、ゼファーの前に立ちはだかる。

　揺れる尻尾が渡琉の顔を撫で、腹は痛いのにくすぐったい。それでも銀星が間に入ってくれたことで、少し気持ちが落ち着いた。

「じじいは黙ってろっ！」

「わしを怒らせるんじゃないぞ……ゼファー」

　銀星の身体から異様な威圧感が溢あふれ出し、急にあたりを支配する。銀星がどういう力を持っているのかわからないが、ゼファーの方も簡単に手を出してこないところを見ると、相当の使い手なのかもしれない。

　しばらく二人は睨み合っていたが、ゼファーの方が折れた。

「……悪かったな。ほら、俺もよ、自分の仕事には真面目なんだ。まあ、気にすんな」

　ゼファーはうってかわった態度でそう言い、姿を消した。

「困ったもんじゃの」

　銀星の言葉を耳にして、渡琉はホッとするのと同時に、不意に涙がこぼれた。

　ずっと気を張っていたのだが、痛みがすべての鎧よろいを剝ぎ取ったようだ。

　殴なぐられた腹がひどく痛む。

　悩みを打ち明けられる友達はいるのに、これに関しては誰にも相談できない。

　渡琉は独りぼっちだ。

　どうしてこんな目に遭わなくてはならないのだろうか。

　生まれたことが悪いなんて思いたくない。

　渡琉は望まれて生まれてきたのだ。

　ルシアスではなく、緋野渡琉として。

「何が悪いんだよ……俺は友達を助けただけだろっ！　誰だってそうする。俺だけが特別じゃない。それに……なんであいつらの勝手で俺は魂を奪われなくちゃならないんだよ。理不尽だっ！　俺は……俺は……緋野渡琉なんだっ！」

「ああ……そうじゃな。おぬしは当然のことをしたんじゃ。悪くはないぞ。誰だって正当に生きる権利がある。わしもそう思うぞ」

　銀星の前足が渡琉の額にかかる髪を撫で上げる。

　ゆっくり、ゆっくり、柔らかくてむっちりした肉球が、額を優しく撫でていた。

　渡琉は安堵から気を失った。










　ぼんやりと戻ってきた意識が、クロノスと銀星の声を拾っていた。けれど、目はすぐに覚めず、身体は痛みに支配されていて動かない。健吾がどうなったのか気になっているのだが、聞こえてくる会話にはその話題は含まれていなかった。

「……上に行っとったんじゃろう？　で、どうだったんじゃ？」

「混乱していましたね。すでに十六になっていたとは、想定外だったのでしょう」

　クロノスの声は落ち着いたもので、なんの感情も読み取れない。

「仕方あるまい。時計が使用されぬ限り、どこにルシアスが転生したのかは、わからんかったことじゃ。運命とは残酷よのう……」

　銀星の方は渡琉に同情的のようだ。

「今しばらく、私達の行動も差し控えるようにとのこと。ですが私には上の命令などもともとどうでもいいのです。ルシアス様さえ、お戻りになっていただければ……それでいい」

　クロノスの言葉に、渡琉は目を閉じたまま毛布の中で拳こぶしをつくっていた。

　確かに昨日のクロノスの様子から、少しだけ期待していたのだ。なのに渡琉の希望はあっさりと打ち砕かれた。

「ゼファーの様子を見ていると、この子を信頼させて、騙すつもりかのう？　いくら馬鹿でも簡単に信じるとは思えんがの。いや、そのつもりなら、今日のゼファーの行動はいただけんかったぞ」

「自分の邪魔をされすぎて、ゼファーはそうとう頭にきているようです。自分から提案した計画でしたが、我慢できなかったのかもしれませんね。もっとも、ゼファーのやり方で、彼を納得させることはできないでしょうが……困りました」

　やはりゼファーはバレバレの手で渡琉を丸め込もうとしていたようだ。

　だが、渡琉はそんな手に引っかかる気はなかった。

「わしはどちらの味方もする気はなかったがのう……この子の味方になってやるつもりじゃ」

「情が移ったのですか？」

「のう、クロノス。この子はどれほど虚勢を張っていようが、まだ子供じゃぞ。この年頃の子はいろんな夢を未来に描いとるもんじゃ。それをこっちの勝手で、奪うというのも……のう、ちいと、残酷じゃないかの？」

　しごくまともな銀星の言葉に、渡琉は心から感謝していた。これでクロノスが納得してくれると助かるのだが、そうもいかないようだ。

「十二神の一人が地上に存在するのですよ。それがどれほどの事態なのか、貴方もわからないわけではないでしょう」

「じゃから、それはわしらの問題じゃろうが。この子には関係がないとわしは言っとるんじゃ。たとえこの子がルシアスの魂を持っていたとしてもじゃ。いや、おぬしとて、上の事情などどうでもよいはずじゃ。違うか？」

　そうだと渡琉は声を上げたい気分だった。

　だが、ふと疑問が浮かんだ。彼らは渡琉が寝ていると思ってベラベラと話しているが、実は渡琉が起きているのを知った上で、話している可能性もある。確かにさっきは助けてくれたが、だからといって銀星に全幅の信頼を寄せるのは危険な行為だろう。

「私はルシアス様が本当に自ら望んでこの地上に下りられたのかどうか……知りたいのです。その方法があればいいのですが……」

　困ったようなクロノスの言葉に、渡琉は首を捻ひねった。

　やはりこの男はゼファーとは違う。

「それで、どうするつもりなんじゃ？」

「そうですね。上から命令が下されれば、速やかに行動に移らなければならないでしょう。たとえ貴方でも、邪魔をするならそれ相応の報復があることを忘れないでいただきたい」

「……ほんに、おぬしも融通がきかんのう……ガチガチじゃ」

　銀星のため息と同時に、クロノスの気配が消えた。

　渡琉は今起きたふうを装い、声を上げた。

「あ～腹が痛てえ……何がどうなってるんだよ。ここは保健室だよな？　で、説明してほしいんだけど、さっき俺が助けようとしていた健吾は、無事なんだよな？」

　身体を起こそうとすると、腹に激痛が走る。

　本当にゼファーは手加減なしに腹を殴ったようだ。

「ここは学校の保健室という場所のようじゃのう。飛び降りようとしたお前さんの友達は、気を失ったお前をここに連れてきて、礼も言わずに帰りよったぞ」

　銀星はそう言い、渡琉の足元で身体を伸ばして、眠そうにあくびをした。

「健吾とは話をしねえと……。あいつ、家に帰ったのか？」

「そうじゃないのかの。わしはあの子の子守じゃないから、知らん。で、腹の具合はどうじゃ？」

「ああ。痛くてたまらねえよ」

「じゃろうな」

　銀星はそう言って意味ありげに笑った。

「なあ、気になってたんだけど、ゼファーの仕事ってのは……やっぱり死んだ人間の魂を天界とやらに連れていくことか？」

　あんな大きな鎌を持って、死が近い人間の側にやってくるところを見ると、死神としか思えない。

「そうじゃなあ……魂に道を示すというのがあの男の仕事じゃて」

「なんだかニュアンスは違うけどさ、死神ってことでいいんだよな？」

「魂を導く者じゃ。ゼファーを死神と呼ぶと、また腹を立てよるぞ」

　似たようなものだろうと思うのだが、ただでさえ狂犬のようなゼファーの気分を害することも避けた方がいい。

　怒ったゼファーは、正直怖い。

「き……気をつけるよ。それでさ、悪いと思ったけど、お前らの会話を聞いていたんだ。もしかすると、バレてたかもしれねえけど」

　ちょっとばつの悪い顔を銀星に向けたが、別に怒っている様子はなかった。

「わしは気づいておったが、クロノスはどうかの。あれでずいぶん、動揺しているようじゃからの。いつもなら気づくことも、あの状態では何もわからんじゃろうて」

　渡琉にはそんなふうに見えなかったが、クロノスはあれでも動揺しているらしい。

　もっとも、渡琉にはどうでもいいことだ。

「動揺してるように見えなかったけどな」

「あの男はおぬしが快く迎えてくれるとばかり思っとったようじゃからな……」

　どう考えてもそれはないだろうと思うのだが、だから最初に会った時「どうして怒っているんだ」という言葉がクロノスから出たのだろう。

「なあ……銀星は……本当に俺の味方になってくれるのか？」

「一応そのつもりじゃが、命を賭けるほどの意気込みはないのう。面倒になったら逃げるやもしれん。お前さんが本当に味方を得たいと考えているのなら、クロノスこそが最適の男じゃぞ。あやつなら自分の身を挺ていしてもお前さんを守ってくれるじゃろうて」

　いや、だから、いくら渡琉の魂がルシアスだったとしても、クロノスの中では渡琉とルシアスは別物なのだ。そんなクロノスが、どうして渡琉の味方になってくれるというのだろう。

「クロノスか。あいつと話してると……なんかこう、通じないんだよな。考え方の基準が違うっていうのかなあ……比べる相手じゃねえけど、ゼファーの方がわかりやすい」

　ゼファーより聞く耳を持ってくれているように見えて、実は話が通じていない。

「まあの、もともと人間に対する理解があまりない男じゃからな。要するにお前さんがルシアスだということを、わからせるだけでいいんじゃ」

　銀星は髭を前足で撫で上げ、ふふんと鼻を鳴らす。

「俺は渡琉だっ！」

「何度も言わずともわかっておるわ。じゃが……クロノスがお前さんの味方になれば、自おのずとゼファーもそれに倣ならうんじゃ。誰を攻略するのがいいか、馬鹿でもわかるじゃろうて」

　銀星の言葉に渡琉は首を傾げた。

　どうしてクロノスが渡琉の味方になったら、ゼファーまでもそうなるというのだ。

「もしかしてあいつら二人って……なんかやばい関係かよ？」

「ゼファーがクロノスに一方的に入れ込んでおるようじゃの。クロノスはわかっとるのかどうか知らんが」

　銀星は猫のくせに腕組みをして、う～んと唸っている。

「まあ……クロノスの顔は綺麗な感じっぽいけど……会話は成り立たないし、何考えてるのかわからねえし、無愛想だし……な。つうか、男同士だろ、気持ち悪いなあ」

　考えられないというか。想像したくないというか。

　男子校だから余計にそう思うのかもしれない。

「天界では、性別というものは意味をなさんからの。お前のいるこの世界では違うようじゃが。まあ、ゼファーは最初、クロノスの腕に惚れておったから、そのあたりからじゃろう」

「腕に惚れる？」

「そうじゃ。クロノスはもとは凄すご腕うでの殺し屋だったんじゃ。その腕に惚れたようじゃの。十二神の一人、ルシアスの命を狙った男じゃぞ。腕っ節に自信がない男では引き受けられんの」

　銀星はごろんごろんとベッドの上を転がり、サラリと驚くべきことを言ったが、渡琉の耳にはしっかりと残っていた。

　殺し屋と言った。では渡琉の魂を引き剝がしに来たのは、もと殺し屋と、死神になる。これは最悪のペアだ。

「は……はあ？　ちょ、銀星。なんだよ、それ。詳しく……」

　さらに問おうとした時、保健室の扉が勢いよく開いて則義が入ってきた。

「先生に聞いてきたけどさ、大丈夫、渡琉」

　則義はベッドに駆け寄りそう言った。

「え……あ、大丈夫だよ。それより、健吾は大丈夫だったのか？」

「大丈夫って？」

　渡琉の言葉の意味がわからないのか、則義は首を傾げている。では、健吾の自殺騒ぎは、誰に見られることもなく、二人だけの間で解決したようだ。

「いや……なんか、気分が悪いって言ってたから……さ」

「そっか、だから健吾、顔色悪かったんだ……早退したよ」

「……」

　渡琉は健吾のことが心配だった。何か思いつめるようなことがあったのは間違いがない。

「あ、午後からの授業はノートコピーして渡すよ。どの課目もそんなに進まなかったから、ノートにざっと目を通すだけでいけると思う」

　則義はそう言ってにっこりと笑った。

「……サンキュ、助かるよ。って、今、何時だよ？」

「もう夕方だよ」

「ええっ！」

　柱に掛かった時計を見ると、四時を回ったところだった。

「噓だろ……」

「ぐっすり寝てたみたいだね。いいじゃん。お昼からここでぐっすり寝られたってことは、なんか得した感じでさ」

　ここしばらく寝不足が続いていたからか、余計にぐっすり眠っていたようだ。

「みたいだな」

「そういえばさ、渡琉が拾ったその猫って、ずっとついてまわってるの？　朝も一緒に登校してきたけど」

　則義が、渡琉の横で丸くなっている銀星の背中をそろっと触って、手を引っ込めた。

　猫は嫌いではないらしいが、猫にしては大きすぎて、ちょっぴり怖いようだ。

「そうなんだよな。追い返してもついてくるから、好きにさせてるんだけどさあ」

　銀星が少し迷惑そうに目を細め、ジロリと渡琉を見たが、それは一瞬だった。

「でも可愛いだろ。うちの母さんはぬいぐるみみたいで可愛いって言ってるよ」

　話題を変えたいと思っていると、保健室のドアが勢いよく開けられた。

「ああ、緋野、どうだ？　今更だけど病院に連れていった方がいいか？」

　担任の岸きし辺べ六ろく郎ろうが保健室に入ってきて、渡琉にそう聞いてきた。

「六ちゃん、それ、遅すぎっ！」

「いや、気持ちよさそうに寝てたからな。大したこともなさそうだったし……ほら昨日の件で、まだ学校は大騒ぎだろう？　だから、つい、うっかり……な？　そういう事情で、まだ、緋野のお母さんにも連絡してないんだが……」

　あははと岸辺は笑いで誤魔化すのを、則義が呆れた顔をして見ていた。だが、渡琉にとってはこれでよかったのだ。

　自分が倒れた理由も渡琉はわかっている。だから母親に無用な心配をかける必要はない。

「必要ないよ、六ちゃん。なんかすっげ～よく寝て、今は得した気分」

「そうか。確かに顔色もいいし、もう大丈夫だろう。じゃあ、そろそろ帰れ。だが、気分が悪くなったらすぐに病院に連れていってもらえよ」

「わかってるよ、六ちゃん」

「じゃあ、気をつけてな」

　岸辺はそう言い終えると、早々に保健室から出ていった。

「六ちゃんも大変だよね。昨日の対応にバタバタしてるみたい」

「……なあ、帰りに健吾の家に寄っていくか？」

　渡琉の提案に則義はすぐさま頷いた。










　渡琉は、則義と一緒に健吾の住んでいるマンションに向かった。だが、健吾の自宅のベルを鳴らしても誰も出てくることなく、また人の気配も感じられなかった。

「変だよな……おじいちゃんか、おばあちゃんがいるはずだよな？」

　詳しい理由は聞いたことはないが、健吾の両親は離婚していて、今は父と子、祖父母と暮らしているはずなのだ。だが誰も出てこない。

　父親が仕事で留守なのはわかるが、健吾のみならず、祖父母まで留守なのが気になる。

「どこへ行ったんだろうな……」

　マンションのホールにあるソファに座り、渡琉はため息をついた。その隣にいる則義が携帯電話をかけていた。

「あっ、携帯が繫がったっ！　ちょっと待ってね。健吾……ねえ、今どこにいるんだよ。心配で家の前まで来てるんだけど……え……あ、うん。うん……わかった。渡琉に代わるね」

　則義から携帯を借りると、渡琉はすぐさま耳に当てた。

「お前……今どこにいるんだよっ！　昼間の説明はどうつけるつもりなんだよ？」

『心配かけて悪かったなあ……すまんかったって。どうやって助かったんか、まるで覚えてないんやけど、渡琉が助けてくれたってことは、わかっとる。……ありがとうな、渡琉』

　心配していた健吾のいつもどおりの口調に、渡琉もホッと胸を撫で下ろした。

「まだ場所探してるってふざけたことを言うなら、許さないぜ」

　隣に則義がいるために、遠回しに言ったが、健吾には通じたようだった。

『いや、もう大丈夫や。いろいろ悪かったな。悩みも親に相談して解決しそうやし、心配せんでええで。あんなことはもう絶対せえへんよって』

　健吾の笑い声は噓をついているようなものではなかった。

　家族に相談して、解決したのかもしれない。いや、多分そうなのだろう。

「……お前がそう言うなら……信用するけど。本当にもう大丈夫なんだな？」

『ああ。二度とああいうのはせえへんて。そや、今な、家族で飯食っとんねんけど、よかったら二人も来るか？』

　噓ならそんなことは言わないはずだ。

　渡琉は健吾を信用することにした。

「……いいって。気持ちだけもらうな。俺はノリとたこ焼きでも食って帰るよ。じゃ、また明日な」

「よかったね、健吾、元気みたいでさ。でも家族とご飯を食べるのならそう言ってくれてたら心配しなかったのに」

　則義の言葉に頷うなずきながらも、渡琉は心のどこかでまだ引っかかるものを感じていた。










　渡琉は則義と、ずっとくっついていた銀星も交え、たこ焼きを食べ、いつもの馬鹿話をさんざんしてから帰路についた。

「たこ焼きは美味いのう……あんな美味いものを食ったのは久しゅうないの」

　則義と一緒の時は当然黙っていた銀星だったが、渡琉と二人きりになるとようやく銀星は口を開いた。

　店で声を上げたらどうしようかと心配していたのだが、銀星もその辺は心得ているようで、にゃ～と鳴き、猫らしいふりをしていたのだから、たいした役者だ。

「たこ焼きがそんなに気に入ったのか？　だったら、お好み焼きとかも好きになるかもな。似たようなソース味だし」

「お好み焼きか、食いたいの……美味そうじゃ」

　足元をゆったりと歩きながら、銀星は太い尻尾を左右にばっさばっさと振って、口の端をつり上げてニヤニヤと笑っている。

　まだ見ぬお好み焼きを想像しているようだ。

「今度、母さんに作ってくれるように、頼んでやるよ。土日は母さんも仕事が休みだしな」

「楽しみじゃのう」

　銀星は本当に嬉しそうだ。こうしてみると、上の世界からやってきた奴の中で、銀星が一番、話しやすい。

「なあ……そういや聞き忘れてたけど、なんで銀星は少年の姿になるんだ？　じいちゃんじゃねえの？」

「趣味じゃ」

　銀星はきっぱりという。

「趣味ねえ。まあいいけど。それでさ、昼間の続きなんだけどな、ほら、クロノスが殺し屋って……どういうことなんだよ？　クロノスはルシアスの忠実な従者だって言ってたけど。どっちが本当なんだ？」

　殺し屋を従者にするルシアスも変だが、命を狙いながらも従者になったクロノスも変だ。

「どっちも本当じゃ。もう随分と昔の話じゃなあ……わしが知っていることといえば……ルシアスの人柄に触れてクロノスが改心したという程度じゃ。まあ、自分の命を狙った男を側に置くルシアスもルシアスじゃが、あの男は容姿端麗のみならずそりゃあもう、穏やかで気の優しい男じゃてな。優しさが何かを知らなかったクロノスが、その人柄に惚れ込むのも無理もないことじゃったんだろう」

　説明されたことがわからないわけではないが、殺し屋が改心したと聞いても、ピンと来ない。だいたい、近所に空き巣は入っても、殺し屋が庭をウロウロすることはないのだ。

　まして殺し屋が誰かの性格にほだされるなんて、小説の中だけの話だろう。

「なんかさ、夢物語を聞いてる気分だよ……」

「じゃろうなあ。じゃが、わしも似たような気分じゃ。この世界に足を踏み入れたことは、ついぞなかったことじゃからな」

　銀星はカカカと笑う。

「へえ……そうなんだ。でもさ、銀星の世界にも殺し屋っているんだな。そんなに殺さつ伐ばつとしたとこなのか？　ていうか、死とか関係のない世界なんだろ？」

「どういう世界を想像しちょるのか知らんが、上だろうが下だろうが、問題は山積みじゃ。この世界もそうじゃろう？　規律の線引きはあるが、派閥争いもあれば策略もある。どんな世界であっても混沌としちょるのは世の常つねじゃろうて」

「ついてけねえよ」

　銀星の話は渡琉には難しすぎて、ついていけない。

　だいたい、この世界と背中合わせにあるという天界の存在自体が、胡散くさいとしか思えないのだ。

　もっとも時間を止められる懐中時計を渡琉が持っているのも事実だ。死神が見えようと、猫がしゃべろうと、おかしなことではなくなってきている。

「よくわかってないようじゃな。普段からもう少し世界のことを考えてみてもいい年じゃ。考えることを忘れたら、馬鹿になるんじゃぞ」

「なあ、俺には難しいことはわからねえよ。だいたいさ、十六になったばっかりの俺に、世の常を説かれてもわからねえっての」

　渡琉は新聞もニュースも興味がない。

　だから、世界情勢がどうなっているのかも考えたことがない。

　毎日学校に行って、適当に勉強して、友達とつるんで、抜き打ちテストに悪態をつく。それが日常なのだ。世界にまで気を配ってなどいられない。

「これじゃから、ガキは困るの」

「……俺様もそう思うぜ」

　背後から突然ゼファーの声が響き、渡琉と銀星は振り返った。

　ゼファーは空中から一気に地上に下りてきた。赤い髪を無造作に撫で上げ、口の端からは犬歯が覗く。金のアクセサリーは輝いているものの、相変わらず上から下まで黒い衣裳を着ているため、ゼファーはまるで闇を纏まとっているように見える。手にしているやたら大きな鎌は、周囲の景色が映り込むほど研とがれていた。

「なんだ、またあんたか。あんたの顔をこう頻ひん繁ぱんに見るのはうんざりだよ」

　渡琉の言葉にゼファーはニッと笑った。

「俺様もそうだぜ」

　フンと鼻を鳴らして、ゼファーは渡琉との距離を縮めてくる。

「……え、ちょっと待てよ。しばらく休戦じゃなかったっけ？　なあ、銀星……どう思う？」

「握手をしようと近づいておるわけじゃなさそうじゃのう……」

「いろいろ俺様なりに考えたんだがなあ……。実はこれって、すっげ～チャンスなことに気づいたんだ。俺様はもともとお前にこの世から消えてもらいたかったんだよな。ルシアスの存在自体がうぜえことには変わりねえ。てことで、覚悟してくれ」

　覚悟と言われても困る。

　渡琉はゼファーに背を向けることができず、ジリジリと後退しながら、助けてくれそうな相手である銀星を窺った。

　だが、銀星はなぜか後ろ足で立ち、腕組みをして考え込んでいる。

「……銀星……なんか、すっげ～やばくないか？」

「ゼファーは本気のようじゃの」

　髭を前足で撫でつけ、フッと息を吐いた。

　銀星は緊張感がなさすぎだ。

「な、銀星がゼファーを止めてくれるんだろ？」

　期待に満ちた視線を向けたが、銀星はう～んと唸った。

　もしかしてやる気がないのかもしれない。

「ああいうゼファーはちいと面倒じゃからな……」

「ちょっ！　おま、使えねえっ！」

　ゼファーを見たり銀星を見たり、せわしなく視線を動かし、渡琉は二人の動きを目で追う。

「そりゃそうだ。銀星だってよ、本気でてめえの味方になんざなってくれるわけねえだろうが。てことで、覚悟決めろやっ！」

　ブンッと目の前に刃が下ろされるのを目前にして、渡琉は思わず銀星を摑んで盾にした。彼らにとっての味方を盾にされたら、ゼファーも少しは怯ひるむだろうと渡琉は思ったのだ。

「……ゼファー！　おぬし、刃の種類が違うぞ」

　ゼファーに突き出された銀星の言葉に、思わず渡琉の視線はゼファーの鎌に向いた。

　確かに銀星の言うように、この間の刃と少し違うような気がする。よく見ると、刃の付け根に彫られている模様が違うように見えた。

「この刃の意味、銀星には説明しなくても、わっかるよな～」

　ゼファーは笑いながら刃を振り下ろした。だが、銀星が前足で刃を挟み、止める。

「肉球白しら刃は取りじゃ」

　そう叫んだ銀星は、涼しい顔をしていた。

　きっと銀星は、ゼファーと対抗できる力を持っているに違いない。

「すげえ肉球だっ！　銀星、やるじゃん！」

　渡琉は状況に驚くよりも先に、ゼファーの刃を受け止めている銀星の肉球に目を奪われた。
















「感心しちょる場合かっ！　ゼファーはおぬしの魂を消滅させる気じゃぞっ！」

「……最初からそうじゃねえの？」

　渡琉の言葉に、銀星は呆れたような表情を浮かべた。

「魂を引き剝がすことと、消滅させることは違うんじゃ。人という入れ物に入った魂じゃからこそ、ゼファーの鎌で消滅させることもできるんじゃ。天界ではこうはいかん」

「そっ……それは反則じゃねえのかっ！」

　慌てる渡琉に対し、ゼファーは余裕の表情で髪を撫で上げる。

「う～ん。なんていうか。俺様はねえ、ルシアスってもともと大でえ嫌きれぇなんだよ。なんか……人のいいふりしてるとこがうぜえっつうかなぁ。クロノスを拘束してるのもルシアスだしなあ……。しかもガキはクロノスに手ぇあげやがったしなあ……。俺からすると、本来なら即死刑だぜ。ま、仕方ないんだと諦めて、消えてくれよな」

　刃を引き、構えを変えながら、ゼファーは面白くなさそうに言う。

「だから、あんたらの世界の人間関係をここに持ってこないでくれって言ってるんだよっ！」

　呆れながらも、ゼファーの怒りに満ちた瞳に後退し、どうにか逃げ道を探るものの、背を向けたら最後、闇だけが待っていることだけは理解していた。

「ゼファーっ！　おぬし、冗談ではすまんぞっ！」

　振り下ろされた刃は、今度は銀星の後ろ足の肉球に挟まれ、阻止された。

「ああ。俺も腹ぁ括ってるぜ。十二神の一人をやっちまおうって魂胆だからな……」

　睨み合っているゼファーと銀星から発せられる恐ろしいほど冷たい空気に、渡琉は背筋が凍りつきそうだ。

「……銀星っ！」

「しっかりわしを摑んで、盾にするんじゃぞっ！」

「わっ……わかったっ！」

　渡琉は刃が飛んでくる方向に銀星を向けた。

　走って逃げ回る余裕などなく、その場で必死に刃が飛んでくる方向を目で追い、銀星を振り回すだけで精いっぱいだ。

　だが銀星が重いため、だんだん腕に力が入らなくなってくる。

　少年の姿の時は瘦やせてスレンダーなのに、猫だとなんでこんなに太ってるんだと、文句がこぼれそうだ。

「肉球、肉球、尻尾、肉球、尻尾、尻尾って、しばくぞゴルァッ！　俺様をなめとんのかっ！」

「わしは誰の味方でもないんじゃが、おぬしがまだこんな馬鹿げたことを続けるつもりなら、わしにも考えがあるぞ」

　前足後ろ足で刃を摑み、銀星はいつものようにカカカと高らかに笑った。

「この、クソじじいめ……どうしてついてきやがったんだっ！」

「仕方ないのう。クロノスに告げ口でもしてやろうかの。わしが知る、おぬしの悪行三ざん昧まいを事細かくクロノスの耳に入れてやってもいいんじゃが……どうしようかの……」

　銀星の言葉にゼファーは鎌を引くと、獣のように唸る。

　怒りを抑えた形相は、それでなくてもゼファーを悪者顔に変化させていて、恐ろしい。

「ああ、言え。その代わり俺様はそいつの魂を消してやるぜ」

　大きく鎌を振り上げたゼファーだったが、そこで動きが止まった。

　恐る恐るゼファーの様子を窺うと、ゼファーの背後から突き出した二本の剣が首もとで交差していた。

「ゼファー、どういうつもりだ？」

　凍てつく冬空のような瞳と冷酷な微笑を浮かべ、クロノスは言う。

「……いや……俺様は……っ」

　交差する剣が深くなり、刃から逃れるため、ゼファーは首を大きく仰のけ反ぞらせている。

　こうやってみると、ゼファーよりもクロノスの方が腕が立つようだ。

「今しばらくは待てと、上からの命令をお前にも伝えたはずだが」

　クロノスの驚くほど冷たい声に、渡琉は自分に向けられた言葉でないことに感謝した。

「そ……そうだったな。いや……ちょっとした勘違いだって」

「勘違いでこの刃を使用しているというのなら、私の剣も勘違いで動きそうだな」

　すうっと細められたクロノスの瞳には、確かに殺し屋を想像させる、冷酷さが宿っていた。

「……わっ……悪かった。ちょっとした冗談だったんだ。怖がらせてやろうと思っただけだ……本気だったわけじゃねえよっ！　な、剣を引いてくれ」

「まず、お前からだ」

　クロノスの言葉に、ゼファーは渋々という表情で鎌を下ろした。同時にクロノスも剣を鞘さやに収める。

「上からの命令だからな。しばらくはおとなしくしてやっけど、ぜって～次は、後悔させてやっからなっ！　そこの人間ッ！　首洗って待ってろよ！」

　捨てぜりふを吐きながら、ゼファーは一気に飛び上がり、空中で姿を消した。

　渡琉は地面にへたり込んで、無意識に銀星の身体を抱きしめていた。

「痛いぞ、力を入れすぎじゃっ！」

「あ……あ、悪い。頭が真っ白になってたぜ」

　銀星を摑んでいた手を離し、渡琉は額に浮いた汗をようやく拭った。

　あの死神の鎌から逃げている時は必死で、気づかなかったが、腕には刃が触れた跡がしっかりと刻まれていて、切られたブレザーから白いシャツが見えている。

「銀星は、怪我しなかったか？　大丈夫か？」

　渡琉は銀星の身体をあちこち触りながら、怪我をしていないかどうか無意識に確かめていた。

「……ん？　ああ、わしは大丈夫じゃ」

「そ、そうだよな。銀星は俺とは違って、天界の人間だし、心配することなんてないんだよな。でもまあ……よかったよ」

　ホウッとようやく安堵のため息を漏らす。

　だが、心臓の鼓動は相変わらず早鐘を打ったように速い。

「ゼファーの暴走をお許しください」

　クロノスは静かにそう言った。だが、渡琉はそれにどう答えてよいのか言葉が見つからない。

　だいたい、今、クロノスがゼファーを止めてくれたのも、彼らの言う天界から待てと指示が出ているからだ。それが撤回されたらどうなるのか、考えなくてもわかる。

「……」

「おぬしもやっかいなことに巻き込まれよったのう……」

　銀星が気持ちをほぐすかのようにそう言って、渡琉のふくらはぎを叩く。

「巻き込んだのはそっちだろ。ていうか……あのゼファー、どうにかならねえのかよ。あんなふうに突然豹変されても、困るって」

　痺れた腕を揉み、額に浮かんだ汗を拭う。そしてまだ身体が震えているのを必死に誤魔化すように渡琉は足踏みをした。

「おぬしの魂がルシアスである限り、仕方のないことじゃ。そうじゃなあ……諦めて天界に戻ったらどうじゃ？　平凡な人生をここでだらだら送るより、よかろうて」

　銀星の言葉に、渡琉はムッとした。

　彼らがどういう世界で幸せに暮らしているのか知らないが、渡琉はここで生きているのだ。平凡だろうがだらだらだろうが、そんなことは放っておいてほしい。

「……なあ、俺にはルシアスって奴の記憶もなければ、天界って場所の記憶もねえんだぜ。毎日学校に行って友達と騒いで、抜き打ちテストに文句を言っているただの高校生だ。でも、この生活の何が悪いんだ？　俺は犯罪者でもねえし、誰かを苛いじめてるわけでもねえ。なのによ、どうしてあんたらに見下されなくちゃならねえんだ？」

「……ん？」

「あんたらがこの世界を管理してるからって、人間は天界の従属物じゃねえだろ。なんかこう言葉の端々で見下されてるのがわかって、気に入らねえんだよ。自分は偉いんだ～、天界の人間は、下界の人間より地位が上なんだ～っていう雰囲気プンプンだぜ。だいたい、俺らがいなくちゃ、上だって成り立たねえんじゃねえの？」

「……面白い考え方じゃのう。クロノスもそう思わんか？」

　銀星は髭を前足で何度も撫でながら同意を求めた。しかし、クロノスは相変わらず無言で渡琉を見つめているだけだ。

　いや、渡琉と銀星の会話に入ってくる気がないようだ。

「面白いって……俺はそういう意味で言ったんじゃねえよ」

「まあまあ、そう臍へそを曲げるんじゃない」

　銀星はようやく二足歩行をやめて、四つ足になると、尻尾をピンと立てて歩きだした。

　渡琉もゆるゆると銀星の後を追った。










　すげ～疲れた。

　夕食を終え、湯船に浸かりながら、渡琉はハアッと大きなため息をついた。

　ゼファーのあの様子では、また隙を狙って鎌を振り回してきそうだし、いつでも銀星が助けてくれるとも思えない。クロノスは今のところ上の命令を聞いておとなしくしてくれているようだが、いつまでそうしてくれているのか、楽観はできないだろう。

　二十四時間の制限がないなら、あの懐中時計を手に入れる前に時間を戻して、すべてを白紙に戻したい。

　そうすれば、渡琉は今も普通の高校生としての生活を送っていたはずだ。

　湯に鼻まで浸かり、ぶくぶくと空気を吹き出す。

「さっさと出てこんかっ！」

　浴室のガラス戸に銀星の影が映った。

　今のところ、銀星は渡琉のことをゼファーから守ってくれているようで、ずっと目に見える範囲でうろちょろとしている。

「あ～、わかってるよ」

　湯船から上がってバスルームから出ると、クロノスがバスタオルを持って立っていた。

「ちょ……なんでこんなところにいるんだよっ！」

　驚く渡琉とは逆に、クロノスはごく自然にバスタオルを渡琉に差し出した。

「どうぞ、お使いください」

　背後にいる銀星が顔を小さく左右に振る。

　断るなと言っているのだろう。

「……あ、うん。サンキュ」

　クロノスからバスタオルを受け取った渡琉は、頭から被って無造作に拭った。

　大抵の悩み事は一風呂浴びると綺麗さっぱり忘れられるのに、この件に関しては無理だった。

　チラリと銀星の様子を窺うと、クロノスと渡琉を交互に見て、顎をしゃくってくる。

　なんでもいいからクロノスと話せといっているようだ。

　確かにクロノスは、あのゼファーを簡単に抑えることのできる男だ。味方になってくれたらどれほど心強いかわからない。

「なあ……俺はそんなにルシアスって奴と似てないか？」

　渡琉の言葉に、クロノスの背後で洗面台に座っていた銀星が、前足で顔を覆った。

　質問的にはあまりよくなかったようだ。

「全く似ておりませんね」

「でも、俺はそのルシアス……なんだよな？」

　渡琉はさらにクロノスに言った。クロノスはどうして今更そんなことを聞くのだという表情で答える。

「魂だけは」

「あんたは……その……ルシアスに惚れて、ずっと側に仕えてたってわけだ」

「とても素晴らしい方です」

「俺には魂がどうのっていうのはよくわからねえけどさあ。誰かを尊敬したり、誰かに惚れたりするのは、外見じゃねえだろ？　そいつの性格とか……行動とか……違うか？」

　クロノスは少し驚いた表情を浮かべ、背後にいる銀星は、今度は前足を左右に振った。

　銀星が何を言わんとしているのかわからず、渡琉はとりあえず話を続けることにした。

「なあ、俺をちゃんと見てくれよ。あんたの知ってるルシアスって奴の外見とは全く違うんだろうけど、中身はそうなんだろ？」

　渡琉は自分の胸を叩いてクロノスを見み据すえた。

　もし渡琉の魂がルシアスというのなら、全く違う性格を形成するようにも思えないのだ。何かきっと共通点があって、彼を知る人間が見れば、わかってもらえるのではないかと考えた。

「確かにそうですが……だから、なんです？」

「なんで俺に惚れないんだ？」

　銀星は洗面台からひっくり返って床に落ち、クロノスは不快そうに眉を顰しかめている。

「……俺、変なこと言ったか？」

「意味がよくわからないことをおっしゃいました」

　クロノスは黒い髪を撫で上げ、珍しくため息をついていた。

「……ふうん。そうか。じゃあ、あんたの言う忠誠心ってやつはまがいものだってことだ。だってそうだろ、中身は変わらねえのに、見た目が変わっただけで、あんたの態度は変わるんだぜ。じゃあ、あんたはルシアスのどこに惚れたんだ？　ああそうだ、中身じゃねえよな？　どう考えても、外見としか思えねえよ」

　渡琉の言葉にクロノスはムッとしたようだった。

「私を侮辱する気ですか？」

　冷ややかな眼差しが渡琉に向けられるが、渡琉にも言い分がある。

「侮辱してるのはあんただろっ！　魂が誰なのか知ってるのに、あんたの態度はどうなんだよ。見た目ガキだから問題なのか？　お前らの言うルシアスの容貌はこれっぽっちも持ってねえ。容姿端麗でもなきゃ、穏やかでもねえっ！　俺は渡琉だ。でも……ルシアスでもあるんだろ？　俺にはわからないけど、あんたにはわかるんだろ？　どうなんだよ。違うのか？」

　渡琉がクロノスの視線を受け止め、答えを待つように見つめていると、銀星が間に入ってきた。

「まあまあ、まずは服を着た方がええのう……。風邪をひくのは嫌じゃろう？　話はそれからでもいいじゃろうて」

　なんだか母親のような気遣いを見せる銀星に、渡琉は苦笑しながらも、言われたとおりにパジャマを着てキッチンに向かった。

　渡琉は銀星が欲しがるので温めたミルクを用意し、自分はコーヒーを淹いれた。クロノスと言えば、何も要求することなく、リビングの窓際で静かに佇たたずみ、外を眺めている。

「お前の作戦は無茶苦茶じゃ。もう少し、味方になってくれそうな言い方はできんのかの？　今しかないんじゃぞ。上からの決定が下りたら、話し合いなどできんからの。しかも……上からの決定は、どうせ変わらんじゃろうから、今、奴の気持ちをどうにかして変えるしか手はないんじゃ」

　銀星は小声でまくし立てる。

「んなこと言われてもな……別に何か作戦を考えてるわけじゃねえし。そりゃあ、あいつが味方になってくれたら、心強いぜ。でもだからって、媚こび売る真似は俺、できねえよ。だいたい、クロノスはルシアスのどういう人間性に惚れ込んだんだよ。穏やかで優しいって……それだけで惚れたのか？」

　誰かのために命すら賭けられるという関係は、そうそう成立しないはずだ。

　それほどまでに思いを傾けられる理由が何かあるはず。

「そういえば、知らんのう……」

「……まあいいけどな。知ったところで、俺は渡琉だから、ルシアスのようにはいかないだろ。魂が同じってだけだからな」

　だいたい魂が同じということがどういうことなのかもよくわからない。

　前世は誰それだったという話は聞くが、だからどうなんだと、逆に聞きたいほどだ。

「どうするつもりじゃ？」

「わからねえよ……けど……」

　渡琉が銀星に疑問をぶつけようとすると、玄関の開閉する音が聞こえた。母親の亜也子が帰宅したのだ。

　リビングを覗くと、クロノスは姿を消していた。

「ただいま、渡琉。珍しいわね、こんな時間までリビングにいるの。ご飯はちゃんと食べたの？　宿題は？」

　亜也子は両手に大きな袋を引きずるようにして、リビングに入ってきた。

「全部終わってるよ。ていうか、その荷物はなんだよ？」

「銀星ちゃんのものよ。ほら、キャットフードとか、猫じゃらしとか、トイレの砂とか……いろいろ必要でしょう？」

　銀星にそんなものが必要だとは思わないが、あくまで猫だと信じている亜也子は、自らが買いそろえた物を嬉き々きとして袋から取り出して、テーブルに並べている。

「そうだけど……銀星は外でトイレとかしてるんじゃねえの？」

「飼い主としてちゃんとしてあげなくちゃ駄目よ。ほんっと、猫はいいわね～」

　ソファに寝転んでいる銀星に突進して、亜也子はその巨体をギュッと抱きしめた。フカフカの毛が心地良いのか、頰を擦りつけてニンマリとしている。

「そういえば……銀星ちゃんって、男の子よね。ねえ、渡琉。去勢って必要かしら？」

　亜也子のその言葉に、銀星は目を大きく見開き、脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

「あっ、銀星ちゃんっ！」

「母さん去勢は可か哀わい想そうだって。近所迷惑になるようなことがあったら、その時考えたらいいんじゃねえの？　けど……あいつは大丈夫だと思うけど」

「でも、子供をあちこちでつくられたら困るでしょう？　そういう苦情が来たら困るわ」

　亜也子の言葉に、渡琉は腹の底から笑った。










「クロノス……お前さんはどう思ってるんじゃ？」

　銀星は渡琉が眠っている足元に丸くなりながらも目を開けていた。

　クロノスは渡琉の傍かたわらに佇み、静かに見下ろしていた。

　まだ幼さが残る寝顔には、ルシアスの面影など一欠片かけらも見られない。

「わかりません。もっとも、貴方は……味方になってやる気のようですが」

「なんだかこやつにはほだされてしもうたんじゃよ。ルシアスとは全く性格が違うように見えて根本はやはり同じだと、わしは気づいたんじゃ。こやつが時間を操作するのは、いつだって人のためじゃ。自分のためには使つこうておらん。普通なら、テストの問題を先に知りたがる年頃に思えるんじゃが……そういう考えはさらさらないようじゃ。それにの……いつだって他人を先に心配しよる」

　銀星は太い尻尾を左右に振って、そう言った。

　どちらかというとあまのじゃくで、こんなふうに特定の相手に感心することはまれなのだが、銀星はずいぶんと渡琉を気に入ったようだ。

　もっともクロノスからすると、それは余計なことだ。

「だからといって、上の指示を無視するわけにはいきません」

「なぜ、お前さんが真っ先に気づかんのじゃ。わしはそれが不思議でならんのじゃ。それともいじけとるのかの？　お前さんにも何も言わずにルシアスが転生しよったことがのぅ……どうなんじゃ？」

　クロノスはジロリと銀星を睨んだ。

　確かにそのとおりなのだが、触れられたくないことだ。

「のう、クロノス。こやつはこう言いよったろう。『あんたらがこの世界を管理してるからって、人間は天界の従属物じゃねえだろ。なんかこう言葉の端々で見下されてるのがわかって、気に入らねえんだよ。自分は偉いんだ～、天界の人間は、下界の人間より地位は上なんだ～っていう雰囲気プンプンだぜ。だいたい、俺らがいなくちゃ、上だって成り立たねえんじゃねえの？』とな。なんだか面白いじゃろう？　最初はわしも面白がっとったんじゃが……これがルシアスの気持ちだったのかと思うたんじゃが、考えすぎかの？」

「考えすぎでしょう」

　ルシアスがどうして転生の実を食べ、この世界にやってきたのか、クロノスにはわからないのだ。もっとも側近くで仕えていたクロノスこそが、その理由を聞かされていなければならなかったのに、ルシアスは何も語らずに、一人で行動した。

　だが、本当に彼が望んでこの世界に来たのかもわからないのだ。もしかすると誰かの策略に落ちた可能性だってある。

　クロノスはそこを確かめたい。

「まあ、ルシアスは浅はかな男ではないからのう……何か考えがあってのことなんじゃろうが、この子にとっては残酷なことじゃったろうて。この子にも自分の人生を主張する権利はあるはずじゃからの」

「……それは上が決めることです。私達ではありません」

　実は上がどう決定しようとクロノスにはどうでもいいことなのだ。

　ただ、クロノスはルシアスに聞きたいことが山のようにある。

　なのに渡琉の肉体に納まっているルシアスからは、何も答えは得られない。だから早く連れ戻したいだけなのだ。

「話は変わるがの、こやつにお前さんがもと殺し屋じゃったことを話してしもうたんじゃが、いかんかったか？」

　ケロリとした顔で銀星は言った。どうしてこう、余計なことを勝手に言うのだ。

「話す理由がどこにあるのです？」

「じゃが、話さぬ理由がどこにあるんじゃ？」

「……ああ言えば、こう言う。貴方はよほど人を不快にする言葉を心得ているようですね」

　クロノスがそう吐き捨てると、銀星はフンと鼻を鳴らした。

「本当にお前さんはルシアス以外の相手には、無礼で無愛想でどうしようもないのう。本当にお前さんがルシアスのことを考えとるんじゃったら、彼の望みを叶えてやるのが、お前さんの望みでもあるんじゃないのかの？」

　銀星は身体をうんと伸ばし、目を閉じた。

　クロノスはしばらく渡琉の寝顔を眺めていたが、一つため息をつくと、ベッドから離れて窓際に立った。

　私の望み……か。

　ルシアスの本心さえわかれば、天界の命令がどんなものであろうと関係ない。

　ルシアスの望みがクロノスの望みだからだ。

　それを確かめる術すべがあれば……。

　窓の外に広がる夜の静寂からはなんの答えも見つけられなかった。










　二、三日は心配していたような出来事もなく、渡琉は普段どおりの日常を送っていた。

　ただ、気になるのは大丈夫だと言っていた健吾があの自殺未遂の後、学校を休み続けていることだ。

　学校には風邪でしばらく休むと連絡が入っていたのだが、なんだか怪しい。

　けれど健吾の家に行っても風邪がうつるからと言って、彼の祖母は会わせてくれなかった。

　そしてゼファーは一向に姿を見せず、こちらも心配の種だった。

　その代わり銀星が、いつだって何か美味いもののおこぼれがもらえるのではないかと、渡琉の周囲をうろついているためか、まだ安心ができた。

　あとはクロノスが言う、上からの結果を待つだけなのだが、今のところ回答は得られていないようだ。渡琉からすると、早くはっきりしてほしかった。

「あ、渡琉。悪いんだけど、今日のお昼休みに、銀行に行ってくれない？」

　朝食の準備をしている亜也子がそう言って、振込用紙と封筒をテーブルに置いた。

「なんだよそれ」

「今日、どうしてもこれを振り込まないと困るの。お母さんが行こうと思ってたんだけど、なかなか時間が取れなくて……。商店街の銀行からできるから、いいわよね？　学校の門を出てすぐのところだし。ちょいちょいっと抜け出したら行けるでしょう？」

「抜け出したらって……母さん……」

　最近は不審者対策のため、朝と夕方の登下校以外の時間、校門は閉められているのだ。

「これでも自分で行こうとしたのよ。でもね……ほら、急に呼び出しを受けたり、契約が取れたりして……ほんっとこういう時に限って、忙しくなるものなのよねえ～。お母さん、可哀想でしょう？」

　同情を誘うような声で亜也子は言い、手を合わせてくる。

「仕方ないなあ……じゃあ、昼飯食ったら、こっそり学校を抜け出すよ」

「ありがとう、渡琉。お父さんがいなくても、渡琉っていう男手があって、お母さん助かるわ」

　単身赴任で父親がいないため、家の用事のほとんどを母である亜也子がこなしている。

　とはいえ、亜也子もフルタイムで働いており、家事のすべてをこなすには無理があった。できる範囲で渡琉も手伝うが、せいぜい洗濯物を取り入れることや、自分の食べた皿を洗うことくらいだ。

　だから余計に、働いている母親の頼みに対して、嫌とは言えない。

「銀行の受付にこれを出せばいいんだよな？　俺、詳しいことを聞かれてもわからないぜ」

「そうよ。あっ、そうそう。お父さんが今晩帰ってくるって言ってたわ。今日は早く帰りなさいよ」

「わかった」

　亜也子の差し出す弁当と一緒に、振込伝票とお金の入った封筒を鞄かばんに入れて、渡琉は学校に出かけた。

「今日もいい天気じゃの……」

　足元を歩く銀星は髭をピンと伸ばして、気持ちよさそうだ。

「ほんとだな」

　空は雲一つない青空で、頰を撫でる風は心地良い。

　自分と同じように登校する学生が歩道を歩いていて、商店街の店先では、いつもどおり掃除をするおばさんの姿も見られる。

　このまま一日何事もなく終わってくれたら、ますますいい。

「渡琉、おはよう～！」

　いつも合流する地点で則義が待っていて、渡琉の姿を見つけると、手を振りながら駆けてきた。

「おはよう、ノリ……何かあったのか？」

　則義は妙に興奮した様子で、何か話したそうな顔をしていた。

「これを話したかったんだ。健吾のこと、わかったことがあるんだよ」

「え、なんだよ？」

「理由はわからないんだけど、お金が必要みたいなんだ……」

　会った時とうってかわって、則義は表情を曇らせた。

「はあ？」

　それは初耳だった。

　いまだかつて借金で首が回らないとか、お金がなくて大変だという話は健吾から聞いたことがなかったからだ。

「善ちゃんがつい二日ほど前、健吾のおばあちゃんが橋の上でうろうろしていたのを保護したんだけど……」

　則義の兄である善ぜん士じは、正義感が強く、とても心優しいが、いかんせん気弱な交番勤務の警察官だ。けれど「腰抜け・弱虫」と言って、馬鹿にされると、豹変する。実は空手や柔道、合気道の黒帯。渡琉達は「善ちゃん」と呼んでいる。

「だけど？」

「死にたかったって言うんだ。死んだら保険金が入るからって。その理由は言わずに迎えに来たおじいちゃんと帰っていったらしいんだけど……。健吾はずっと風邪だって言って学校に来てないし。家に行っても会えないし。なんだかすごく心配になってきたよ……」

　則義は歩きながら道路の石ころを蹴って、ため息をつく。

　では、この間健吾が飛び降りようとしたのも、保険金目当てだとでも言うのだろうか。

「でも健吾のうちは両親は離婚してたけどさ、別に生活が苦しいようには見えなかったけど、何があったんだ？」

　保険金ということは、それだけの大金が必要だということだ。

「お父さんのギャンブルの借金かな？」

　則義も首を傾げて、考え込んでいる。

「そういう噂でもあったのか？　俺は聞いたことねえよ」

「……違う、違う。ちょっとした想像だって。健吾はよくノロシックスを買って、わめいてるからさ。そういうのにはまって首が回らなくなったのかも……って思ったんだけど。それはちょっと違うよね」

　ノロシックスは宝クジの一種で六個の数字を選んで申し込み、抽選で数字が一致すると賞金が出るというものだ。一枚二百円という手軽さからか、結構みんなが購入している。

「だいたい返し切れないほどの借金は自己破産でチャラにできるんじゃねえの？」

「それもそうだよね……じゃあ、なんでお金がいるんだろ」

　だから健吾は渡琉達に相談しなかったのかもしれない。

　友達になかなか金を貸してくれとは言えないだろうし、アルバイトを数カ月したくらいの金では足りないに違いない。

「今日も帰りに寄ってみるか……ここまで来たら、ぜって～会わせてもらおうぜ」

　何ができるかはわからない。

　それでも健吾を放ってなどおけない。

「お金が必要なら必要で、相談してほしいよね」

　則義は寂しげにそう言い、渡琉も頷いた。










　昼に裏門から学校を抜け出した渡琉は、亜也子に頼まれた振り込みをするために、銀行に向かった。

「お客様……申し訳ありません。ペットはご遠慮ください」

　銀行の入口で行員に止められた渡琉は、足元にいた銀星に外で待っていてくれるよう言って、行内に入った。

　ええっと……どうするんだっけ？

　渡琉がキョロキョロしていると、先程の行員が近づいてきた。

「本日はどのようなご用件ですか？」

「母に振り込みするように頼まれたんです。あ、用紙とかお金とか持ってきてます」

「では、あちらの機械で整理番号を引いて、順番をお待ちください」

　行員の指し示す方向を見ると、スーパーのレシートみたいな紙が出てくる機械が設置されていて、やってきた客達はみなその紙を手に取っている。

　渡琉も紙を取り、カウンターの前にある長椅子に腰をかけた。

　四十九番か……。

　手の中にある紙には四十九番と印字されていた。カウンターに設置されている電光掲示板には、四十五番まで表示がついている。さすがに平日の昼間だからか客は少なかったが、三人ほど待たなければならない。

　渡琉はため息をつきながらも、待ち時間を潰すために雑誌をパラパラと捲めくった。だが、しばらくすると、行内が急にざわつき、あちこちから小声で「可愛い」だの「お人形みたい」だのという声が聞こえてきた。

　何が可愛いんだ……？

　雑誌から顔を上げると、人型に戻った銀星が、にこやかな笑みを振りまいて、渡琉の隣に腰を下ろした。

「……その制服。見間違いじゃなければ俺が小学校の時着てた制服だと思うんだけどな」

　ジロリと睨みつけてみたものの、銀星は悪びれることなく言った。

「だからなんじゃ？　のう、わしに似合うじゃろ？　下はフリルじゃ。わしはフリルが好きなんじゃよ」

　銀星はブレザーの下に着ているレースたっぷりのシャツを見せる。

「……あ、そう」

「なんだか面白そうなところじゃと思うての」

　足をぶらぶらさせて、銀星はキョロキョロと周囲を見回していた。

　これが小さな子供でなければ、挙動不審者だとチェックされているに違いない。
















「同じ番号じゃ」

　銀星の言葉に電光掲示板を見ると、渡琉が持っている番号が光っていた。渡琉はカウンターに向かうと、振込伝票と金を出した。

「お振り込みですね」

「はい」

「ではお名前をお呼びいたしますので、しばらくおかけになってお待ちください」

　渡琉は相変わらずキョロキョロしている銀星の隣に再度腰を下ろす。

「終わったのかの？」

「まだだよ」

「退屈じゃ……猫の方がよかったのう」

　あくびをしながら渡琉の膝に頭を載せて、寝転んでくる。

　今は人間であることを忘れているようだ。

「銀星って」

　起き上がらせようとするのだが、銀星は渡琉の膝にしがみついて、動かない。

「……退屈じゃ～」

「だったら、興味を引くところへ行けばいいだろ」

「おぬしの側におらんとな……わしが守ってやらんといかんだろう？」

　銀星の言葉に、斜め前に座っていた女性が振り向いて、プフッと笑う。

　どういう誤解をされたのか、考えたくもない。

「なんじゃ？　わしはおかしなことは言ってやせんぞ」

「……別に……なんでもねえよ。じゃあ、テレビでも見てろよ」

　渡琉は店の奥に設置されているテレビを指さす。だが内容が気に入らないのか、銀星はムッとした顔でまた渡琉の膝に頭を載せた。

　しばらくして、自分の名前を呼ばれた渡琉は、銀星を脇に押しやって、再度カウンターへと足を運んだ。

「こちらお控えになります」

　差し出された控えの伝票をポケットに入れて、銀星の方へ向き直る。

　すると、長椅子に寝転んでいたはずの銀星の姿が消えていた。慌てて周囲を見回すと、行内の奥にある扉を開けて中に入っていくのが見えた。

　な……何やってるんだよっ！

　退屈だと言っていたから、ウロウロとあちこち探索に行ったのかもしれない。

　だが、場所が悪すぎる。

　渡琉は慌てて、だが、人に見られないように奥の部屋に入って、銀星を捕まえた。

　部屋は応接室のようで、六畳ほどの部屋の真ん中にはテーブルやソファが置かれていて、壁には風景画がかけられている。

「退屈じゃったから探検しておったんじゃ」

「場所が悪すぎるぜ……ったくもう。ほら、出るんだって」

　渡琉が銀星を連れ出そうとすると、扉の向こうから何かの破裂音が響き、人々の悲鳴があちこちで上がった。

「……なんだ？　何があったんだ？」

　外の物々しい様子に渡琉は驚いて、部屋から出ようとノブを摑んだが、銀星に止められた。

「開けてもいいが、ゆっくりそっと様子を窺うだけじゃぞ」

「え？」

「外はやばそうじゃ」

　渡琉は銀星の言葉に従って薄くドアを開け、行内の様子を窺った。

　すると、目出し帽を被かぶった黒ずくめの男達が四人、目に飛び込んできた。どう見ても客には見えず、彼らのうち三人は怯える客達に銃を向け、一人がカウンターで金を要求している。カウンター向こうの行員は青ざめた顔で机の下に潜り込んでいる者や、銃を突きつけられて凍りついている者もいた。

「ぎ……銀行強盗だよな？」

　緊迫した様子を見て銀行強盗だと頭で理解しながらも、渡琉は思わず銀星に聞いていた。うってかわって落ち着いている銀星は、それでも困った顔をして、言う。

「静かにせんか。気づかれるじゃろうが」

「わ……わかった」

　できるだけ音を立てないようそろりとドアを閉め、渡琉は額に浮いた汗を拭った。

「あそこから出られるじゃろ」

　銀星は部屋の奥にある窓を見やった。窓の外は裏通りになっていて、開ければ逃げ出せる。とはいえ、渡琉にはそのつもりはなかった。

「……いや」

　行内には子連れの親子もいたし、老人もいた。ここで一人だけ逃げ出すのが躊躇われるのだ。何より、渡琉にはこの銀行強盗を解決する手段がある。時間を戻して銀行強盗が警察に捕まるように手配すればいいのだ。

　渡琉がポケットから懐中時計を取り出すと、突然、窓を突き抜けて、ゼファーが姿を現した。怒りに満ちた顔は相変わらずで、大おお股またに歩いて渡琉の間近に立つ。

「そいつを使うなって言っただろうが、あ～？　ったく、このガキめ」

「だから窓を突き抜けてくるなよっ！　じゃなくて……今の状況を放っておけっていうのか？　なんとかできる方法が俺にはあるっていうのによ」

　知らなければ使わなかったかもしれない。

　だが、知ってしまった。しかも渦か中ちゆうにいる。このまま逃げたら、後悔するだろうし、怪我人が出たら……いや、死者が出たら良心の呵か責しやくに一生苛さいなまれるだろう。

「お前がいじいじとそいつを使うたびに、時間にひずみができるんだぜ。おい、銀星。こいつの味方になるっていうなら、ちゃんと教育してやれ」

　ゼファーのいうひずみがどういうものなのかわからないが、もうここからは逃げ出せない。

「じゃあ、なんのためにこの時計が俺の手の中にあるんだ？　こいつはただの飾りじゃねえんだろ。何かを変えることのできる時計なんだぜ。これで俺の友達だって助かったし、母さんだって助かったんだ。誰かを助けられるって、いいことじゃねえか」

　銀星はどうしたものかという表情を渡琉に向けていて、ゼファーは眉み間けんに皺を寄せている。

「ヒーロー願望の強いガキだぜ。そうやって誰かを救っていい気分になりたいか？　ん？　誰にも認めてもらえねえのに、自分の寿命を縮めて、悦えつに入いって楽しいか？　全く、自己満足の世界だな」

　ゼファーは馬鹿にしたように、フンと鼻を鳴らした。

「自己満足って馬鹿にされるような悪いことかよ。俺がいい気分になったらおかしいか？　俺からすれば、あんたらみたいになんでもできる力があるのに、なんにもしようとしないことの方が、卑怯だと思うけどな」

　渡琉もゼファーに負けじと鼻をフンと鳴らした。そんな渡琉が気に入らないのか、ゼファーは口の端をピクピクさせて犬歯を剝き出しにする。

「……んだっと」

「ゼファーよさんか」

　一歩も譲らない二人の間に銀星が入り、宥めようとする。だが、それは余計なお世話だ。

「だいたい、あんたらさ……」

　さらに文句を言おうとした渡琉だったが、不意に背後の扉が開かれ、振り返った。

「う……動くんやないで」

　目出し帽を被った黒ずくめの男がそう言ったが、渡琉を見てなぜか「あっ」と声を上げて、後退った。

　身長は高く体格もがっしりしているが、視線はなんとなく逸らしがちで、銃を持っているものの、たやすく奪い取れそうな雰囲気だ。

　問題は、その声に聞き覚えがあることだろう。

「もしかして……知り合いとか……じゃねえよな？」

　渡琉の言葉に、目出し帽を被った男は顔を思いきり左右に振ったが、いつの間にか猫の姿に戻っていた銀星が飛びついて、男の帽子を摑んだ。

「うわっ……なんや……よせ、やめてくれや！」

　銀星は男の目出し帽を引き剝がし、飛び退のいた。その下にあった顔は、渡琉のよく知る人物のものだった。

「けっ……健吾っ！」

　渡琉は銀行強盗にも驚いたが、その仲間に健吾が交じっていることに一番驚いた。

「しっ……し～っ！」

　健吾は唇に人差し指を押しつけて、ばつの悪そうな顔を向ける。

「し～って……お前……どういうことなんだよ？　風邪で休んでたんじゃねえのかよ？」

「そっちはどうだっ！　誰もいねえかっ！」

　外から野太い声が響き、健吾は扉を開けられないように押さえたまま言った。

「は……はいっ！　誰もいません」

「さっさと出てこい。わかったな」

「はい」

　足音が遠くに去っていくと、健吾はため息をついた。

「なんで、お前がここにおるんや？　なんや……こんなところまで猫を連れてきとんのか」

　健吾は渡琉と猫の姿の銀星を交互に見て、途方に暮れたような表情になる。

　窓際にはゼファーがなにやらニヤニヤしながらこちらを眺めているのだが、健吾にはその姿は見えない。もっとも現実にはあり得ない鎌を振り回しているゼファーの姿など、見えたら大声で叫ばれていただろう。

「猫はどうでもいいよ。そんなことより、どういうことなんだよ？　なんで銀行強盗の仲間になってるんだ？」

「金が……いるんや」

　健吾は言葉を絞り出すようにそう言った。

「金？」

「だいたい、この間、飛び降り失敗したやろ。あれで……金のめどが立たんようになってしもうたんや」

　どこか非難するような声で話しながら健吾は渡琉を見つめた。だが瞳には苦痛が浮かんでいて、後悔も見える。健吾の中でも複雑な気持ちが入り乱れているようだ。

「……飛び降りて金が入るのか？」

「保険に入っとった」

　素人が考えるような馬鹿げたやり方に、渡琉はため息をついた。

「なあ、俺の母さんが保険の仕事やってて知ってるけどさ……保険に入ってすぐ自殺しても金は下りねえよ」

「もうええ。これで金が用意できるんや」

　渡琉の言葉を聞きながらも、やけくそ気味に健吾は言う。どうしてそこまでして大金が必要なのか、渡琉はまだ聞いていなかった。

「金って……なんでそんなに金が必要なんだよ」

「俺の姉貴に必要なんや」

　健吾は両手を上下に振って、また頭を搔く。自分でもどうしていいのかわからない様子だ。

「姉貴？」

「実は話したことはなかったんやけど、三つ上の姉貴がおるんや。両親が離婚して……俺は親父に引き取られたけどな、姉貴はオカンに引き取られよった。瑠る璃りっていうんやけど……病気なんや。治療に大金が必要や言われてんねんけど、もともと両親が別れたのも、親父の事業の失敗や。借金はあっても金を貸してくれる人間はもう誰もおらんのや。このままやったら姉貴の病気はどんどん悪化しよって、治療不可能になる」

　健吾は迷いを振り払うように顔を左右に振ると、床に落ちた目出し帽を拾って、最初そうしていたように被った。

　まだ銀行強盗を続ける気なのだ。

「他にも方法はあるだろ？　こんなことしてどうするんだよ。絶対に捕まるぞ」

　もし仮に警察に捕まったら、いくら未成年であっても、大きな罪になるだろう。もちろん多少、情じよう状じよう酌しやく量りようはされるかもしれないが、そういう問題ではない。

「親戚中頼み込んだんや。金に換えられるものは全部換えたで。誰でもええ、金を貸してくれそうなところはみんなで回ったんや。……でもな、金のことになると、今まで気ぃようしとった奴らが、とたんに冷たくなりよる。もう……しゃ～ないやんけ。俺のことはええから、そこの窓から逃げてくれや」

　健吾はそう言って部屋の奥にある窓を指さした。だが、渡琉はそちらを向くことなく言った。

「なあ、店内に仲間は何人いるんだよ？」

「……三人や」

「お前の知り合いか？」

「違う」

　健吾はどこか苦しそうだ。

　事情はどうあれ、健吾は正義感の強い男だ。自分のやっていることがどれほど悪いことなのかちゃんと理解しているのだろう。だから罪を犯していることに、苦痛を感じている。

「どうやって知り合ったんだよ……」

「もうええやろ、そんなことは。俺はもうやめられへんのや。誰も撃ったりせえへん。だいたい、俺のは本物とちゃうよってな。脅して金を持って逃げる。それだけや。……じゃあ」

　健吾はそう言って、応接室から出ていった。その背はどこか寂しげで、渡琉は顔を思いきり擦こすって、息を吐いた。

「どうするんじゃ？」

　銀星が渡琉に聞いてきた。

「……状況を把握してから……時間を戻すよ」

　時間をただ戻すだけではなんの解決にもならない。

　健吾を仲間に引き入れた人間が何者なのか、まずはそれを確かめてから時間を戻し、もとを絶つ。そうすれば、銀行強盗自体をなくすことができる。

　それは何度か時間を戻して渡琉が学んだことだった。

　たとえば、事故が起こることを知り、時間を戻して事故の現場に向かわないようにするのではなく、事故自体が起こらないようにすることが大事なのだ。

　そのためには時間を戻す前に、いろいろ情報を得なければならない。

　戻せるのは一度だけ。

　二度目のチャンスはないのだから、注意深く行わなければならない。

「まずは……時間を止める」

　渡琉はポケットから懐中時計を取り出し、ボタンを押した。

　時計を軸にして放射状に光の波が一瞬にして走ったのだが、時間が止まる一瞬前、高い音が響いた。

「もしかして、銃の音か……？」

　えっと思う間もなく、すでに時間は止まっている。

「かもしれんのう……」

　銀星は興味なさそうだ。

「……俺様は知らねえぞ～」

　ゼファーは意味深な笑みを浮かべて、相変わらず犬歯を見せているが、渡琉はそれを無視して部屋から行内へと戻った。

　時間が止まった世界はとても静かだ。静寂がどういうものか、渡琉は時間を止めて初めて知ったような気がする。

　渡琉はまずは行内をくまなく見回した。

　この銀行は支店のため、行内はそれほど広くない。カウンターは半円を描くようになっていて、うちパーテーションで区切られた席が三つある。その場所に母親と子供が身を潜ひそめるようにいるが、子供は泣いている。

　入口近くに老人が二人、カウンターに女性が二人、順番を待つ長椅子に座っているのが、男女あわせて四人。

　みなそれぞれ青ざめている。警備員が銀行強盗の一人に飛びかかろうとしていて、他の仲間がそれを阻止するように銃を撃っている。だが、その弾は空中で止まっていた。先程聞こえた音の原因はこれだったのだ。

　渡琉はまず、空中に浮かんだ弾を摑んで捨てた。

　次にこの二人の、身元がわかるようなものを持っていないかどうか探った。

「……免許証を持ってる。ばっかじゃねえの、こいつ」

　渡琉は免許証を持ち、男の目出し帽を脱がして顔が違っていないかどうかを確認してから、もとに戻した。

　男の名前と住所を渡琉は自分の腕にボールペンで書き留め、次の男へと移る。紙に書いたものは、時間を戻すと消えてしまうが、渡琉自身に書いたものは、不思議と残るのだ。

「いい大人がガキを巻き込んで銀行強盗なんてするんじゃねえよ……」

　ブツブツ言いながら、渡琉は二人の男達の名前と住まいを確認した。だが、カウンターに足をかけ、金を袋に詰めている男のポケットを探ったがそれらしいものを何も持っていなかった。もしかするとこの男がリーダーなのかもしれない。

　渡琉は財布すら持たない男をどうするか考えながら、銀行の外に出た。すると、銀行の脇にある駐車場に、車のエンジンをかけたまま行内を窺っている不審な男を見つけ、今度は車に乗り込んだ。

「なんか、ねえのかよ……」

　ごそごそとあちこちボードを開けて、渡琉は身元のわかりそうなものを探した。

「これは……いいもん、見つけた」

　今日の犯行計画の一部始終を書いた紙が何枚も出てきた。時間、逃走経路、最終的に高飛びをするための偽造パスポートまである。だが、偽造パスポートには健吾の分は含まれていない。

　彼らは健吾一人に罪を押しつけて逃げるつもりなのだ。

　高校生に押しつけてんじゃねえよ……。

　渡琉はムカムカしながら、計画書をもとの場所に戻した。

　運転席に座っている男の方は免許証からすぐに誰なのかわかったのだが、金を詰めていた男の情報が見つからない。

　渡琉は車のキーを抜いて外に出ると、どうせ盗難車だろうと思いながらもナンバーを控えた。

　道路を見回すと、パトカーが赤色灯を回して銀行に向かって走ってくるのが見える。通報はすでにされているようだ。

　だからこういうのは上手くいかねえんだって。

　ため息をつきつつ、渡琉は銀行に戻ると、もう一度身元のわからない男の身体を探った。

　やはり何も持っていない。

　だが、左腕に蝶ちようのタトゥーを入れていることに気づいた。

「……さっさと時間を戻せばいいんじゃないのかの？」

　黙って後を追っていた銀星が、面倒くさそうに口を開いた。

「それじゃあ、駄目なんだよ。あ～……やっぱり警備員は位置をずらした方がいいよな」

　一発目は逸れるだろうが、どうせすぐさま二発目を撃つはずだ。

　時間を戻して銀行強盗自体をなくそうと考えているが、やはり誰かが目の前で亡くなるのは寝覚めが悪い。

　渡琉は警備員を引きずって、行内の端に移動させた。

「あとは……健吾に話を聞かねえと……」

　汗を拭いながら健吾を窺うと、客を隅に集める役目を負っているのか、銃を向けて人質を奥へ移動させようとしていた。

　たとえどんな理由があっても、渡琉は友達として、健吾のこういう姿など見たくなかった。だからこそ渡琉がなんとかするのだ。

　渡琉は健吾を引きずり、応接室に戻った。

　そこにはゼファーだけではなく、クロノスまでやってきて静かに佇んでいた。

「なんでお前まで来たんだよ……」

　渡琉は引きずってきた健吾から手を離して、顔を上げた。

　ゼファーが今まで以上にニヤニヤといやな笑いを浮かべて鎌を何度も持ち替える。クロノスといえば、端正な美貌に磨きを掛けて冷ややかに立っている。

「天界の決断が下されました。貴方の訴えも多少なりとも理解はできるものの、ルシアス様には、やはり速やかにお戻りいただくことになりました」

　クロノスはなんの感慨もない口調で言った。

　この状況を見て、どうしてそんなことが言えるのか、渡琉は目が点になりそうだ。

「なあ……ちょっと待てよ。この状況を見て、いきなりそんなことを言うのか？」

「この状況とは？」

　クロノスは間の抜けた質問をしてくる。

「銀行強盗だよっ！」

「……なんです、それは」

　真面目に聞いているのか、本当によくわかっていないのか、クロノスは答えを待つようにこちらをじっと見つめている。

「金が欲しい奴が銀行を襲うことだよっ！」

「……酷い世界ですね。やはりルシアス様が住める場所ではないでしょう」

　だから天界に戻りましょうとでも言うのだろうか。

「銀行強盗なんざ、俺様達には関係ねえよ。さっさと時間を進めろよ。止めてる間は俺様も手が出せないからなあ～。本当に面倒くせえ……」

　まるで獲物を目の前にした獣が舌なめずりをしているような様子で、ゼファーは唇を歪めて犬歯を見せる。

『銀星……俺はどうしたらいいんだよ？』

　渡琉は小さな声で銀星に聞いた。今、頼れるのは銀星だけなのだ。

『わしも二人同時に相手はできんぞ』

　後ろ足で立ち上がった銀星は腕を組んで、尻尾をせわしなく左右に振った。

『じゃあ……銀星はゼファーを止めてくれよ……とりあえず』

　ゼファーは魂を引き剝がす能力があるが、クロノスにはないはず。まだクロノスから逃げ回ることを選んだ方がいいだろうと渡琉は考えた。だが、銀星はゼファーが気に入らないのか、顔を歪めている。

『あいつだけが俺の魂を引き剝がせるんだろ？　だったらしばらくあいつを俺から引き離してくれよ。もちろん、みんなからは見えないように、姿を消して……だぜ。なあ……俺はどうしても、健吾を助けたいんだ。だから今、魂を持ってかれるわけにはいかない。頼むよ、銀星。特大お好み焼き食わせてやるからさ』

　渡琉が必死に頼み込むと、銀星は渋々という表情だったが、空中を一回転して、人間の姿へと戻った。が、その手には渡琉が今まで見たことのない、司教が祭式の時に持つ杖つえに似たものを手にしていた。それは幾き何か学がく模様を描いたような複雑な装飾が上部に施された綺麗な杖だ。

　きっと銀星の武器なのだろう。

　もしかして銀星やる気満々なんだよな？

　ホッとしながらも渡琉はクロノスに視線を移す。

　そこには何を考えているのかわからない、男の姿がある。クロノスはクロノスで二本の剣の柄つかに手をかけていて、いつでも抜けるように佇んでいた。

「なあ……天界がどういう結論を出したとしても、俺は嫌だからな」

「嫌だと申されても、結論はすでに出ております」

　クロノスは表情を変えずにそう言ったが、まだ剣を抜く様子はない。

「けど……最初は俺が嫌だと言ったら、あんたは引いてくれたじゃねえか。なあ、その……俺も考えたんだけど、ルシアスって奴が好きでこっちに来たんだとしたら、無理やり連れ帰るのはどうかと思うぜ」

　渡琉自身、自分の中にルシアスがいるという確信はなかった。ただ、この懐中時計に触れているととても気持ちが落ち着くし、時間を操作している時、心の奥に響くものがある。何より自分は間違ったことなどしていないという、確信があった。

　もちろんそれは渡琉自身の気持ちだ。だが、もしかするとこの魂から感じるものなのかもしれないのだ。

「……私は何も聞かされておりません」

　クロノスは珍しく表情を曇らせてそう言った。従者として主人に何も聞かされなかったことにあれで傷ついているのだろうか。

「じゃあ、今は無理だから後で、俺の中のその……ルシアス……だっけ？　魂の交信でもやって確かめてみたらどうなんだよ？　あんたらなんでもできるんだから、やれるんじゃねえの？」

「できるのなら最初にやっています。何よりルシアス様は自ら転生の実を食べられたと聞いていますが、もしかすると何かの策略に落ちたのかもしれないのですから、ご本人は戻りたいと思われている可能性だってあるのですよ」

　きっぱりとそう言ったクロノスは、やはり剣から手を離さない。渡琉を殺すという方法で、魂を手にしようとするのか。

「ん～、何を二人でこそこそしゃべってるんだ～。ああ？　なんでもいいからさっさと時間を進めろよ」

「……そうだよな。俺も、時間を進めなくちゃ、健吾から話が聞けない」

　ゼファーとクロノスの動きをじっと見つめながら、渡琉はポケットに手を入れて、懐中時計の感触を確かめた。

　なんでこんな時に……。

　渡琉は健吾をチラリと見てから、視線をクロノスに向けた。

　クロノスは渡琉を殺すことはできない。

　渡琉がルシアスの魂を持っているからだ。

　確信は持てなかったが、渡琉はそこに賭けるしかなかった。

「……っ……」

　渡琉が止めていた時間を解除するのと同時に、やはりゼファーが先にしかけてきた。だが、銀星が自分の身長の二倍以上ある杖の飾り部分で、ゼファーの刃を止めた。

「なんじゃ。腕が鈍ったのう、ゼファー。わしも本気じゃて、楽しませてくれんか」

「この……くそじじいがっ！」

　銀星はゼファーの身体を窓の外へと追い出し、消えた。彼らには建物や壁などどうでもいいもののようだ。

　ゼファーは銀星に任せ、渡琉は健吾に事情を聞こうとしたが、首筋にヒヤリとした鉄の感触を受け、ゆっくりと背後を窺った。そこには予想どおり、クロノスがいつの間にか立っていて、渡琉の首に剣の刃を触れさせている。もしこの剣が勢いよく引かれたら、首の血管が切れ、渡琉は出血多量で死ぬだろう。

　だが、絶対にクロノスにはできないはずだ。

　渡琉は額に汗を滲ませながらもクロノスの行動を無視した。

「……いっ……いつの間に俺はこないなところに……っ」

　知らぬ間に自分が応接室に移動してきたことを知った健吾は、驚きに声を上げようとした。だが、健吾の口を塞いで渡琉が言った。

「し～っ。健吾。でかい声出すなよ。気づかれるだろ？　手を離すから、小さな声で話してくれよ」

　その言葉に健吾は頷き、渡琉は手を離した。

「私には貴方を殺せないと、そう……思われているのですか？」

　クロノスの感情の伴わない声が背後から響く。

　だが渡琉はやはり無視した。剣の存在は恐ろしいのだが、今はクロノスに付き合っていられない。

「……どないなっとるんや？　なんで俺がここにおるねん。応接室からは出たはずや」

　健吾はやはり周囲をキョロキョロと見回し、どうして自分がここにいるのか、考えようとしている。そんな健吾を宥めて、渡琉は言った。

「健吾。俺の言うこと聞いてくれ。な、大事なことなんだよ。健吾……お前、どこであいつらと知り合ったんだよ？」

　そう言うと、健吾はようやく渡琉の方を見て、チッと舌を鳴らした。視線が渡琉の背後に向かうこともなければ、背後のクロノスの存在に、驚きの声も上げない。健吾にはやはり見えていないことがわかり、ある意味ホッとする。

「それは信頼ですか？　それとも私を侮あなどっていらっしゃるのですか？」

　クロノスは相変わらず剣を渡琉の首に当てたまま、そう問いかけてくる。本当に落ち着かない状況だ。だが今は、健吾に集中するのだと、渡琉は自分を叱しつ咤たした。

「いいから話せよ。俺は、今……健吾をゆっくり説得する余裕はないんだ。健吾が拒否しても、俺は絶対に聞き出す気でいるんだぜ」

　健吾の肩を摑んだまま前後に揺さぶると、ようやく健吾は口を開いた。

「……渡琉……俺は……」

「俺がなんとかする。金が必要なら、他にもいろいろ方法はあるだろ。募金活動っていう手もあるんだぜ。インターネットを使って何かしら頼むこともできるはずだって。それに……きっと助けてもらえる無む償しようの基金だってあるはずだ。だから、こういう犯罪で金を得ようなんて考えはやめようぜ。健吾らしくないよ」

　渡琉の言葉に、健吾は肩を落とした。

「俺は……アホやったんやな……」

「そういう後悔は後にしろよ。健吾、あいつらにはどこで出会ったんだよ。どういういきさつで仲間に入ったんだ？」

「お答えください。どういうおつもりです？」

　渡琉が健吾に質問しているのに、クロノスが話しかけてきた。やはりクロノスを無視すると、ようやく諦めたのか、剣の感触が首から消えた。もしかすると首ではなく後ろから刺されるのではないかと心配したが、それはなかった。

「ほら……フレンチレストランの洗い場でバイトしとるの、知っとるやろ？　そこで同じように働いとる奴が声かけてきたんや。そいつは今店内で銃を振り回しとる」

　はあ……とため息をついて、健吾は言う。ようやく話す気になったようだ。

「いつから計画してたんだ？」

「それは知らへん。俺が誘われたんは昨日や」

「アジトみたいな場所、あるんだろ？」

「……レストランのある通りに、廃ビルあったやろ？　あの地下や」

　確かに健吾の言う場所には、何年も前に倒産した会社のビルが建っていて、以後、買い取られることも店てん舗ぽとして利用されることもなく放置されている。

「健吾さ、昨日の今日かよ。もうちょっと考えて行動しろよ……」

　はあ……とため息をついて渡琉が言うと、健吾は力なく言った。

「仕方ないやろ。俺も……せっぱ詰まっとったんや。あ～、ほんま、だんだん馬鹿らしいなってきよったわ。俺……なんでこないなことしとんねん……」

　目出し帽を被ったまま、健吾は目元を拭った。ようやく事の重大さを理解して後悔しているのだろう。だがその後悔はまだ遅くない。

「何時頃、その廃ビルに行ったんだよ？」

「……バイト先で誘われたんは……五時頃やった。廃ビルに案内されたんは……七時頃やな」

　健吾は思い出すように視線を彷徨わせて、言う。

「わかった。じゃあ、俺がなんとかするから、信じてくれよ。で、リーダーって誰だよ？」

「名前は俺も知らんねん。昨日はおらんかったんやけど、今日、合流してきよった。左腕に蝶のタトゥーを入れとって、なんや、有名な彫り師の作品やて。彫り師はそいつの弟やと、車の中で話しとったわ。そのくらいしかわからん」

　やはりあの身分を証明するものを何も持たない男がリーダーだったのだ。

　考えると一番抜け目がないのかもしれない。

「名前とかわからないのかよ？」

「確か……タトゥーに彫り師のサインが入ってるはずやけど……じっくり見たわけやあらへんからな」

　では時間を止めて、もう一度タトゥーを確認すればいい。

　弟の名前がわかれば、兄の名もわかるはずだ。

「銃は……昨日の九時頃、どこぞのヤクザが車と一緒に運んできよった。車の後部座席の下に銃やらいろいろ詰めてあった。ヤクザの顔は見てへんけどな」

「……ありがとう。助かるよ」

　健吾からの情報はかなり役に立つ。

　これだけわかっていたら、彼らが銀行強盗をする前に、警察に捕まえてもらえるだろう。

「なんでそんなん知りたいんや？」

「いいから、任せておけって」

　渡琉が力強くそう言うと、健吾は安堵にも似た息を吐いた。

「なんやわからんけど……じゃあ、お前を信用して任せるわ。でもな渡琉、あいつらは俺と違ってほんもんの銃を持ってるんやで。無茶はせんとってくれ。俺……お前が怪我するようなことがあったら、マジで、耐えられへん」

「俺は大丈夫」

　そう言って立ち上がると、そっとクロノスを探した。しばらくは干渉するのをやめたのか、彼は窓際に佇んで、じっとこちらを窺っている。ホッと安堵したのも束の間、入口のドアが勢いよく開けられ、銃を持った男が入ってきた。

「……おおっと……手を挙げろっ！　なんだ、ガキか……お前の知り合いか？」

　いきなりショットガンを突きつけられた渡琉は思わず手を挙げていた。だが時計は上着のポケットの中だ。

　様子を窺いながら手をポケットに伸ばそうとしたが、男によって阻止される。

「……違う。そんなんやあらへん。部屋に隠れとったの見つけたんや」

「じゃあ、俺の目の前で縛れ」

　健吾に不審な目を向けながら、男は渡琉にショットガンを向けたまま言った。渡琉は内心、歯ぎしりしながらも、健吾によっておとなしく後ろ手に縛られた。

「悪い……我慢して従ってくれや」

　小さな声で健吾はそう言い、渡琉の背を押す。

　だが、不意にガタンという音が響いて肩越しに振り返った。

「渡琉、こやつをそれほど長くは抑えておけんぞ」

　銀星が部屋の隅で、銀色をした鋭い棘とげの檻おりにゼファーを閉じ込めていた。ゼファーを拘束する棘は、銀星の持つ杖の下部が生き物のように伸びたものだ。彼らは渡琉にしか見えないことはわかっているが、誰も気づかないというのも、考えると気味が悪い。

「お前らまとめて全部俺様がぶっ殺すっ！」

　檻の間から叫ぶゼファーは、怒りで凄すさまじい形ぎよう相そうをしていた。それを見ると、銃を突きつける銀行強盗の犯人など、霞かすんでしまう。

「クロちゃんまでガキの味方になる気かっ!?　おま、それは勘弁してくれよっ！」

「……いや」

　クロノスはそれだけを言い、なぜか成り行きをじっと見つめていた。渡琉の言葉に何か感じてくれたのだろうか。それとも渡琉の気持ちを察して、とりあえずこの件が終わるまで自由にさせてくれるつもりなのか。

　いろいろ想像するものの、何を考えているのかクロノスの表情からは読み取れない。

「後にしてくれよ。後だからな」

「お前、誰に何を話してやがるんだ」

　渡琉が誰もいない部屋の隅に向かって言葉を発したせいか、犯人の男が気味の悪いものでも見たという視線を送ってくる。

「……別に……」

「ほら、お前がちゃっちゃとやれよ」

　犯人の男は健吾にそう命令する。

「……ああ」

　健吾は渡琉の背を押して応接室から連れ出すと、他の客達がいる奥へと向かった。

　そこには行員や客など十数人が、銃を持った犯人二人によって集められていて、渡琉もそこへ座らされる。

　様子をそっと窺うと、先程とは違い窓や入口のシャッターが下ろされていて、外部から誰も入ってこられないようになっていた。だが、集まり始めたパトカーや警察官のざわめきは、シャッターが下りていても伝わってくる。

　困った……。

　後ろ手に拘束されていてはポケットに手が入れられない。

　どうしてももう一度、時間を止めてリーダーのタトゥーを確認しなくてはならないのだ。

　それを終えてからでないと、時間を戻せない。だが健吾が彼らに合流する五時に間に合わせるには、今日の四時過ぎには時間を戻さなくてはならないのだ。

　今は二時を過ぎる頃だ。早く手を打たなければならない。

　渡琉は、必死にロープを解こうと手首を動かすのだが、なぜか余計に締まって、痛みが増す。

　リーダーらしき男はリュックやスポーツバッグに金を詰めていた。二人が人質に銃を向け、もう一人がテレビのチャンネルを変えている。

　その時、偶然見た速報に何かしらの運命を感じた渡琉は、画面を目に焼きつけた。しばらく犯人は自分の持っている小さな紙切れを眺め、チッと舌打ちをして、また番組を変えた。

「うわ～……これで逃げられるのかよ……」

　ニュースは今ここで起こっている銀行強盗の中継を行っていて、驚くほどの数の警察官と野次馬の群れが小さな銀行を取り囲んでいる様子が映されていた。

「……こんなはずじゃなかったんだがな……計画変更だ」

　リーダーの男が床にリュックやスポーツバッグを置いて、椅子に腰かけた。

　犯人達がこそこそと相談をしている間、渡琉は必死に手首を動かしていた。どうにかしてロープを解き、時計を手にしなければならないのだ。

　クロノスの手にあった時、時計はどうやってかわからないが、自分の手に戻ってきた。あの時の感覚を必死に思い出すのだが、指先がピクピク震えるばかりで、時計の感触は得られない。

「……解いてくれよ。そのくらいしてくれてもいいんじゃねえのか？」

　一緒に移動して、今度は渡琉の背後に立っているクロノスに小声で言った。

　だがクロノスからの返事はない。

「それとも俺を後ろから刺すか？」

「そこまで卑怯ではありません」

「じゃあ、急におとなしくなったのはどういう理由だよ。俺が苦労している姿を見ているのがそんなに面白いのかよ？」

　ブチブチと文句を言うと、クロノスは意味不明なことを口にした。

「……下界不介入の規則があるのです。私たちは観察することは許されていますが、介入は許されないのです」

「踊り子さんには手を触れないでください……ってか。畜生。じゃあ、なんで俺の後ろででくの坊のように突っ立ってやがるんだよ」

　前に立たれるより背後に立たれる方が、なんだか落ち着かない。

「貴方の行動を見ていると……何かがわかるのではないかと思っただけです」

　振り返ったところで、笑いもしない美貌がそこにあるだけだろう。

　この、ただ見られているだけというのが一番腹立たしい。

「今更、何をわかりてえんだよ……マジ、うぜえ……」

「お前っ、一人で何をブツブツ言ってやがるんだっ！」

　銃を構えて人質を監視していた男が渡琉に気づいてやってきた。

「……別に」

　渡琉が顔を背けると、その態度が気に入らなかったのか、男は渡琉の背中に銃口を押しつけた。さすがに背筋がヒヤリとして、生きた心地がしない。

「なんだ、その態度はよ」

「突然のことで、気持ちが落ち着かへんのやと思います。俺が見てますよって」

　健吾がそう言って、渡琉から銃口を逸らせてくれる。

　男は面白くなさそうな顔をしていたが、健吾の言葉に渡琉を一いち瞥べつすると、その場から離れていった。

「渡琉……頼むから問題起こすんやないて」

　小さな声で健吾は申し訳なさそうに言うが、渡琉はこんなことをしていられないのだ。

「健吾……悪いけどさ、俺の右ポケットに入ってる懐中時計を握らせてほしいんだけど」

「懐中時計？　こんな時に何言うとんねん？」

　何を言いだすんだという表情で健吾は目を丸くしていた。

「……一生の頼み」

　渡琉が必死な顔を向けると、健吾は周囲を見回しながら中腰になって、渡琉の右ポケットに手を突っ込んだ。だがそれを見ていた男がいた。

「へ～。お前もやるな。人質から金目の物を盗とろうなんてなあ……いい悪党になるぜ」

　渡琉のポケットから健吾が手にした懐中時計に、先程の男が気づいて戻ってきた。

「おい、そいつを俺に渡せ」

「……これは……俺のや」

　健吾が慌てて時計を自分のポケットに隠そうとしたが、男に腹を蹴られて床に倒れた。その拍子に懐中時計が転がる。

「てめえっ！」

　渡琉は男に体当たりして健吾から引き離すと、転がった懐中時計を口に銜くわえた。すぐさまそれを手に持ち替えようとしたが、騒ぎを収めようとやってきた他の男に首の後ろを殴られ、床に倒された。

「……っ！」

　首がもげそうなほどの痛みに耐えながら、渡琉は起き上がろうとした。だが、男に腰を踏みつけられて、それもできない。

「だからガキを仲間にするなって言ったのによ。……面倒だ。見せしめに殺すか？　それともちょろちょろしないように、痛めつけるか？」

　そう言って渡琉の足に銃口を押しつけた男に、健吾が殴りかかる。男は渡琉に向けていた銃を健吾に向け、引き金に指をかけた。

「……く────っ！」

　渡琉は必死に銜えている懐中時計を回して、歯で時間を止めるボタンを押した。

　時間は健吾が撃たれる寸前に、止まった。

「……全く……今日はなんて日だよ……」

　芋いも虫むしのようにごそごそと床を這い、渡琉はようやく立ち上がった。だが、時間が止まっていても、自分を拘束しているロープを外せない。

　なんだか理不尽だ。

「下界不介入かしらねえけど、これくらい解いてくれよ」

　あくまで状況を見守るだけのクロノスに、渡琉は言った。だがクロノスは動こうとはせず、ぽつりと呟いた。

「楽しいですか？」

「は？」

「世界がまるで貴方の手の中にあるような気分になるでしょう？」

　クロノスの瞳は底が見えない井戸のように、黒々としている。恐ろしく整った美貌なのだが、感情の揺れがないため、渡琉には不気味だ。

「今度は何を言いたいんだ？　まあ……あんたとは意思の疎そ通つうができねえって、諦めてるけどな。俺は、今、友達を助けるために必死なんだよ。わかる？　見ろよこの状況。銀行強盗は銃をぶっ放そうとしてるし、怯えた人質は大勢いて、外はパニックだぜ。普通は目の前の状況をなんとかしようとするもんだろ。なんでもいいから、さっさと解けよっ！」

　渡琉が怒りで顔を真っ赤にしながら怒鳴ると、クロノスは渋々というように、渡琉のロープを剣で切り落とした。

「……一応、礼を言うよ。サンキュ」

　渡琉は懐中時計をようやく手に持って、リーダーの男のところへ行くと、タトゥーのサインを確認した。蝶の模様の一番下に『丈司』と彫られている。これが彫り師の名前なのだろう。

「丈じよう司じか。なんか普通だな……まあいっか。これで時間が戻せるよ」

「まだお話はすんでおりません」

　クロノスは渡琉に近寄り、そう言った。

　殺気のようなものはないが、黒々とした瞳には真剣な輝きが灯っている。

「なんだよ」

「貴方はおっしゃいましたね。私の忠誠心はまがいものだと。ではせめて、外見は違っても、貴方が紛まぎれもなくルシアス様であることを、私に証明してください。そうしてくださるのなら、私は貴方に対しても忠誠を誓いましょう」

　クロノスは真顔でそう言った。では、彼が積極的に行動しなかったのは、ずっと渡琉の行動を見て、そこにルシアスとの共通点を探していたとでも言うのだろうか。だが、彼らには渡琉の魂がルシアスのものだとわかるのかもしれないが、渡琉には欠片も自覚がないのだ。そんな渡琉に証明しろと言われても無理に決まっている。

　だが正直、クロノスという味方は欲しい。

「……証明って……そういうのって証明するもんじゃないだろ。あんたが……その……俺の側にいて、感じるものなんじゃないのか？　だってな、俺にはルシアスって奴の自覚がないんだからさ。いやその……この話は今のことを片づけてからにしてくれよ。俺、同時にあれもこれも考えることがすっげ～、苦手なんだ」

　とりあえず味方になってくれという言葉ニユアンスを含めてみたが、クロノスに通じたのだろうか。

　渡琉はしばらく様子を窺っていたが、クロノスは沈黙したままだ。

「……もういいよ」

　渡琉は健吾に近寄ると、彼を狙っている銃口を逸らせた。

　これで、止まった時間を進めて時間を二十四時間戻せば、とりあえず解決できるはずだ。

「あんたとはもう少しゆっくり話し合った方がいいのかもな……」

　クロノスを振り返りながら、渡琉は懐中時計のボタンを押して、止まっていた時間を進めた。

　すぐさま時間を戻そうと竜頭を押そうとしたが、突然行内を襲った暴風に煽あおられ、カウンターに身体をぶつけた。同じように犯人達も巻き込まれ、壁にぶつかったり床に転んだりしている。

「いっで～っ！　何があったんだよっ！」

「渡琉っ！　気をつけるんじゃっ！　ゼファーがそちらへ行くぞっ！」

　銀星の声が届くよりも先に、ゼファーの姿が渡琉の視界に入った。

　空中に浮かぶ黒い霧きりが渦うずを巻いていて、目の部分だけが丸く光っており、幽ゆう鬼きさながらだ。それは渡琉だけではなく、他の人間にも見えるのか、恐怖から悲鳴が上がり、犯人達も口をあんぐりと開けて、腰を抜かしている。

「渡琉っ！　大丈夫なんか？」

　柱に摑まって飛ばされないように踏ん張っている健吾が見えた。

　竜巻でも起こったように、行内にあったパンフレットや、備品が空中を飛び、あちこちに当たって音を立てている。

「俺は大丈夫だよっ！」

　渡琉がそう叫ぶと、聞きたくない声が頭上から落ちてきた。

「俺様から逃げるんじゃねえよ……」

「なあ……ゼファー。なんだか、わかめみたいな姿に変わってねえか？　顔色も悪そうだし、病院に行った方がいいと思うぜ。なっ、銀星っ!?　銀星って！」

　笑って誤魔化そうとしたが、ゼファーらしき影はユラユラと揺れているだけだ。

「……だいぶん、頭にきたようじゃ。あの姿を捕えるのは面倒くさいのぅ」

　銀星はう～むと唸うなりながら、応接室から出てきた。

「め……面倒くさいって、ちょ、待てよっ！　なんとかしてくれるんじゃなかったのか？」

「いや……わかっとるんじゃが……ちと、疲れたの」

　銀星は吹きすさぶ風に髪や衣服を煽られながらも、なんでもないような顔をして、よっこらしょと、椅子に座った。

「……ぎぎぎぎ……銀星って！　……わあっ！」

　ゼファーらしき黒い影が向かってきたため、渡琉は飛び退いた。だが横をすり抜けた影はすぐさま方向転換をして向かってくる。

「ゼファー、よせ」

　クロノスは上空で渦を巻いているゼファーに静かにそう言った。

　周囲を駆けめぐる凄まじい暴風を受けても、クロノスの身体は揺らぐことがない。

「たとえクロちゃんの頼みでも、もう聞けねえな～。俺様は頭にきてるんだ。一つじゃ足りねえ……ここにいる奴らの魂を全部いただくぜ～……」

　嬉々とした声に交じり、呪のろいでも込められているような、野太い声が響く。

　渡琉も、腸はらわたを抉えぐられるようなゼファーの声に、身体が理屈なく震えた。彼は本当に恐ろしい存在なのだろう。

「のう、渡琉、早く時間を戻したほうがええぞ」

　銀星のアドバイスに、渡琉は慌てて竜頭を押した。
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「……渡琉、急に立ち止まってどうしたの？」

　隣にいる則義が心配そうな顔を向けている。

　周囲は日が傾きつつあり、持っている懐中時計の時間は四時半を指していた。

　渡琉は懐中時計をポケットに戻して浅く息を吐き、ゼファー達の姿がないことを確認した。

　あいつらどこへ行ったんだよ？

　時間を戻したからといって、彼らが消えるわけなどないのだ。

　だが、銀星まで姿が見えなかった。

「え……あ……なんでもねえよ。健吾はどうしたっけ？」

　目頭を何度も押さえて、渡琉は周囲を見渡した。白い閃せん光こうがまだ目に焼きついている渡琉は、軽い目眩を覚えながらも、状況を把握するのに必死だ。

「健吾はここしばらく風邪で休んでるじゃないか。……渡琉も知ってるよね？」

「そ……そうだったよな」

　やはり視界のどこにも彼らの姿がない。

　諦めるわけはないんだけどなあ……。

　先程のゼファーの剣幕を思い出すと、今の状況が逆に不気味だ。

「今日も会いに行ってみる？」

「いや……今日は……ちょっと……」

　健吾は五時頃バイトに出かけてそこで誘われて、七時に廃ビルに行く。そしてヤクザは九時にやってきたと言った。警察には今晩のことを伝えて、彼らを一いち網もう打だ尽じんにする手はずを整えてもらわなくてはならない。

「そういや、善ちゃん、今、交番にいるのか？」

「……ローテーションで、今日は警察署の方にいると思うけど」

「呼び出せるか？」

「行けば会えると思うよ。渡琉、善ちゃんに会いたいの？」

　首を傾げる則義に、渡琉は頷いた。

「すっげ～大事な話があるんだ。でも、時間がそんなにないんだよな……ちょとこれから用もあるし……」

　商店街に行ってあるものを手に入れて、それから健吾を引き留めに向かう。その後、善士のいる警察署に足を運べばいいはずだ。

「じゃあ、僕が先に善ちゃんのところへ行って、呼び出しておくから、渡琉は先に用事すませてきたら？」

　則義はにっこりと笑って、気持ちが落ち着かない渡琉をホッとさせてくれる。

「……いいのか？」

「いいよ。だってなんだか事情がありそうだし。僕も協力するよ。それで……何時頃、合流できそうなの？」

　ずれた眼鏡をもとの位置に戻し、則義は鞄を持ち替える。

「六時頃に警察署に行くよ」

「わかった。じゃあ、後で会おうね。その時事情を説明してよ」

「ああ」

　則義と別れた渡琉は商店街に行くと、あるものを手に入れた。そこからすぐさま健吾がバイトをしている店に向かった。目的の店の前に到着すると、店内には入ることなく、少し離れた場所で健吾を待つことにした。

　それにしても……あいつらぜって～どこからか見てると思うんだけど……。

　姿を見せないクロノスやゼファーが気になる。また何か企んでいるような気がするのだ。

　それでも今はまず銀行強盗を阻止するため、行動しなければならない。

　渡琉はガードレールに腰を下ろして、ノートを取り出すと、自分の腕に書いた犯人達の名前や住所を書き写した。それだけではなく、思い出せる限りの顔の特徴も一緒に記載する。

　リーダーらしき男は明日合流する予定になっているだろうから、タトゥーの形とそこに刻まれた彫り師のサイン、彫り師が彼の弟だということを書いておく。

　他に必要なことはあったかな……。

　車のナンバー。その車の後部座席の下に銃を隠してあること。

　ダッシュボードの中に銀行強盗の計画書が入っているかもしれないこと。

　思い出せる限りをノートに書き連ねていった。

「よおっ、赤松っ！　久しぶりやな」

　渡琉がその声に顔を上げると、昨日見た犯人の一人が店の前に立っていて、バイトにやってきた健吾に声をかけていた。

　すかさず渡琉は、健吾と男の間に割って入った。

「健吾っ！」

「……わ……渡琉」

　健吾は仮病を使って学校を休んでいたからか、渡琉の顔を見て、ばつの悪そうな表情を浮かべた。

「な、ちょっと話があるんだ。今日はバイト休んでくれよ」

　渡琉はそう言って健吾の手を摑んで引っ張った。だが健吾は動こうとしない。

「え……お前、何、言うとんねん」

「俺……すっげ～悩みがあってさ……頼むよ。友達だろ？」

　さらに手を引っ張り、男から離そうとするのだが、健吾は気乗りしない様子だ。金が必要な健吾に、バイトを休めるわけなどないのだろう。だがこれからのことを知る渡琉だからこそ、摑んでいる手は離せない。

「そ……そうやけど……」

「なんや、赤松。そいつ、ダチか？」

　男は渡琉の存在を鬱陶しそうに眺めながら、健吾に尋ねる。

「あ……はい。ちょ、渡琉……俺はバイトせんなあかんのや」

「わかってる。姉さんのことだよな？　だから……その話も含めて、相談に乗ってほしいことがあるんだよ」

　渡琉のその言葉に、健吾は目を大きく見開いて、慌てて言った。

「お……お前っ、なんで俺の姉貴のこと知っとんねん。ばあちゃんがしゃべったんか？　それともじいちゃんか？」

　打ち明けていない事を渡琉に言われたからか、健吾は明らかに動揺している。

「とにかく、今日はバイト休んでくれよ」

「それは……あかんて……俺は金がいるんだ。一日でも、休まれへんのや」

　渡琉の手を振り払おうと健吾は力を込めているが、渡琉も必死に耐えた。

「赤松……どうするんだよ？　バイト休む気か？」

　男は渡琉を睨みながら、言う。

　向こうも、友人である渡琉がここにいるのに、無理やり健吾を仲間にはできないはずだ。

「え……ああ……いえ……」

「はい。こいつのお父さんが倒れたんです。だから休ませてやってください」

　頑固な健吾に業を煮やし渡琉は噓をついた。たちまち健吾は顔色を変える。

「えっ！　親父がっ!?」

「だから、俺と一緒に来てくれって」

　ようやく健吾はバイトを諦めたのか、振り払おうとしていた手から力を抜く。すかさず渡琉は自分の方へと健吾を引っ張った。

「わ……わかったわ。すんません……俺……今日はちょっと……」

「ああ、そういう事情だったら、仕方ないな。店長には俺から言っておくわ。じゃあな」

　男はそう言うと、渋々という様子だったが、店に入っていった。

　渡琉がホッとしていると、健吾が今度は逆に渡琉の腕を摑んで声を荒らげた。

「親父がどないしたって言うんや？　いや……親父のことやったら、なんで俺に連絡がないねん？　……って、渡琉っ！　噓かい！」

　噓はすぐにばれたが、渡琉は安堵の表情は浮かべず、真面目な顔で健吾に言った。

「ああ。お前が馬鹿なことをしないように、俺は引き留めに来たんだっ！」

「馬鹿なことてなんやねん……」

　怪訝な表情で健吾は渡琉を見つめている。

「ノリを警察署に待たせてるから、歩きながら話すよ。今からそこに行くんだけど、健吾もついてきてくれよ」

　どんなふうに話せば健吾が納得してくれるのかわからないが、とりあえず問題の店から引き離したい渡琉はそう言った。

「警察署？」

「実は……俺、時々すっごい正まさ夢ゆめをみるんだ」

「渡琉て、頭、大丈夫なんか？」

　健吾は本気で心配した顔を向けてくる。

「聞いてくれよ。……健吾の自殺未遂を止められたのも、俺が前の日にそれを夢で見たからだぜ。だから健吾を絶妙のタイミングで助けられた。まあ……あの時は俺も半信半疑だったから……そんな夢を見たことは誰にも話さなかったけどさ。それに、実はあのバスの事故も夢で見たんだ」

　夢で見たというのは噓だが、時間を戻すとか止められるとか、そういう話をするより、この方が健吾に信じてもらえそうな気がしたのだ。

「そ……そうやったんか。そんなこと……あるんやな……」

　驚きながらも渡琉の言葉を健吾は聞いてくれている。だがとても信じているような顔はしていない。

「夢の中でさ、健吾が俺に言ったんだ。姉さんの手術費用のために金がいるって。そのためにはなんでもするってな」

　渡琉の言葉に健吾は目を見開いて驚き、それを誤魔化すように、咳せき払ばらいをする。

「ああ……そやな……」

「でもな、この夢にはまだ続きがあるんだよ。健吾はさっき声をかけてきたバイト仲間と一緒に、明日銀行強盗をするんだぜ」

　今までとりあえず真面目に聞いてくれていた健吾だったが、銀行強盗の言葉を耳にして、急に現実味を失ったようだ。

「は……はは……ぶははははっ！　渡琉、それはちょっと無茶やて。俺が銀行強盗て……やっぱり夢は夢やな。そんなん俺ができるわけないや……」

　健吾は笑い飛ばしたが、渡琉が真剣な表情のままでいると、笑顔を強張らせた。

「……え、マジで俺はやるんか？」

「夢の中ではやってた。すっげ～リアルだったぜ。気味が悪いほどさ」

　リアルどころか二人とも渦中にいたのだが、渡琉はそう言った。

「まあ……もしもやけどな。もしもやで、金やるから手伝え言われたら……やってたかもしれへん……」

　冗談のような口調ではあったが、目は本気だ。

「かもと違う。やってた」

「……そ、そうなんや。でもな、渡琉。金がいるのはマジなんや。お前らに相談でけへんかったのも……金のことやったからやで」

　健吾はどこか空虚な笑いを浮かべている。

　この調子だと、今でも誘われたら銀行強盗に参加しそうだ。

「これなぁ、健吾にと思って買ってきたんだ。受け取ってくれよ」

　渡琉は商店街で買ってきたものをポケットから取り出して健吾に渡した。健吾は渡琉から渡されたものをとりあえず手に取ったが、それを見ると呆れたような顔をして、次に大笑いをした。

「……気持ちはありがたいけどな。こんなんあかんに決まっとるやろ。これも夢で見たて、言うつもりなんか？」

「ああ。信じてくれよ。俺もそれに運命を感じたんだぜ」

　渡琉は自信たっぷりに言ったが、いくらなんでも信じられないと思ったのか、健吾は顔を真っ赤にして怒鳴った。

「誰がそんな馬鹿げた話、信じられるて言うねんっ！」

　確かにいきなり夢を信じてくれと言っても無理だろう。何かそれらしい証拠を見せて納得してもらうしかない。

「じゃあ……これから起きることが当たってたら……信じてくれるか？」

　渡琉は到着した警察署の階段を上がりきって、健吾を振り返った。

「……他に……何があるんや？」

「夢で見た銀行強盗を計画する奴らを一網打尽にするんだ。それができたら、健吾に渡したものを信じてくれるか？」

　そう言うと、健吾は渡琉が渡したものを見つめ、神妙な顔で頷いた。
















　街灯のない暗い路地裏に、二台の車がライトを消して入ってきた。車はジャリジャリと音を立てて前後に並んで進み、廃ビルの裏口で停まった。

　しばらくすると、廃ビルから懐中電灯を持った男が二人出てきて、二台停まっているうち、先頭の車に近づいた。その車から一人の男が降りてきて、後部座席を開けた。

　そこへ突然、無数のサーチライトが照らされ、闇に紛れていた車や男達を浮かび上がらせる。

　男達は驚きの声を上げるよりも先に、状況をすべて理解したのか、蜘く蛛もの子を散らすように四方へと逃げ出した。だが、すでに包囲され、逃げ道を絶たれていた彼らは、すぐさま警官に取り押さえられていく。

「ありましたっ！　ベレッタにショットガン二丁、確かにありますっ！」

　後部座席の下に隠されていた武器を警官が見つけて声を上げた。

「……信じられんな……君が小耳に挟んだ情報というのは本当だったようだ……」

　善士の上司にあたる警部が感心したようにそう言う。

　廃ビルの裏口から少し離れた空き地に覆面パトカーを停め、渡琉と則義、健吾は後部座席に並んで座り、運転席に善士、警部が助手席に座って、ずっと廃ビルを見張っていたのだ。

「本当でよかったです」

　警察署に着いた渡琉は、則義が呼び出してくれていた善士に、銀行強盗の話をした。

　もちろん、夢だとは言わず、ゲームセンターで遊んでいたら、偶然、銀行強盗を計画している話を小耳に挟んだと告げたのだ。

　彼らの名前や住所、どこで集まり、いつどうやって武器を調達するのかを書いたメモを見せて、信じてくれるまで説明した。

　あまりにも詳しく書かれたメモに、最初信じていなかった善士もだんだん真剣な顔つきになり、とうとう上司を呼んで話をしてくれたのだ。

「あとはリーダー格の男だな。こちらもすでにタトゥーのサインから追いかけているから、すぐに特定できるだろう。杉浦くんの弟達は素晴らしいな。君も見習わなければならんぞ」

　警部は今まで、噓だったら杉浦くんが責任を取れだの、子供でも許さないなどと言っていたことなどすっかり忘れた顔をしていた。

「あ……はい。そうですね……見習います」

　善士は、ひょろりとした長身に、眼鏡をかけている。鍛きたえているのに、なんだか貧弱で、瘦せていた。その上、健康なのに、顔色がいつも悪く、クスリでもやっているのかと誤解されることもしばしばだった。

「まあ、うちの署も、しばらくいいネタがなかったからな。来年の予算獲得のためのいい点数稼かせぎになってよかったよ。あ……いや……こっちの話だが。杉浦くん、この子達に美味い飯でも食べさせてやって、帰りはちゃんと送ってやりなさい。それが君の仕事だ」

「あ……はい。わかりました」

　善士がそう言うと、警部は車から降り、去っていった。

「……渡琉……お前……マジですごいやんけっ！」

　それまで沈黙していた健吾が、突然そう叫んで、渡琉の肩や背中を叩いた。緊張の糸が切れたからか、それとも渡琉の夢が現実になったからか、気持ちが高揚しているようだ。

「いや……そんな大したことはないけどな……はは……」

「本当にすごいよね。こんなシーン刑事ドラマでしか見られないから、本物を目の前にして、ドキドキしたよっ！　ね、善ちゃん！」

　則義もずっと握っていた拳を振り上げて、運転席に座っている自分の兄を叩いている。

「そうだね。僕も最初はびっくりしたけど……すごい情報をありがとう。とても助かったよ、渡琉くん」

　善士の優しい笑みがバックミラーに映り、渡琉は照れくささに肩を竦めた。

「いえ、俺もこんなに凄いことになるとは思ってなかったから……よかったです」

「じゃあ警部の言うように、ファミレスでも行こうか」

　善士はそう言うと、車を走らせた。大きなことを一つ解決したからか、流れていく対向車のライトが不思議と心地良く感じる。

　これでよかったのだ。

「なぁ、渡琉」

　健吾が小さな声で言った。

「なんだよ？」

「俺……渡琉の言うよう、こいつを信じてみるよって……祈っててくれや」

　真剣な表情でポケットを叩く健吾に、渡琉は小さく頷いた。










「本日はどのようなご用件ですか？」

　渡琉にとっては昨日聞いた同じ言葉を耳にしながらも、渡琉の気分はよかった。

「母に振り込みするように頼まれたんです。あ、用紙とかお金とか持ってきてます」

「では、あちらの機械で整理番号を引いて、順番をお待ちください」

　渡琉は素直に頷いて整理番号を取ると、カウンターの前にある長椅子に腰かけた。

　番号は昨日と同じ、四十九番だ。

　カウンターに設置されている電光掲示板には、やはり四十五番まで表示がついている。

　渡琉は待ち時間を潰すために昨日とは違う雑誌を手に取り、パラパラと捲った。だが、しばらくすると、行内が急にざわめき、あちこちから小声で「可愛い」だの「お人形みたい」だの声が聞こえてきた。

　雑誌から顔を上げると、人型をした銀星が、昨日と同じようににこやかな笑みを振りまいて、渡琉の隣に腰を下ろした。

「ずっと姿を見せなかったけど、何かあったのか？」

「わしにも……協力できんことがあったんじゃ……」

　銀星は昨日とは違い、少し暗い表情をしたまま、視線をこちらに向けようとしない。

「なんのことだよ？」

　怪訝な顔で銀星を見つめると、可愛らしい小さな唇からため息が漏れる。

「おぬしを守ることはできたが……できんことがあったんじゃ」

「……え？」

　どういう意味なのかを聞こうとする前に、銀星は言った。

「同じ番号じゃ」

　銀星の言葉に電光掲示板を見ると、渡琉が持っている番号が光っていた。銀星の言葉は気になったが、渡琉はカウンターに向かって、振込伝票と金を出した。

「お振り込みですね」

「はい」

「ではお名前をお呼びいたしますので、しばらくおかけになってお待ちください」

　渡琉はすぐさま銀星の隣に戻って、腰を下ろした。先程の話の続きをするためだ。

「なあ銀星、できないことって、なんのことなんだ？」

「すぐにわかるじゃろう……」

　さらに問いかけようとした渡琉だったが、自分の名前を呼ばれ、再度カウンターへと足を運んだ。

「こちらお控えになります」

　差し出された控えの伝票をポケットに入れて、銀星の方へ向き直る。

　銀星は昨日とは違い、ウロウロすることなく難しい顔をして座っていた。

「……わかるって何がだよ？　それに凄まじく怒ってたゼファーも、クロノスも姿を見せねえのって、変だぜ」

　怒りから誰なのかわからない姿でとぐろを巻いていたゼファーが、時間を戻したのと同時に、姿を見せなくなった。もちろん協力的とは言えなかったが、剣を退いてくれたクロノスの姿も見あたらない。

　何か理由があるとしか考えられず、渡琉はそれが気になって仕方がない。

「う～む……」

「う～むじゃわからねえよ、銀星」

　銀星が唸っていると、行内が一瞬ざわつき、渡琉の顔が自然と上がった。

　なんだろうと渡琉が周囲を見渡すと、客達はみな同じ方向を見て、口を開けたり、目を見開いたりしている。彼らの視線はすべてテレビ画面に向かっていた。

　……え？

　そこに映し出されたニュース速報に、渡琉は我が目を疑った。

『ニューヨーク発、成なり田た着、二三六便が太平洋沖で消息を絶ちました。詳しい状況は現在わかっておりません。新しい情報が入り次第、お知らせします』

　昨日、こういうニュースはやっていただろうか。

　それとも銀行強盗の裏で、実はやっていたのに、渡琉が気づかなかったのだろうか。

「ニューヨーク発……って」

　何か大事なことを渡琉は忘れていないだろうか。

　今晩、父親が帰ってくる予定になっている。しかもニューヨーク発、成田着の便だ。

　どの便に乗るのかまで聞いていなかったが、銀星の様子からすべてを悟った渡琉は、一瞬にして青ざめた。

「……まさか……まさかだよな？」

　渡琉が銀星の肩を摑んで上下に揺さぶったが、困惑した表情を向けられるだけで、思い浮かべた最悪のことを肯定も否定もしてくれない。

「銀星っ！　どうなんだよっ、あれは俺の父さんが乗ってる飛行機か？」

　渡琉が周囲のことなど気にせずに怒鳴ると、行内にいた客達が、何事かと今度はこちらに注目をし始めた。警備員も、渡琉の声に尋常ならざるものだと感じて、近づいてくる。

「銀星っ！」

「ええ。まだ、墜落はしていないようです」

　残酷なほど冷ややかな声が背後から響き、渡琉は振り返った。

　いつものように突然現れたクロノスとゼファーの姿がそこにある。クロノスは行内をぐるりと見回して渡琉の方を向き、ゼファーは嬉しそうに笑い、肩に乗せた鎌を両手で持っていた。

「あ……あんたら……知ってて……知ってて昨日、俺に何も言わなかったんだなっ！　そうなんだろ？　わかってたのに言わなかったんだっ！」

　渡琉が怒鳴ると、事情を知らない行内の客の視線がさらに集まり、一気に駆け上った怒りで、顔が赤くなる。

　他の人間にはクロノスやゼファーの姿が見えないため、誰もいない場所に怒鳴っている渡琉は危ない人間に見られているのだろう。

「……っくそ」

　渡琉は時間を止めた。一度、同じ日をやり直しているため、もう時間は戻せない。

　だが時間を止めただけでは今まさに墜落しようとしているかもしれない飛行機を助けることはできないだろう。そこに自分の父親が乗っているのに。

「だから……あれだけ怒ってたくせに……退いたんだなっ！」

　渡琉が時間を戻す前、ゼファーは怒りから姿まで変わっていたのだ。そんな男が、理由もなく姿を消していたとは思えなかった。何かがあると嫌な予感にとらわれていたが、こんな結果が待っているとは思いも寄らなかった。

「ガキには邪魔ばかりされていたからなあ……今度はどうやっても無理だ。ああ～こういう優越感が、俺様にはたまらねえなあ～」

　ゼファーは本当に嬉しそうに笑い、ふふんと鼻を鳴らす。

　飛行機が墜落するということは、何百人もの人が犠牲になるということだ。なのにどうしてこんなふうに嬉々としていられるのか、渡琉には理解ができない。

「優越感だって!?　あんた、何言ってるんだ？　これから何百もの人が死ぬかもしれないのに、そんなふうに言うのか？」

　渡琉はゼファーに詰め寄り、胸ぐらを摑んだ。けれどゼファーはその手を払うことなく、ニヤニヤとしている。

「だいたいな、お前が時間をちまちまと弄るから、こういうでかいひずみができたんだぜ。俺様がこの事態を仕組んだわけじゃねえんだからなあ。ん……じゃあ、お前のせいじゃねえの」

　ゼファーは、まるで渡琉がこの事態を招いたように言う。

「……俺が……悪いって言うのか？」

「聞いてるだろ、この世界ではその時計を使うなってよ。時間の流れを弄れば弄るほど……時間は辻つじ褄つまを合わせようとする。それにお前の親父が巻き込まれただけだろうが」

　まるで自じ業ごう自じ得とくとでもいうように、ゼファーの言葉は辛しん辣らつだ。

　渡琉はゼファーの胸ぐらから手を離して足の脇で拳をつくり、怒りを堪えた。

「俺のせい……じゃあ、放っておけばよかったって言うのか？」

　結果を知りながら、それを受け入れるしかなかったとでも言うのか。

　誰かが傷つくことを知りながら、見て見ぬふりをしろとでも言うのか。

　渡琉にはそんなことはできない。

「この世に起こるすべての不幸を自分がなんとかできるとでも思っているのですか？」

　クロノスがようやく口を開いて渡琉を見つめた。まるで渡琉を責めているような口調に、苦いものを感じる。

「……俺は一度だってそんなこと考えたことなんかねえよっ！　ただ、誰だって目の前に危険があったら避けるだろっ！　それのどこが悪いんだっ!?　普通じゃねえかっ！」

「傲ごう慢まんだと思わないのですか？」

　あくまでクロノスは冷静だ。

「傲慢？　それはあんたらだろ。だいたい、俺はあんたらとは立場も違うし考え方も違うんだぜ。しかも俺はあんたらの言うことなんて信じてねえ。じゃあ、時間のひずみのせいで飛行機事故が起きたっていうのか？　火山が噴火するのも、ハリケーンが家を壊すのも、厄災はすべてひずみのせいだとでもいうのか？　そんな馬鹿馬鹿しい話があるかよ。ちょうどいいこじつけとしか思えねえよ」

　腹立たしげに渡琉が吐き捨てるように言うと、クロノスは顎を引いて、怪訝な表情を浮かべた。

「……どうしてそれほどまで必死になって運命を変えたがるのかわかりません。貴方方人間には、いずれ等しく死が訪れるのです。今ここで助けたとしても、結果は同じ。何をしたところで無駄なのですから、かかわる必要などないでしょう」

　住む世界が違うとこんなにも考え方が違う。

　クロノスに何を言っても無駄なのだろうが、通じないからと言って、反論せずにいるのも彼の言葉を認めたような気がして、できなかった。

「死を心配しなくていい奴に、いつか死ぬ人間がどんなふうに精いっぱい、毎日生きてるかなんて、理解できるわけないだろ。つうか、疑問に思う時点で間違ってるよ」

「……確かに」

　どのあたりに納得してくれているのかわからないが、クロノスはとりあえず剣に手を伸ばすことはなかった。

「……はははは……言ってろよ。俺様は全然、こたえねえぜ～。今日はいい気分なんだ。なにせ極上の魂がたんまり手に入るんだからな。おおっと……ガキの親父も交じってんだったな……。ああ……ゾクゾクするぜ」

　渡琉は鎌を持ってダンスでもするのではないかと思われるほど陽気なゼファーを睨みながら、クロノスに言った。

「俺を飛行機に連れていけよ。もしこれが……俺もせいだって言うのなら……俺がなんとかする。そうだろ？　俺の行動が原因だって言うのなら、ケリをつけるのは俺だっ！」

　クロノスに怒鳴ると、驚くべきことに彼の表情は少しだけ笑顔をつくったように見えた。だがそれもへの字に曲がっている唇が少しだけ上に歪み、笑顔というものに思えるだけなのかもしれない。

「今の貴方には何もできません。目の前で飛行機が落ちるのを見て、平静でいられますか？」

「……できることを探す。ここは俺の世界だ。あんたらみたいに運命ってやつを簡単に受け入れられねえんだよっ！」

　渡琉が怒鳴ると、しばらくクロノスは逡しゆん巡じゆんしていたが、ゆっくりと頷いた。

「……いいでしょう」

「ちょっ、クロちゃんっ！」

　ゼファーは抗議の声を上げていたが、クロノスが取り合う様子はなかった。怒ると恐ろしいゼファーだがクロノスに対しては逆らえないようだ。

　とりあえずホッとしていると、今まで黙っていた銀星が声を発した。

「渡琉……これに関してはわしがしてやれることはない。じゃが時を変えることは、お前さんじゃからこそ許されていることなのを、忘れるんじゃないぞ」

「俺じゃなくて……ルシアスって奴だろ」

　どいつもこいつも渡琉の中にある魂の持ち主のことばかり言う。渡琉にすればうんざりだ。

「ああそうじゃ。お前さんじゃよ」

　銀星は大変な状況でありながら笑っていた。

「……もういいよ」

「さあ、手を……」

　クロノスがそう言って両手の掌を差し出してくる。

「……あ……わかった」

　渡琉は差し出されたクロノスの掌に自分の手を重ねた。

　すると渡琉の身体は、屋根や壁などの障害物を難なく通り抜け、凄まじい勢いで空へと飛び上がった。いや飛び上がるというより、空に吸い込まれるような感じだ。

「……っ」

　あっという間に渡琉はクロノスに雲の上まで引き上げられていた。

　小さい頃、空を見上げては、あそこまで行けばふわふわと浮かんだ雲の上を歩いたり、潜ったりできるのだと信じていた。それができないことを理解できる年齢になった今、夢が叶かなっている。

　だが、これほど上空にいて本来なら空気が薄くて呼吸などできないはずなのに、普通に息ができているのが不思議だ。

「気分はいかがです？」

「空気が吸えてる……」

「私のフィールドで保護していますので、手を離されても大丈夫です」

　そう言われても、渡琉はクロノスの手を離すことができない。離せば一気に下に落ちそうな気がして仕方がないのだ。

　どういう仕組みになっているのかわからないが、クロノスに引っ張られているというより、自力で浮いているような浮遊感がある。

　視線を下に向けると、自分の住んでいる街並みが見える。時間が止まっているからか、精巧な地図を眺めているような気分になった。

「いいから……さっさと飛行機の場所に連れていけよ」

「わかりました」

　空を飛んでいくのかと思っていたのだが、瞬まばたきする間に周囲の景色が変わる。

「……え……あっ！」

　いつの間にか渡琉は白い機体の翼に両脚で立っていて、突然戻った重力に、身体がつんのめる。そんな渡琉の身体をクロノスが支え、思わず自らも抱きつこうとした手を慌てて引っ込めた。

「ガ……ガキじゃねえよ……一人で立てる」

　クロノスから離れた渡琉は、翼の上から周囲を見渡した。

　何があったのかわからないが、飛行機は機体を斜めにしていて、四機あるエンジンの二つから火を噴いていた。機体の後部は真っ黒な雲に隠れ、影だけが浮かんでいる。下を覗くと遙か下に青い海が広がっているが、近くに船せん舶ぱくの姿は見えず、また島もなかった。

　渡琉ができることは時間を止めることだけだ。

　どうすればこの飛行機に乗っている人達を助けられるのだろうか。

　飛行機の窓を見ると、そこには混乱している人々の姿があった。天井からはすでに酸素マスクが下りているのか、みな慌てて口につけている。サラリーマンもいれば、親子連れも見えた。

　そんな中、翼の付け根の窓のところに、父親の姿を見つけた。

　やはりこの機に乗っていたのだ。

「父さんっ!?」

　渡琉は翼の上を駆けて、窓に近寄った。

　父親は青ざめていたが、鞄を膝に置いて、手帳に何かを書き連ねている。表情は怖いほど真剣だ。

「着水するギリギリで時間を止めて……中の人達を外へ出せば……」

　窓に張り付き、渡琉は呟いた。

「そのまま底まで沈んで、目が覚めるのと同時に溺でき死しですよ」

　クロノスは残酷な一言をサラリと言った。

　だが、渡琉にはこれ以上のよい方法が浮かばない。

「……なあ～まだか？　まだ時間を進めないのか？　そろそろ俺様も退屈になってきたぜ」

　その声に顔を上げると、ゼファーが飛行機の上をグルグルと飛んでいるのが見えた。

「……くそっ！」

　このままずっと時間を止めておくわけにはいかない。けれど、時間を元通りに動かし、最悪の結果が届くのを、知っていながら待つなんてできない。

　何か方法があるはずだ。

　何か……何かだ。

　あるかどうかではなく、なくても探さなくてはならない。

「俺は……どうすればいいんだよっ！」

　どれだけ見回そうと、この周辺には助けが望める希望はない。そして一番なんとかできそうな連中は、まるで無関心だ。

「このまま運命を受け入れるしかないでしょう」

　クロノスはあっさりとそう言った。冷静すぎる言葉は逆に腹立たしい。

「そんなセリフ、よく言えるなっ！　飛行機の窓を見てみろっ！　みんな恐怖にかられた顔をしてるじゃないかっ！　あんな姿を見たら助けてやりたいと、思うだろっ!?　中には子供だっている。信頼している乗り物が、空中できりもみしながら落ちていくんだ。想像しただけでも俺は怖い。なのにあんたら……おかしいぜ。人がこれから死ぬっていうのを、車が通りすぎるくらいにしか、感じちゃいねえんだからなっ！」

　渡琉は立ち上がり、クロノスに食ってかかった。

「だからなんです？」

　クロノスはあくまで事務的だ。ゼファーは論外だが、クロノスであっても、渡琉の気持ちなど理解ができないのだろう。

「俺は……助けたいんだよっ！　どうにかして……助けたいんだ……」

　絶望的な状況に、体温が上がり、心臓の鼓動も速くなる。

　手足の先が妙に冷たく感じた。

　自分が考えた救助方法は実現できないものばかりで、思いつくのと同時に消えていく。

　どうして天才に生まれなかったのか。

　天才ならこの場を切り抜けるいい案が浮かんだかもしれないのに。

「ずっとこのまま時間を止めておくことはできませんよ」

　不思議とクロノスは何かを見定めようとするかのように、渡琉の行動を目で追っている。

　もしかすると助けられる方法が何かあるのかもしれない。

「言われなくてもわかってるよっ！」

　顔を両手で撫で上げ、頭をせわしなく搔いた。

　どれほど時間が経たとうと、なんの解決策も出てこない。

「そうだ……なあ……俺の命と引き替えっていうのはどうなんだよ。あんたらは俺の魂を持って帰りたいんだろう？　この飛行機を助けてくれるんだったら……いいぜ」

　渡琉の言葉にクロノスは不思議なことにハッとしたように目を見開き、薄い唇に微笑らしきものを浮かべたように見えた。一瞬、クロノスは渡琉の提案を受け入れてくれたように思え、希望の火が胸に灯る。

　クロノスの目的は渡琉の魂だ。だから彼が待っていたのはこの言葉だったのかもしれない。

「その代わり……この飛行機をどうにかして助けてくれよ……空を飛んだり、壁を突き抜けて出入りできるあんたなら……なんとかできるだろ？」

　渡琉にはもはや彼らにこう持ちかけるしか方法がなかった。

　今、渡琉にできることがないのだから、取引のできる相手に頼むしかない。

「父親がいるから……ですか？」

　そう言ったクロノスの表情には先程の微笑らしきものは全くなかった。

　信じられないほど冷淡になった美貌がそこにある。もしかすると先程渡琉が見た微笑自体が、夢だったとでもいうように。

　では渡琉の提案は彼の望みではなかったのだろうか。

　クロノスの求める答えはどこにあるのだろう。

「……俺は……父さん一人を助けるために来たんじゃない。父さんがいなくても……俺は同じことをぜって～言ってる」

　確かに父親がいたからここまで来た。けれど父親が乗っていなかったとしても、渡琉はきっとここにいるだろう。

「……どうしてです？」

　クロノスはどういう答えを何を求めているのだろうか。わかれば彼の納得できる言葉を告げられるが、渡琉には想像すらできない。

「通じねえ会話をこれ以上する気はねえよっ！　俺と取引してくれるのか？　しないのか？　どうなんだよっ!?」

　渡琉が大声で叫ぶと、ゼファーが下りてきて、飛行機の上部に座った。

「無理無理無理～無理だっての。だいたい、お前は条件を出せる立場じゃねえの、わかってるだろうが」

　今まで渡琉がゼファーの邪魔をしてきたからか、その立場が逆になって、楽しくて仕方がないようだ。

「……また下界不介入とか言うのか？」

「お気持ちはわかりますが、ご協力はいたしかねます」

　クロノスは相変わらず渡琉の行動を追いながら、静かに言った。

　微動だにせず、クロノスは渡琉の言葉に耳を澄ませ、その行動から目を逸らさない。

「わかってねえくせに、わかったような言い方すんなよっ！　下界不介入って言うくせに、俺の頼み事、少しは聞いてくれたじゃねえかっ！　それだけでも、干渉してるってことじゃねえのか？　どうなんだよっ！」

「貴方をお助けすることと、今の状況の回避を手助けすることは違います。私達には状況を変化させるためのお手伝いは許されておりません」

　あくまで協力は拒否し続けているが、ここから渡琉を連れ去るつもりはないようだ。

「なんでそんなに冷てえんだよ。なんなんだよ……どうしてなんだよっ！」

　渡琉が怒鳴ろうとわめこうと彼らは何もしてくれないのだ。

　ただ、そこにいて、眺めているだけ。

　どれほど渡琉が心を痛めていても、彼らの心は痛まない。

　彼らの世界では人の生き死になどどうでもいいことだからだ。

「……くそ……くそおおおっ！」

　渡琉は飛行機の胴体を拳で力いっぱい殴った。

　時間を操る力があるのに、今の状況を好転できない自分が情けなくて、悲しい。

　だが、もしまだ希望があるとすれば、この飛行機が本当に墜落して、死傷者が出たというニュースを見ていないことだろう。

　もしかすると、パイロットの腕でなんとか陸地にたどり着くかもしれないし、墜落するまでの間に、救助の船がやってくるかもしれないのだ。

　結果はまだわからない。

　僅かだろうが、助かる可能性だってあるはずだ。

　時間を……進めるしかない。

　だが、最後まで諦めるつもりはなかった。

　渡琉は深く息を吸い込むと、ボタンを押して、止めていた時間を動かした。

　その瞬間、凄まじい機体の揺れに襲われて、渡琉は翼の縁を摑んで跪く。

「……っ！」

　クロノスに守られているからか、身体が後方に吹っ飛ぶことはなかった。けれど、頰が歪むほどの向かい風が吹きつけ、分厚い鋼鉄の機体からも乗客達の悲鳴が突き抜けてきて、渡琉を苦しめた。

　懐中時計は渡琉が持っている力を増幅するものだという。

　重要なのは力を持っているのは渡琉だということだ。

　いや、この身体に納まっている魂が重要なのだろう。

　腹が立って仕方がない。

　渡琉はルシアスなどという魂を持って生まれたいなどと頼んでいないのだ。

「俺の中に……ルシアスって奴がいるんだったら……なんとかしやがれよっ！　だいたいお前が勝手に転生するからこんなことになってるんだっ！」

　腹の底から声を出し、渡琉は怒鳴った。

　だが、悲鳴を上げる飛行機のエンジン音に声はかき消され、エンジンから出た黒煙が憑ひよう依いさながらにまとわりつく。それは渡琉の身体を撫で回して、背後へと吹き飛ばされていく。

　飛行機の高度はますます下がり、海面が急激に迫ってくる。

　自分もこのまま飛行機とともに墜落して、死ぬのだという恐怖はなかった。それよりも怒りが心の中をいっぱいに占めていて、体温が急激に上昇する。

「本当に力があるっていうなら、もったいぶらずに俺に見せてみろ────っ！」

　渡琉は力の限り叫んだ。

　喉が痛みで痺れるほどの力で。

　心の中でも同じようにルシアスに向かって叫んでいた。

　魂の奥底にいるのなら、応えてくれと。

　力を貸してほしいと、いまだかつてないほど強く、渡琉は願った。

　──不意に、向かい風の風圧が緩んだように思えた。

　懐中時計を手にしていないのに、風の流れがスローモーションのようにゆっくりと進んでいることに気づく。

　視界の先にあるのは海ではなく、虹色の光だった。

「……な……んだこれ……」

　虹色の光は渡琉を中心にして放射されていて、空気中で波打っている。

　渡琉はまばゆい渦に手を伸ばし、光に触れたが、触れても痛みを感じることはなかった。

　すっげ～……温かい……。

　光があたり一面に満ちている。

　ふと、何かが心の奥底で揺らめいたように感じた。

　同時に渡琉は自分が何をしなければならないのかを、悟った。

　俺は……渡琉でもあり……ルシアスでもある……。

　今まで感じたことのない、労いたわりや温もり、そして共感があった。

　こんな気分になったことはいまだかつてなかった。

「そうか……俺……俺は……ルシアスなんだな……」

　身体を包む虹は光の密度を増し、渡琉を中心に渦を巻く。

　内から溢れ出る心地のよい光は温かみがあって、恐怖は全く感じられなかった。

　背後にいるクロノスが何かを口にした。

　ゼファーの怒りに満ちた声も聞こえた。

　だが、彼らに構っている暇はない。

　内なる力が渡琉に応えようとしてくれているのだ。

　ああ……そうか。

　なんだ、簡単なことだったんじゃないか……。

　渡琉は自分の成すべきことをはっきりと理解していた。
















「あんの……クソガキが、余計なことをしやがって────っ！」

　ゼファーの怒りは頂点を極めたのか、すでに人型を保ってはいなかった。

　渡琉から発せられる虹色の光は飛行機を覆っている。小さなひび割れが元通りになり、火を噴いていたエンジンは、火や煙を吐き出すことをやめ、タービン音を正常にしていく。吹き飛んだ尾翼がいつの間にか元通りの優美な形に戻り、ひたすら海に向かって落ちていた飛行機が、息を吹き返したように大空に舞う。

　確かに、二度、同じ時間は戻せない。だが機体の時間は戻せるのだ。

　もちろん、クロノスは渡琉にそんな話はしていない。渡琉がたとえ知ったとしても、簡単に行える技ではないのだ。古いものを新品の状態へ戻す。だが、戻しすぎると、一気に組み立てる前のものへと分解されてしまうのだから、いかに繊細な力の制御が必要なのかがわかる。

　本来、ルシアスでなければ、できないことなのだ。

「……」

　光とは正反対の黒い渦が飛行機の胴体にまとわりつき、死の鉄てつ槌ついを下そうと、鎌を振り回している。だが、たとえ魂に道を示す役目をゼファーが負っていたとしても、まだ訪れていない死を与えることはできない。

「ルシアス様……」

　渡琉の姿と重なるように、ルシアスの姿が陽かげ炎ろうのように揺らめいている。

　淡い金髪に、優しげな顔立ち。薄紫の瞳は静かな湖面のように澄んでいて、うっすらと微笑を浮かべる唇は、艶やかだ。

　だがクロノスはこの姿を目にする少し前に、渡琉を守るのだと、ようやく決心していたのだ。

　クロノスがルシアスのどこに心酔し、彼のために命を捧げようとしたのか、その理由を渡琉の中に見つけることができたからだった。

　かつてルシアスも渡琉と同じ言葉を口にした。命乞ごいは数え切れないほど耳にしてきたクロノスにとって、他人のために自らの命を犠牲にすることは衝撃的な出来事だったのだ。

「ルシアス様っ！」

　なぜ、自分に何も言わず神の座を降りこの世界に転生したのか、クロノスはずっと知りたかった。だが、ルシアスの魂は、肉体という壁に拘束され、もう問いかけることができないと諦めていたのだ。

　だが、今ならできる。

　クロノスはルシアスの傍らに跪き、疑問を口にした。

「ルシアス様……ご自身の意志でこちらへ転生されたのですか？　それとも誰かの策略に陥ったのですか？」

『自分の意志ですよ、クロノス。貴方に迷惑がかかることを恐れて……一人で決断しました』

　心に直接響くルシアスの声は、とても優しく染み入るような声色だった。もう随分と長い間耳にしていなかった心地良い声は、クロノスの疑問を一つずつ解消してくれる。

「……どうしてこのような世界に？」

　ルシアスはクロノスをじっと見つめながら、穏やかな眼差しの中にも確固たる意志を浮かべ、言葉を伝えてきた。

『私は人間にとても興味がありました。ただ、見ているだけでは満足できずに、彼らの中で人を理解したかったのです』

「それなら……転生という方法をとらなくても、体験できたはずです」

　記憶を操作し、人々の中に紛れ込んで過ごすことは、簡単なことだった。いや、普通ならまずそうしたはずなのに、ルシアスはいきなり転生を選んだのだ。

『あくまで私の魂に人としての経験を刻みたかったのですよ。ありのままの経験を……』

「……ルシアス様はまだ天界にはお戻りにはなりたくないとおっしゃるのですね？」

　ルシアスはただ頷いた。

　クロノスにはそれで充分だった。

「では私も彼の側で人間を観察し、理解を深めたいと思います。私はルシアス様にすべてを捧げた身。ルシアス様の望みを叶えることが、私の望みでもあります。……どちらの世界にあっても、私は貴方様をお守りいたします……」

　クロノスが心の底から尊敬と信頼をもってそう告げると、ルシアスは口を開いたように見えた。だが、ルシアスの言葉はゼファーの怒声によってかき消された。

「お前がガキに教えやがったなっ！　そうなんだろう？　俺様を……いや、天界の命令を無視するつもりか？」

　すでに人の形を失ったゼファーは黒い影の塊かたまりとして漂いながら、クロノスを威嚇するように鎌をちらつかせた。

「そんなつもりは毛頭ないが、それが天界の決定を無視し、お前を裏切ることになろうと、あの方の望みが叶うならそれでいい。それがお前に対する裏切りというのなら甘んじて受けるつもりだ」

　静かにそう告げたクロノスとは反対に、ゼファーの声には怒りがありありと滲んでいた。だが、怒りよりもどこか寂しさが浮んでいるように見える。

「……俺様まで裏切る気か？」

「彼の邪魔だてをするつもりなら、たとえゼファーであっても容赦はしない」

　クロノスは静かにそう言い、二本の剣を抜いた。そんなクロノスに、ゼファーは鎌を構えた。

「俺様も……本気だぜ」

「それは構わない。私が自ら剣を退いたのは、ルシアス様だけだ。お前ではない」

　冷えた眼差しでクロノスがゼファーを見つめると、闇の渦の中に燃え立つ二つの瞳が、尋常ならざる怒りを浮かべ、クロノスの身体にもまつわりついてきた。

「俺様はクロちゃんの腕に惚れ込んでるんだぜ。あんなガキに振り回されてるクロちゃんなんて、見ていられねえなあ。……なあ、俺様を落胆させるようなことをしないでくれよ」

　纏う闇から姿を現したゼファーは、クロノスの首に手を回して、ニッと笑った。

「お前が惚れ込んでいるのは私の腕ではないらしいな」

　冷えた眼差しを向けると、ゼファーは顔を近づけてくる。

「……なら、話ははええ。キス一つで手を打ってやるぜ」

「ふざけたことを言うな」

　言葉に怒りを滲ませると、ゼファーは少し正気に戻って、言い訳を始めた。

「……え、いや……別に。なんでもねえ。違う。そういう話じゃねえ。俺は俺の仕事をするだけだ。あのガキにこれ以上好き勝手させるつもりはないし、お前だからこそ、許しちゃならねぇことだろう？　だったら、あのガキをおとなしくさせるのが、俺達の仕事だ。違ったか？」

　確かにそうだが、ゼファーの目的には不純なところがある。

「お前の言い分はもっともだが、私には私の道理がある」

　渡琉は今精神を極度に集中させている。

　こんな状態の時に彼の邪魔をすると、もとに戻りつつある機体の時のバランスが一気に崩れ、渡琉自身が傷つく可能性がある。

　そんな心配をよそに、ゼファーがクロノスから離れて、渡琉に向かおうとした。

「ゼファーよせっ！」

　クロノスは渡琉の真横に立ちはだかって、ゼファーの纏う闇を切り裂いた。

　向かってくる風にちぎれ飛ぶ闇は、空中に溶けて消えていく。けれど、闇はゼファーの内部からいくらでも湧き出てきて、渡琉の光を闇で塗り潰そうとしている。

　仕方がない……。

　ゼファーにはなんの恨みもないし、彼を傷つける気は毛頭ないが、このままでは光と闇が拮抗した狭はざ間まで、渡琉が苦しむことになる。ゼファーと剣を交えることは構わないのだが、問題は、被害が周囲に及ぶことだろう。

　ここはどうにかゼファーに穏便に帰ってもらう手を考えるしかない。

　ゼファーがどういう感情を抱いているのか、知らないわけではないが、とても迷惑だ。とはいえ、それを利用して隙を狙うことはできるだろう。

「キス一つだったな」

　剣を鞘に収め、クロノスはため息交じりに言った。

「……なんだ、クロちゃん、話がわかるじゃねえか……」

　鬼気を、嬉々に変えたゼファーは、隙だらけで近寄ってくる。そこでクロノスはすかさず剣を抜き、二本を一つに合わせると、一層、闇の濃い場所を狙って、突き刺した。

「……うっぎゃあ──────っ！」

　いっぱいに膨らんだ風船を針で刺したように闇が空中で弾けて、飛び散った。

　ゼファーを殺したわけではなく、一時強制的に戦闘不能にして、天界に送り帰しただけだ。

「俺様の純情を踏みにじりやがって～……！」

　……何が純情だ。

　呆れるクロノスの耳には、闇の欠片がすべて空中に溶けてしまうまで、ゼファーの声が響いていた。

　ルシアス様は……。

　振り返ると、渡琉の周囲を波打つ光の輪が徐々に小さくなっているのが見えた。

　先程ははっきりと重なって見えたルシアスの姿が、今ではぼんやりとしている。

　飛行機は何事もなかったように空を飛び、翼を休めることのできる空港に向かっていた。

　渡琉は、機体の時間を戻すことに成功したのだ。

　クロノスはすぐさま渡琉の側に近づき、跪く。

「……いつでも貴方様のお側に控えております」

　こちらに視線が向いているのだが、ルシアスは何も語らない。

　いつもそうしていたように、ただ慈愛に満ちた笑みを浮かべている。

　だが、もう伝えたくても伝えられない……薄紫の瞳はそう語っていた。

「……貴方様の望んだこの世界で、私は貴方様と渡琉様を命の限りお守りいたします」

　ルシアスは微笑んで小さく頷いたように見えた。

「……いずれまた……」

　クロノスがそう言い終えるよりも先に、ルシアスの姿も光も消えた。

　同時に、気を失った渡琉の身体が翼に倒れ込むのを、抱き留める。

　渡琉は満足そうな笑みを口元に浮かべ、ぐっすりと眠り込んでいた。










　銀星の肉球の感触が額に触れ、渡琉は目を覚ました。

「……あっ……飛行機は？　えっ……ここって、どこだっ!?　あれ、銀星？」

　目が覚めた瞬間飛び込んできた光景に、自分の今いる場所がすぐに理解できず、渡琉は声を上げていた。銀星は渡琉の隣にいて、落ち着けというように、足を叩いている。

「……俺……あれからどうなって……」

　整然と並ぶ椅子の一つに座っていた渡琉は、そこが空港の待合室だと気づくのに、しばらく時間を要した。

　旅行客は何事もなかったように荷物を持ってゲートを出てくる。疲れた顔の者もいれば、嬉々として元気に歩いている者もいる。だが、悲劇的なことを話題にする人は誰もおらず、また、ここにはニュースを伝えるテレビがない。

「飛行機……どうなったんだ？」

　隣に座っている銀星を見下ろすと、前足でゲートを差していた。つられてその方向に視線を向けると、父親の政夫が旅行鞄を持って出てくるところだった。

「……と……父さんっ！」

　そう叫びながら渡琉が駆け寄ると、政夫は本当に驚いた顔を見せた。

「渡琉……どうしてここにいるんだ？　母さんが探していたぞっ！」

「え……母さんが？」

　ポケットから携帯を取り出すと、自宅からの着信とメールが随分と入っていた。確かめなくてもすべて母親からに違いない。

「気づかなかった。俺、ニュースで飛行機が行方不明だって知って、気がついたらここに来てたんだ。……本当に心配で母さんに空港へ行くって言うのも忘れてたぜ」

「いいから、先に母さんを安心させてやりなさい」

　政夫は非常に有能な営業マンらしく、落ち着いた態度でそう言った。

　政夫は妻子持ちには見えない若々しさと、爽さわやかな容貌をしている。その上、隙のないエリート然とした仕事ぶりであるのに、それ以外はどこか抜けていて、女性の母性本能をくすぐるらしい。そのためか、バレンタインデーには驚くほどたくさんのチョコレートをもらう。

　だが、政夫は、見た目のよさをすべて破壊するほどの、ダジャレを口にするのだ。

　今はその破壊的な言葉も、あわや墜落かと思われた飛行機からの生還によって、鳴りを潜めているようだ。

　いつもこうなら不倫でもいいと女性がひっきりなしに寄ってくるだろう。

「……そうだよな……わかった」

　渡琉はポケットからもう一度携帯を取り出し、自宅に電話をかけた。電話はすぐさま繫がり、さんざん亜也子から怒られながら、渡琉は適当な理由をでっち上げて、一方的に切った。

「……母さん、怒ってただろう？」

「別に、大したことじゃねえよ。それより、飛行機の方が大変だったんだろ」

　こうやってごく普通に父親と話せることに、まだ実感が湧かない。

　自分が成し遂げたことに気持ちは高揚していて、心臓の鼓動も速かった。

　なのに父親の政夫は落ち着いていて、渡琉の目に浮かんだ涙は引っ込んだ。

「ああ……そうなんだよ。母さんにはもう連絡したんだが、本当にもう駄目だと思ったよ。それほど酷い揺れだった。いや、揺れというより急降下していたと言った方が正しいかもしれないな……。だが……もう駄目だと乗客のみんなが思っていたら、突然、まともに飛行し始めて……何がどうなってるのかわからないが、助かったようだな……はは」

　少し興奮気味に話す政夫に、渡琉はようやく安堵の笑顔を浮かべることができた。

　自分があの時何をしたのか、断片的には覚えているが、目が覚めてみると、何をやったのかよく覚えていなかったのだ。

　ただ、身体が信じられないほど熱くなり、同時に心地良い存在に包まれたような……不思議な感覚だけははっきりと覚えている。

「ま、父さんは悪運強そうだしなあ……踏んづけても死なねえよな。心配して損した」

「ははは……父さんもそう思うよ。……ああ、そろそろ帰ろうか。いろいろあったからなあ……家でゆっくり身体を伸ばしたくて仕方がない」

「俺も、家に帰って風呂にゆっくり入りてえよ……」

　そう言って渡琉が笑うと、政夫は言った。

「一家の長である、私が先だからな。……あっ、そういえば会社に連絡をするのを忘れていたな……渡琉、ちょっとここで待ってなさい。すぐに戻ってくるから」

　政夫はここでは聞かれたくないのか、そう言って柱の向こう側へ走っていった。

「父さんらしいよな……」

　渡琉が苦笑していると、銀星がやってきて足元に絡みついてきた。

「上手く、味方につけたようじゃの」

「……なんのことだよ」

「私のことです」

　ハッと振り返ると、クロノスがいつの間にかひっそりと立っていた。

「だっ……だから、そういうびっくりする登場の仕方はやめろよ」

　いきなり声をかけられたり、気がついたら背後に立っていたというのは、そういう奴らだと理解していても、そのたび驚かされて心臓に悪い。

「次からは気をつけます」

　やけに殊しゆ勝しような態度のクロノスに、渡琉は疑惑の目を向けた。

「……突然、どうしたっていうんだよ……いや、あの、ゼファーはどうしたんだ？」

　キョロキョロと周囲を見回し、最後には天井まで眺めてみたものの、あのにやついたゼファーの姿がなかった。

「ゼファーは一時的にですが、強制送還いたしました。しばらくは渡琉様の気を煩わずらわせることもないでしょうが、また戻ってくるでしょう」

　クロノスはなんでもないことのように言う。

「強制送還？　誰がそんなことをやったんだ？」

「私です」

　クロノスは静かにそう言うと、優雅に渡琉の前に跪いた。

「私の数々のご無礼、どうぞお許しください」

　深々と頭を下げられ、渡琉は思わず後退った。

　誰かに跪かれる経験など普段ない。こんな慣れないことをされると動揺してしまう。

「な……なんだよ……やめろよ、そういうの。なんで、急に……」

「渡琉様のことは何があっても、私がお守りいたします。ですから、貴方様のお側にいることをお許しください」

　クロノスは最初会った時と同じように、整った容貌に僅かの笑顔も浮かべることなく、そう言った。

　どういう気持ちの変化かわからないが、味方になってくれるというのなら、大歓迎だ。

「そりゃあ……俺を守ってくれるっていうのなら……いいけどさ……」

「ありがとうございます」

「……じゃあ、俺の命令はなんでも聞いてくれるってことだよな？」

　ふと思い浮かんだ言葉に、渡琉は思わずそう言っていた。

「ええ」

「俺が死ねって言ったら、あんた死ぬのか？」

　渡琉が本気でそう聞くと、クロノスはスッと立ち上がり、威圧するようにこちらを見下ろしてきた。

「なっなんだよ……いででででで……」

　クロノスは嫌そうに目を細め、渡琉の右頰を摘つまんで引っ張った。

「この口の悪さは……とてもいけませんね」

「離せよっ！　なんだよあんた……。俺の命令を聞く従者なんだろ？　俺のためならなんでもするんじゃねえのか？」

　渡琉はクロノスの手を忌々しげに払ったが、美貌の従者は憮ぶ然ぜんとしている。

「そのようなくだらない命令などルシアス様はされません」

「……冗談が通じねえ奴だな。まあ……もともと会話は通じねえけど」

　はあ……とため息をついて足元を見ると、銀星が頰を膨らませて笑いを堪えているのが見えた。

「ああ……悪かったな。どうした渡琉。随分待たせたか？」

　戻ってきた政夫に、渡琉は手を差し出した。

「別に。あ……俺も手伝うよ」

　政夫から荷物を一つ受け取り、渡琉は父とともに歩きだした。

　こうやって一緒に歩いていると、無事に助けられたのだと実感が湧いて、胸が熱くなる。

「ああ……そういえば……飛行機が急降下していた時に、お前を見たんだ」

　ギョッとするようなことを政夫に言われたが、渡琉は慌てることなく、答えた。

「……俺？　父さん、あれだな。幻覚見たんじゃねえの。なんで飛行機が急降下してるのに、俺を見るんだよ。ああ、そうだ。走そう馬ま燈とうってやつだって」

「いや、だが、驚くほどはっきりと、飛行機の翼にお前がいるのを見たんだ。見たこともない綺麗な虹色の光を纏っていたな。あんな幻想的なものを見たからか、ああ……死が近いのだと思ったが……。よくよく考えたら、お前や母さんを置いていくことになると本気で覚悟したからか、普通では考えられない幻覚を見てしまったのかもしれない。もしかするとあれが死の入口だったんだろうか」

　的はずれなことを言いながら納得している父親の言葉を、渡琉はあえて否定しなかった。

　そう、幻覚だと、夢だと思ってくれればいいのだ。

　本当のことを話したところで、どうせ信じやしない。

「だいたい、そんなところにどうやって行くんだよ。そりゃ……俺だって父さんが心配で空港に来たけどさあ……空は飛べねえぜ」

「ははは……そうだな……」

　すべてはいつもどおりだ。

　父親は元気にしているし、渡琉は父親と二人きりなことを、少しだけ照れくさく感じている。

　渡琉だけではなく、他の乗客達も心配した家族や恋人に迎えられ、悦びの声を上げていた。

　今晩のニュースはこれで持ちきりだろう。

「母さんからお前が猫を飼ったって聞いたが、こんなところにまで連れてくるなんて、よほど気に入ったんだな。実は父さんがいなくて寂しかったのか？」

　笑いを堪えるようにしてそう言う政夫に、渡琉は肩を竦めた。銀星は媚びを売るように渡琉の足に執しつ拗ように身体を擦りつけている。

　こいつ……わかっててやってやがるな。

「随分、懐なついているじゃないか。よほど可愛がっているんだろうなあ……。確かに丸々と太っていて可愛いジャマイカ？」

「……」

　面白くもない親父のダジャレに、渡琉は日常が戻ったことをようやく実感した。
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「ふあ……」

　渡琉は学校の屋上にある用具室の屋根に横になり、雲一つない空を眺めていた。

　もともと渡琉はニュース番組には興味がない。

　同じように新聞も読む場所といえば、テレビ欄らんくらいだ。だから、昨夜の飛行機事故がどれほど騒ぎになっているのか、実際にはよく知らないでいた。

　だがそれでいい。

　渡琉は、確かに友達を助けることができてよかったと思っている。父親や他の乗客も助けられた。だからといって自分のやったことに優越感を抱くこともなければ、世に言うヒーローが「助けて」という声に応えて世界を飛び回るような、そんな真似をする気はない。

　時間を戻すことができるという大きな力を得たのは確かだが、渡琉ができるのはほんの些さ細さいなことだけなのだ。

　ルシアスという男が、天界ではどんなふうに力を使っていたのか知らないが、この世界でできることは限られている。

　渡琉が手を出せる範囲でしか物事を動かせないのだ。

　あっちを動かせばこっちから、こっちを動かせばあっちから、まるでモグラ叩きのように、問題が飛び出してくる。

　昨日はまさにそのとおりの一日だったのだ。

　銀行強盗は無事に解決したが、同時に飛行機事故が発生した。

　時間を操作するというのはそういうことなのだろう。

　使わずにいられるのなら、これは封印した方がいいのかもしれない。

「渡琉っ！　やっぱりここにおったんか……」

　健吾の声に身体を起こすと、ちょうど彼も屋根に登ってくるところだった。

「用事はもうすんだのかよ？」

　今朝、健吾は登校してこなかったのだ。

　その理由は携帯にメールが入っていた。

「ああ、とりあえずやけどな」

　そう言いながら健吾は渡琉の前で土ど下げ座ざをする。

「ちょ、なんだよ。何やってるんだ？」

「……渡琉……ほんまにありがとうな。お前がくれたノロシックスのおかげで、俺ら一家が助かったんや。お前からもらった時は、半信半疑やった。でも、お前の妙な自信から、なんとなくいけるんちゃうかとも、思ってたんやで。まあ……五千万当たったのは予想以上やったけどな。ほんまに……ありがとうな。俺でできる礼やったらなんでもするから言うてくれ」

　真剣な顔の健吾に、渡琉は苦笑した。

「友達だろ。礼なんて必要ないからな。ていうか、やめてくれよ、そういうの。健吾にああいった手前、ばらしにくいけど、俺だってマジで当たるとは思わなかったんだからさ」

　健吾の手を引っ張って土下座をやめさせ、渡琉はにっこりと笑った。

「……それより足りたのか？」

「ああ。金ができよったから、姉貴の手術日も決まったし、親父の借金もチャラにできたわ。そういう事情で……俺、全部使つこうてしもうたんやけど……」

　すべて使ってしまったことに罪悪感を感じているのか、健吾は渡琉の様子を窺っている。

「あれは健吾に押しつけたやつだから、別に分け前もらおうなんて思ってねえよ」

　渡琉の言葉に健吾はホッと胸を撫で下ろしたのか、緊張していた顔が緩んだ。

　大金が当たったまではよかったようだが、渡琉からもらったものだという理由から、分け前を渡すことなくすべて使ってしまったことをよほど気にしていたのだろう。

　だが、あの金を手に入れるため渡琉は狡ずるをしたのだ。

　自分が分け前を少しでも手にしたら、今もポケットに入っている懐中時計を持つ資格が失われそうな罪悪感が湧くはずだ。

　不思議なことに、この気持ちは理屈ではなくて、自分の利益のために使ってはいけないという、強い思いが渡琉の中にあった。

「……じゃあ、ありがたく渡琉の気持ちもらっとくわ。ほんまにありがとうな。そや、ばあちゃんがな、渡琉に関西の名物をごちそうしたるて言うてた。誘ったら来てくれや」

「すっげ～嬉しい。楽しみにしてるぜ」

　渡琉にとって一番の褒ほう美びだ。こういう気遣いはとても嬉しい。

「ばあちゃんに伝えて日ぃ決めるわ」

「そうしてくれよ」

「あ……そういや昨日の晩からずっとやっとる飛行機事故の話やけど、あれ、渡琉の親父が乗っとったってほんまか？　ノリがえらい勢いで話してくれよったで」

　屋根の上にあぐらをかいた健吾は心配そうな顔を向けてきた。

「ああ……そうなんだよ。怪我人もいたらしいけど、うちの父さんは怪我もなくて、元気にダジャレ言いまくってたぜ。本当に事故に巻き込まれていたのかって思うほど、元気だ」

　渡琉が肩を竦めてみせると、健吾は笑った。

「お前の親父さん、黙っとったら男前なんやけどなあ。ほんま、おもろいわ」

　本当にどうしようもないダジャレばかりなのだが、本人はうけていると思っているのだから始末が悪い。

「それがいいらしいけどな、母さんは」

「でも、どうなっとるんやろうな。ほら、パイロットは確かに二機のエンジンが火を噴いて、油圧も全くゆうこときかんかったって証言しとるのに、飛行機を点検したら何もかも新品に近いほどの状態になっとったらしいやんか。おもろい話があるんやな」

　自分でもあの時どんなふうに力を使ったのか、あまり上手く思い出せない。もう一度やってみろと言われても、無理だ。

　だが、あの時感じた温もりは忘れられない。

「超常現象かもしれないぜ」

「……そうやな。世の中に奇跡っちゅ～もんがあるんやったら、まさしくそれやな。まあ……俺は今までそういうのは信じられへんタイプやったけど、宝くじが当たってちょっと考えが変わったわ。奇跡ってあるんやで……なぁ？」

　健吾の言葉に渡琉は頷いた。

「二人ともここにいたんだ……随分探したんだよ、僕だけのけ者？」

　ひょっこりと顔を出した則義は、不満げに唇を尖らせていた。別にのけ者にしていたわけではないが、則義に声をかけるのを忘れていた。

「いや……そんなんじゃねえよ。で、どうしたんだよ？」

「あ、そうそう。さっき、臨時の保健の先生が来たのを見たよ。……なんかやな感じだった」

　則義は屋根に手をかけて頭一つ分覗かせた状態で、ブツブツと文句を言っている。

「なんや、チチのでかい姉ちゃんとは違うんか？　俺、期待しとったのに……」

「健吾……」

　そう言ったものの、男子校だからか、綺麗な女性が保健室の先生であると渡琉だって嬉しい。健吾のようにあからさまに言えないが。

「いや……その……な、やっぱり男ばっかりの学校やし、そんくらいの彩いろどりはいるやろ？」

「まあ……言いたいことはわかる。で、どう嫌な感じだったんだよ？」

「なんかね、怪我をしたら治療をするより、苛められそう……な感じ」

　思い出すように則義はぐるりと空を仰いで言う。

「なんだそれ」

「イメージなんだけどさ。いつも何か企んでいるような笑いを浮かべてるとか……笑うと鋭い犬歯が見えるとか……人を馬鹿にしたような目をしてるとか……いろいろ感じるところがあったんだよね。仮病でちょっと横になったりするのは、できない気がする……」

　何か企んでいるような笑い。鋭い犬歯。馬鹿にしたような目。

　その言葉に、渡琉は嫌な予感がした。

「そいつ、保健室にいるのか？」

「うん。いるみたい。僕は廊下を歩いているのを見たんだけど、あっ……渡琉っ！」

　屋根からひらりと飛び下り、渡琉は屋上から校舎に戻ると、保健室に向かって走った。

　まさか……。

　まさか……だよな？

　嫌な予感を抱きつつ、保健室のドアを勢いよく開けた。

「よう、帰ってきたぜ～」

　似合わない白衣を着て、ニヤニヤと笑うゼファーに、渡琉は声を上げていた。

「ああああ……あんたっ！　死神が保健室のセンコーなんて、どういう冗談なんだよっ！」

「誰が死神だぁ……あ？」

　鬼気迫る表情を浮かべて近寄るゼファーに、渡琉は笑いで誤魔化しながら後退る。

「クロノスに……追い返されたって聞いたけど……もう戻ってきたのかよっ！　いい加減、俺のことは諦めろよ」

　追い払うように両手を振る渡琉に、ゼファーはフンと鼻を鳴らした。

「そう、毛嫌いするんじゃねえよ。これでも恋する男なんだからな」

「頭が痛くなること言うなっ！」

「仕方ねえだろ。クロちゃんがお前を守ると決めたんならさ。俺様も腹の底からむかついていて、隙あらばその身を引き裂いてやりたいほど、恨うらみ辛つらみがあったとしても……それを諦めてやるしかねえだろ」

　一人で酔ったように話しているゼファーだが、渡琉には迷惑甚はなはだしい。

「意味……わかんねえ……」

「ま、なんだ。俺様はそれだけ懐がでかい男だってことだ。こういう男には誰だって惚れるだろ？　はははは」

　些細なことで切れるゼファーの口からこういう言葉を聞かされるとは思わなかった。どうせまた何か企んでいるのだろう。

「ちょっと待てよ。あんたは……男のクロノスに惚れてたんだよな？」

　思い出したことをそのまま口にすると、ゼファーはニヤニヤとしながら渡琉に近づき、馴れ馴れしく肩を叩いてくる。

「なあ、俺様とクロちゃんとの仲を、取り持ってくれるって言うのなら、お前を助けるオプションをいろいろとりそろえてやるぜ。出血大サービスだ。どうだ？」

「……な……何言ってるんだ？」

　近づいてくるゼファーの顔を押しやり、渡琉は嫌そうに言った。

「尻の青いガキにはこういう気持ちはまだ理解できないか。ったく、よぉ」

　ブツブツと文句を呟きながら離れたゼファーに対し、ふと気がかりなことが渡琉の頭に浮かんだ。

「てことはあんたが……この男子校の健康診断とかするつもりかっ！」

「俺様は保健の先生だから、当然だぜ」

　渡琉は一瞬にして青ざめた。

　うわ、もう……最悪。どうするんだよ、こいつ。

　味方（？）になったように見えるが、よくわからない。

　本当にこれでいいのか。

　渡琉が困惑していると背後からクロノスの声が聞こえた。

「何をしているんです？　そろそろ午後の授業が始まるはずですよ」

　振り返るとクロノスが立っていたが、あのゴージャスといっても過言ではない衣装でなく、ごく普通のスーツ姿をしている。

　まさか……と、疑問を口にする前に、クロノスがサラリと言った。

「副教頭の席が空いておりました」

　だから、なんだというのだ。

　クロノスまでこの男子校で働くとでも言うのだろうか。

「ちょ……待ってくれよ。あんたら、何考えてるんだよっ！」

「ゼファーのことは知りませんが、私も人間に対してとても興味が湧いたのです。ですが人間を知るためには、その社会に入らなければ、理解できないでしょう？」

　当然のごとく言い放つクロノスだが、勝手に観察されるのは困るし、まして渡琉の学校の副教頭になるなど、言語道断だ。

「……ちょ、ちょっと待ってくれよっ！」

「それに渡琉様はその魂に相応ふさわしい人格を身につけなければなりません」

　怜悧な美貌が冷えた笑みを渡琉に向けた。思わず後退りそうなクロノスの微笑に、渡琉の頭は混乱していた。

　こいつは何を言ってるんだ？

　教育ってなんの？

　俺は……これからどうなるっていうんだ？
















「……はあ。やっと捕まえた。ね、保健の先生らしくないでしょ？」

　則義がそう言い、

「なんや知らんけど、俺はそりがあわんそうやな……ま、でもしゃ～ないか」

　と、健吾が言う。

　二人ともどうして普通に受け入れているのだ。

　渡琉にはとてもこんな状況を受け入れることなどできない。

「……お……俺……俺は……」

「さあ、チャイムが鳴りましたよ。早く教室に戻りなさい。学ぶことは学生の何よりの仕事ですからね」

　そう言うと美貌の従者は婉えん然ぜんと笑った。











あとがき






　はじめましての方も、以前からご存じの方も、こんにちは。

　あすかと申します。

　小さい頃から石に躓つまずいて転んだり、傘かさを持って出るのを忘れてびしょ濡ぬれになったりすると、少し過去に戻ってやり直せたらいいなあとよく考えたものです。でも過去を変えたら、次に訪れる未来はどう変わっているのか、本当にもう転ばなくてすむのか、傘を持って雨をしのげたのか、それともまた別のトラブルが発生しているのか。

　そんなことを考えてわくわくしていた頃を思い出し、お話にしました。

　主人公の渡わた琉るは勉強が苦手で、スポーツはほどほど。抜き打ちテストにはいつだって悪態をついているごく普通の高校生です。

　渡琉はある日、不思議な金の懐中時計を手に入れます。

　その時計の使い方に慣れた頃、渡琉のもとへ天界から従者のクロノスに死神のゼファー、そして野次馬の銀ぎん星せいがやってきて大騒ぎ！

　渡琉は一生懸命に自分の友人や家族を守ろうと奔ほん走そうしますが、天界からの来たクロノスたちにはそれがよく理解できません。エピソードそのものもそうですが、彼らとの考え方の違いや、食い違う会話も楽しんでいただければいいなあと思っています。

　イラストは凪なぎかすみさまです。

　カラーはため息が漏れるほど美しく、どのキャラも生き生きと描き上げてくださいました。ずっと描いていただきたいと願っていた方でしたので、感激もひとしおでした。素晴らしいイラストの数々をありがとうございました。

　そしてお声を掛けてくださった担当のＵ様。

　この作品ができあがるまで、細やかで的確なアドバイスをいろいろしていただきました。自分の中に新たな発見ができ、素晴らしい経験を積ませていただき、本当にありがとうございました。手の掛かる私ですが、どうぞこれからも見捨てないで、アメとムチを使ってビシバシと鍛きたえてやってくださいね（笑）。

　この作品を少しでも楽しんでいただけたことを心から願いつつ、また皆様にお会いできることを楽しみにしています。

　ここまで読んでくださって本当にありがとうございました。





あすか　拝
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　下界には美味いものが溢れている。

　ミートスパゲティにハンバーグ、カレーにステーキ。イチゴのたっぷり載ったショートケーキ。何枚食べても飽きないチョコレートは絶品だ。

　銀ぎん星せいは特に、昨日食べたお好み焼きに惚ほれ込んでいる。どうしてもそのお好み焼きの味が忘れられず、銀星は人型の姿に戻って、キッチンに立った。

　渡わた琉るは学校だし、その母親である亜あ也や子こは仕事に出かけて家にはいない。銀星は誰に邪魔されることなく心ゆくまで料理に励はげむことができる。

　料理の手順は昨日ちゃんと見ていた。同じように作ればいいだけだ。

「まずは小麦粉じゃ。それと山やま芋いもと卵じゃったな」

　フンフンと小さな鼻を鳴らしながら、くしゃみが出そうな白い粉とねばねばした山芋と卵をボウルに入れて混ぜた。なんとなく卵の殻からがガシャゴショと音を立てているが、焼けば問題はなくなるだろう。

　ただ何かが足りない。熱熱のお好み焼きは表面はカリカリしていたが、中身はサクッとしていた。そこで銀星は、お好み焼きのネタには野菜が入っていたことを思い出した。

「なんの野菜じゃったかのう……ピーマンかレタスか……そうじゃっ、白菜じゃっ！」

　銀星は冷蔵庫の野菜室から白菜を出してまな板の上に置き、包丁を叩きつけるようにして切った。なんとなく大きく切りすぎたような気がするが、まちまちの大きさの白菜をボウルに入れて、とりあえず混ぜてみた。

「なんじゃ重いのう」

　しゃもじを使って中身を混ぜているのだが、どういうわけか攪かく拌はんする手が重く感じた。

　覚えている限り、亜也子はボウルの中身を必死に混ぜているようには見えなかったが、違ったのだろう。

「焼き上がったらサクサクするじゃろうて」

　銀星はボウルを置くと、今度はホットプレートを戸棚から出して、コンセントに差した。温度の目盛りを最高に合わせて、プレートが高温になるのを待つ。それでもまだ何か足りないような気がする。

　銀星はホットプレートの周りをグルグルと歩き、ようやく肝心なことを思い出した。

「忘れとった。豚肉とイカが必要じゃっ！」

　すぐさま冷蔵庫を開けて豚肉やイカを探したが、それらしいものがない。きっと昨日使い果たしてしまったのだろう。

「そうじゃ。好きなもので代用すればいいんじゃな。好きなものばかりなんじゃから、不ま味ずくなるわけないじゃろうて」

　銀星は冷蔵庫からチョコレートにバナナ、たくあんにキムチを取り出した。それらはすべて銀星の好物だ。

　これで準備は整った。油を引いたホットプレートが高温になったことを知らせるように、黒い表面から薄い煙を漂わせている。

　銀星はボウルに入ったお好み焼きのタネをお玉で掬すくい、ホットプレートに落とした。するとジュッという音が響き、蒸気がホットプレートを包み込んで、タネを見えなくする。けれどそれは一瞬で、蒸気は空気に溶け込むように霧む散さんした。

「こんなふうじゃったかのぅ？」

　姿を現したお好み焼きの姿は、昨日見たものとはちょっぴり違う。

　銀星が作ったお好み焼きはまるでシチューをホットプレートに流したように見えるのだ。亜也子が作ったものは、こんなふうに野菜や卵の殻はお好み焼きから顔を出しておらず、もっとトロリとした感じだったはず。

「潰つぶせばいいんじゃな」

　銀星はすりこぎでホットプレートに載ったお好み焼きのネタを潰し、平らにした。その上に、チョコレートやバナナ、たくあんにキムチを並べ、焼き上がりを待った。







「へえ、銀星が作ったのか？」

　人型の姿で、銀星は学校の屋上にある用具室の屋根の上で寝転がっていた渡琉に、自分が作ったお好み焼きを手渡した。渡琉は驚きつつも嬉しそうな笑顔だ。なんだか銀星も嬉しい。

「そうじゃ。先にゼファーにも差し入れてきたんじゃが、わしはここでおぬしと一緒に食べるぞ。そうそう、温かい番茶も持ってきたんじゃ」

　リュックからポットも出して、用意してきた紙コップに注ぐ。

「なんだか意外だよな～。銀星が料理なんてさ。やっぱ年の功ってやつか？」

「もともとわしはなんでも器用にできるんじゃ」

「他の奴が言うと嫌味になるけど、銀星が言うとそんなふうに感じないんだよな」

　渡琉はアルミホイルに包まれたお好み焼きを右へ左へ渡して弄もてあそんでいる。銀星は自分の分もリュックから出して、包みを手に取った。

「わしの好物ばっかりで作ったから、ぜったい美味いぞ」

「へ～そうなんだ」

　渡琉が感心しながら包みを開けるのと同時に、クロノスの声が響いた。

「いけませんっ、渡琉様っ！」

　空から降ってくるようにして下りてきたクロノスは、渡琉が手にしていた包みを手で払った。

　せっかく持ってきたお好み焼きの包みは無惨にも地面を転がり、クロノスは渡琉を自分の背後へと押しやる。

「……えっ、あ。どうしたんだよ？」

　クロノスの背後から顔を出した渡琉は驚いている。が、銀星もクロノスの剣幕にびっくりしているのだ。

「そうじゃ。なんじゃと言うんじゃ？」

「渡琉様に毒を食べさせようとするなど、どういうつもりだっ！」

「毒っ!?　毒ってなんだよっ！」

　渡琉が声を上げたが、銀星も同じだ。

「毒？　わしはそんなもの知らんぞ」

「では、あれがどういうことか聞かせてもらおうかっ！」

　クロノスが指さす方向を見ると、屋上に出る扉のところに倒れているゼファーの姿があった。

　いつ来たのかはわからないが、真っ青な顔をして、口から泡を噴いている。

「調子が悪そうじゃの」

「そうではない。ゼファーは銀星の差し入れを食べてああなったと聞いているぞ」

　クロノスがそう言う間に、ゼファーは幽霊さながらに地面を這はって、用具室の屋根へと這い上がってきた。

「俺様に……ど……毒を盛ったな？　そこのガキ、時間を戻しやがれ～」

「なあ、ゼファー。俺が時間を戻したとしても、天界の人間には通じねえだろ？」

　渡琉はニヤニヤと笑いながらそう言う。

「くっそ～じじい……ぶっ殺して……げふっ！」

　凄すさまじい形相で顔を出したゼファーだったが、吐血して下に落ちた。とても演技には見えない苦しみように、それほど不味いのかと銀星は手に持っていた包みを開けて、頰ばってみた。

「うわっ……臭っ！」

「渡琉様、ここから離れてくださいっ！」

　銀星がモグモグと食べている側から、二人とも逃げ出していく。なぜ逃げ出すのか、銀星にはよくわからない。

「こんなに美味いのに、なんじゃ」

　昨日食べたものより歯ごたえがあるお好み焼きを堪たん能のうしながら、銀星は番茶を飲んだ。

　手作りのお好み焼きはかなり美味かった。
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電子版　ビーズログ文庫



刻ときの王国キングダム













著者／あすか

イラスト／凪なぎかすみ









2014年5月30日電子版ver.1.0発行









発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　田熊理子









(c)2006 Asuka





本電子書籍はビーズログ文庫『刻の王国』（2006年11月27日発行　初刷）を元にして制作しております。









本書に関するお問い合わせ先

エンターブレイン　カスタマーサポート

電話　0570-060-555

（受付時間　土日祝祭日を除く12：00～17：00）















item/image/p000-00-5-1.jpg
<

<

—

EHNBIRSY

Q s PP g2

RS EERee@c2v0)

> g D55
9 S TE35\04 &L

AR

EROISARXA Ro BU
| ZoRAHBEDAHRDE,

B £ A,

65 “@@ﬁw@wﬁéﬁa
z

EROISAAA R,

@/LEQJ@Q&J O

BFERDRAR—YY o |

 BESEFIIANS,

7 TR AR\ \

/4

5

0, 0 bE 3
FHEOD R TITE)

 WEEEOBRLE, BN

16mosieRIcRE [l






item/image/p000-00-9-1.jpg





item/image/p000-00-17-1.jpg





item/image/p000-00-11-1.jpg





item/image/p000-00-53-1.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p000-00-29-1.jpg





item/image/p000-00-44-1.jpg





item/image/p000-00-84-1.jpg





item/image/p000-00-88-1.jpg
o g
[ L)





item/image/p000-00-67-1.jpg





item/image/p000-00-6-1.jpg
. o0/ R%ZE8LDNT
TL2DL\WTW 58
ﬁf&ﬂi@ @)+

ANBIDIRE, T
JUDVKRF E1EED

méitﬁ%ﬁwﬁ)b‘
P 2DREEST
KRDSPOCEL

°

N
We—g






item/image/p000-00-18-1.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		刻の王国



		あとがき



		美食の果て



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-80-1.jpg





item/image/p000-00-75-1.jpg





item/image/p000-00-64-1.jpg





item/image/p000-00-87-1.jpg
mﬁ* @GH I 5






